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夢見る乙女は憤る

Ambivalent of Telepath




　ゆらゆら揺ゆれる水面みなもをバックに、二人の唇くちびるが重なり合っていた。

　一人はカーくん。わたしを『絶望』から救い出だしてくれた、わたしの大好きな男の子。

　もう一人はわたしの知らない女の子だった。年は多分一〇歳さいくらい、かな。とってもとっても可愛かわいい女の子！

　カーくんの目は驚おどろきに見開かれている。彼かれが自分からしたわけではないことはわかった。

　それでもやっぱり許せない！　ふつふつと、怒いかりがこみあげてくる。

　だって女の子は目ま蓋ぶたを閉じて、完全に恋こいする女の子の表情だったんだよ!?

　カーくん？　わたしと言うものがありながら（そりゃまだわたしとカーくんは正式に彼かれ氏し彼かの女じよの関係じゃないけれど）、よりにもよってなにそんなちっちゃい子をたらしこんでいるのかな!?

　夢から目を覚ますやわたしはすぐさま枕まくら元もとの携けい帯たいを手に取り、カーくんに電話する。

『この電話番号は、現在電波の届かないところにおられるか……』








Prologue

Ambivalent of Telepath




　オレは思わず足を止め、その少女に目を奪うばわれていた。

　木こ漏もれ日びがキラキラと川の水面みなもに跳はねていた。見み渡わたす限り一面にうっそうと木々が生おい茂しげり、小鳥のさえずりが耳に心ここ地ちよい。

　今、オレは両親やサヤ姉とともに、田舎いなかのばあちゃんの家に来ている。この辺りはそんじょそこらの田舎ではなく、ちょっと集落から外れると携帯も繋がらなくなるようなど田舎だ。

　人によっては刺し激げきがなく退たい屈くつでつまらない場所かもしれない。だけど、オレはこういう自然が大好きだった。なんとなく早く目が覚めたので、ひとり早朝散歩と洒落しやれ込み、このどこか神こう々ごうしささえ感じさせる澄すんだ空気を楽しんでいた。

　そこで、オレは出会ったのだ。

　一〇歳くらいだろうか。とても綺き麗れいな顔立ちをした少女だった。しかしその顔には生気がなく、表情もなく、肩かた口ぐちで切きり揃そろえられた髪かみともあいまってどこか人形めいて見えた。

　背はだいたいオレの顎あごあたりぐらい、サヤ姉よりもさらに低い。水色のワンピースから伸のびる四し肢しはすらりと病的なまでに細かった。

　この少女を見ていると、とにかく心がざわめく。いったいこれは──

「……ロリコン？」

「断じて違ちがう！」

　ぼそっと呟つぶやきそそくさと立ち去ろうとする少女に、オレは思わず突っ込みを入れる。

　まったく誤解もいいところである。オレにロリコンの気などない。むしろ年上スキーだ。そもそもオレには明あ日す香か先せん輩ぱいという心に決めた女ひ性とがいるのだ。何が悲しくてこんな愛あい想そがなくて貧相な子どもにときめかなくちゃいけないのか。

「……悪かったね、愛想がなくて貧相で」

　わずかに不ふ機き嫌げんそうに、少女が呟く。

　あれ？　もしかしてオレ、気づかないうちに口走っていたか？　失敗したな、いくら年とし端はもいかない子ども相手とは言え、初対面で口にすることじゃない。

「ロリコンじゃないなら、なんでジロジロと見ていたの？」

「ん？　それは……」

　言われて、考えてみる。

　そうだな、なんとなく気になったのだ。その吸い込まれそうなほどに暗く虚うつろで、全すべてを見み透すかしたような冷たい瞳ひとみが。

　それを口にしようとして──

「……冷たい瞳、か」

　自じ嘲ちようめいた少女の呟きに、オレは言葉を飲み込む。

　なんだ？　さっきからどうも心が読まれてるような、この奇き妙みような感覚は。

　考えが顔に出てた？　オレってけっこう思ってることが顔に出るタチだからなぁ。サヤ姉や信しん司じにはよくそれでからかわれてるし。

「そうだね。お兄さんほど考えていることと顔が一いつ致ちしてる人は、初めて見る」

「……っ」

　オレは声にならない呻うめきをあげる。

　昔話に出てくるサトリを思い出さずにはいられなかった。こんな山やま奥おくで出くわして、考えていること全てを見透かし、こちらが口に出すよりも早くそれらをしゃべるって、まさにそのものじゃないか。

「……正解。そう、サトリだよ」

「え？」

　今、オレは、サトリのことに関しては、口にしないよう意識していた。

















　にもかかわらず、やっぱりそれは伝わっていて……。

　この娘こ、いったい何者だ？

「綿わた貫ぬき聡さと里り」

　自分の胸むな元もとを指差し、少女は言う。

　あ、ああ、なるほど。そういう名前だったのか。オレはてっきり……。あれ？　でもさっきからの受け答えはやっぱり心を読んでいるとしか思えないし。

　少女の顔に、うっすらと冷れい笑しようが浮うかぶ。

「聡里のことが気味悪くなった？　なら……さっさとここから去ったほうがいいよ」

　刺とげ々とげしく吐はき捨すてるような言葉。しかしわずかにそこに、ある感情が混じっていることを感じ、オレは強い既き視し感かんを覚える。

　本当に、なんだろう？　この聡里という名の少女は、どうしようもなくオレの中の「何か」を刺激する。

　恋れん愛あい感情とかじゃ、断じてない。

　年上に対して礼れい儀ぎのかけらもない無礼なクソガキ、好みじゃない。願い下げもいいところだ。

　去れと言われたのならちょうどいい。さっさと立ち去って忘れてしまえばいい。

　そのはずなのに。

　気がつくと、オレの足は少女のほうへと一歩、踏ふみ出していた。

「ここで逢あったのも何かの縁えんだろう？　オレの名は──」








ACT1

Ambivalent of Telepath




　変なひとに会った。

　高校一年だって言ってたけれど、だとすると背はちょっと低いかも。

　それ以外はごく普ふ通つうの、どこにでもいそうなひとだった。

　どこか愛あい嬌きようがあって、温かい感じのひとだった。

　それでもやっぱり、第一印象は変なひとと言うしかない。

　聡さと里りの《力》を見せてやったと言うのに。思い知らせてやったはずなのに。

　驚いていた。混乱していた。でも、嫌けん悪おの情だけは一いつ切さいなくて。

　その上あろうことか、聡里のほうに踏み込んできた。まっすぐ聡里を見つめてきた。こんなことは生まれて初めてだった。

　だから、聡里は逃にげた。走って逃げた。

　怖こわくて、逃げずにはいられなかった。

　あのひとはいったい……？








『単一のイベントで二個の素そ粒りゆう子しを発生させると、この双ふた子ごの素粒子──ＥＰＲペアは途と中ちゆうでなんらかの邪じや魔ま（観測をされる、障害物がある、など）が入らない限り、一つの方程式（波動関数）に従って永遠に飛び続ける』

「ふむ……」

　散歩からばあちゃんの家に帰ると、暇ひまをもてあましたオレは日当たりの良い縁えん側がわに腰こし掛かけ読書に勤いそしんでいた。

　遠目にはぼんやりとかすんで山々が連なり、あとは見渡す限り、延々と田園風景が続いている。

　ばあちゃんの家は年季を感じさせる木造の一いつ軒けん家やで、畳たたみと線せん香こうの、あの田舎独特の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。別にオレはこの家で生まれ育ったわけでもないのだけれど、障子と襖ふすまに包まれた和風の造りには、どこか郷きよう愁しゆうを覚えずにはいられない。

　この辺はやっぱりオレも日本人なんだなぁ、と痛感する。心が落ち着き、読書にはまさに最適の空間と言えた。

『双子の素粒子は一つの方程式に基もとづいて動いていることから、一方を観測しその状態を決定付けると、観測をしていないもう一方の素粒子の状態もその時点で決定されてしまうことになる。これを利用して離はなれた場所に「量子状態」を転送することを量子テレポーテーションと言い、現在、この現象を利用した次世代通信が研究──』

　ほうほう、なるほど。この本を読んでると、よく……本当によくわかるぜ。

　オレには量子力学のことはさっぱりわからん！

　ってことが、な。

　ああ、こんなの読んでると、起きたばかりだと言うのに、日差しもぽかぽかとしていてだんだん眠ねむく……

「な～に似合わない本読んでるのよ？」

　いぶかしげな声をかけられオレが顔を上げると、眩まぶしい金こん色じきの輝かがやきが目に飛び込んできた。

「べ、別にいいだろ」

　オレはそっとサヤ姉から目線をそらして、ぶっきらぼうに返す。

　彼かの女じよの名前は高たか尾お沙さ耶や。オレの一つ年上の従姉いとこだ。今ここにはいないけど、この家の主のばあちゃんは、オレたちの共通の祖母にあたる（オレにとっては母方の祖母、サヤ姉にとっては父方の祖母になる）。

　日仏ハーフゆえどこか日本人離ばなれした端たん麗れいな容姿、運動神経抜ばつ群ぐん、姉あね御ご肌はだな性格ゆえ人望もあり、学校では生徒会長を務めている。極きわめつけなのはその頭脳、我わが日本が世界に誇ほこる超ちよう天てん才さいで、弱じやつ冠かん一六歳にして数々の斬ざん新しんな論文・特許を発表し世間を騒さわがせている。

　そんな、胸がないことと暴力癖ぐせがあること以外はまさに完かん璧ぺき、超々高スペックなお方だったりするんだけど──

　サヤ姉ならそれこそどんな男だって選びたい放題だと思うんだけど──

　何を血迷ったのか、このひと、オレなんかのことが好き……らしい。

　以前まではオレはサヤ姉のことは頼たよりになる姉として、いわば家族としてしか見ていなかった。それが「あたしの彼かれ氏しになりなさい」っていきなり告白されて……。

　でもオレにはすでに他に好きな人がいて……。

　その時は昼休み終しゆう了りようのチャイムのおかげで何とか事なきを得たんだけど、それからと言うもの、サヤ姉にどう接していいかわからなくて、正直、困っている。

「ええ、そりゃ別に悪くはないけどね……あんた、それ読んでて理解できるの？」

「うぐっ……」

　痛いところを突つかれ、思わず言葉に詰まる。

　こんな感じで、オレとは裏腹に、サヤ姉はビフォアアフターで態度に変化がまるでないんだよなぁ。告白の翌朝にはまったくいつも通り。あれからずいぶん経たつが「答え」を迫せまられることもなくて、あの告白は夢か何かだったんじゃとすら疑いたくなるほどなんだけど──

「やっぱあの娘のため、よね？」

　サヤ姉はそっぽを向いて、ちょっとだけすねたように不機嫌そうに呟く。意識するようになると、時々、こういう何気ない仕草にオレへの好意が垣かい間ま見みえて……やっぱり、夢じゃないみたいなんだよなぁ。

　あの娘、と言うのは、さっきちらりと思おもい描えがいたオレの想おもい人、観かん田だ明あ日す香か先輩のことだ。このひとは他の人間にはないある特とく殊しゆな《力》を持っていて、その謎なぞを解明するのに役立ったのが、量子力学という分野の学問だった。

　明日香先輩は、今はもうその《力》を失っているのだけれど、いつまた再発するかわからない。その時になって困らないよう、最近はこうして暇を見つけては、オレは量子力学関連の本を読むようにしていた。

　正直に言って、サヤ姉の言う通り、まったくわかんなくて、ちんぷんかんぷんもいいところなんだけどな。まあ、バカはバカなりに、わかるようになるまで何度だって繰くり返かえし読むだけさ。

「ふぅん。ま、せいぜいがんばれば？」

　つまらなそうに吐き捨てて、サヤ姉はそっとオレのほうに手を伸ばす。

　殴なぐられる!?　長年の習慣からオレは思わず身をすくめて──

　そっと優やさしく頭を撫なでられた。

「え？」

「ふふ、寝ね癖ぐせ。みっともないからさっさと直してらっしゃい」

　あたしがいないとほんとしょうがないんだから、とサヤ姉は小さく笑う。

　ううっ、前はこういうの全然平気だったんだけど、なんか今はもうサヤ姉が「女の子」にしか見れなくて、めちゃくちゃ照れる。女の子特有の甘あまい香かおりが漂ただよってきて、なんとも言えない気持ちになる。

「せ、洗面所行って来る」

　居ても立ってもいられなくなり、オレはそそくさとその場を後にする。頭っから冷たい水を被かぶろう。そうしよう。

「ふふふ、意識してる意識してる。ようやくあいつにあたしを女の子と認にん識しきさせられたわ。まだまだ挽ばん回かいのチャンスはある。ここには邪魔な明日香もいないし。くっくっくっ、この機会にどんどんあたしの魅み力りよくに気づかせてあげるんだから」

「うおぅっ！」

　唐とう突とつにゾクッと背筋を疾はしるものがあった。

　なんだ、この、くもの巣にからめとられているような妙みような悪お寒かんは？

　逃げるように廊ろう下かに出ると、玄げん関かんで親おや父じが手を振ふっていた。

「おっ？　ちょうどいいところに。そろそろ病院行くから車に荷物運ぶの手伝ってくれ」

「あいよ、はあ……」

　オレの口から我知らず溜ため息いきが漏もれる。

　ほんとだったら、今日は明日香先輩と遊園地に行ってたはずだったのになぁ。だと言うのになんでオレが今、両親やサヤ姉とこんなど田舎にいるかと言うと、話は昨日まで遡さかのぼる。



　　　　　◆



「カーくん、お待たせ♪」

　鈴すずの音のような綺麗で透すき通とおった声を弾ませて、そのひとはちょっとだけ身体を斜ななめに傾かたむけ、オレの顔を下から覗のぞき込んでくる。

　長く艶つややかな黒くろ髪かみ、三つ葉のクローバーを模したような赤のリボン、切れ長だけど、優しげで暖かみのある瞳が印象的な、清せい楚そと言う言葉がよく似合う、大和やまと撫子なでしこ然とした美少女だ。一切の陰りのない春の日差しのような柔らかな微笑みに、オレはいつも癒いやされている。

　観田明日香先輩。一つ年上の、オレの片かた想おもいの相手だ。

　六月も下げ旬じゆんを迎むかえ、日差しもずいぶんと暖かくなり、衣ころも替がえの季節を迎えていた。先せん輩ぱいの真っ白なブラウス姿は爽さわやかな清せい涼りよう感かんがあって直視していられないぐらいに眩しい。肌はだの露ろ出しゆつが増えたことも、まあ、オレも正常な男子高校生ですから嬉うれしかったりする。

　絶対不ふ可か避ひの予知を巡めぐるあの騒そう動どうから、はや一ヶ月が経とうとしていた。

　校門傍そばにある桜──オレが初めて恋こいをしたこの想い出での場所は、今やその色を瑞みず々みずしい新緑へと変え、やがてくる夏の息吹いぶきを感じさせるようになっていた。

　帰宅の途とにつく生徒たちが目の前をまばらに流れていく。最近のオレは授業が終わり放課後になると、この木こ陰かげで明日香先輩を待つのが日課だった。

「じゃ、行きましょうか」

「うん♪」

　オレと先輩は連れ立って歩き出だす。どこにでもある、代かわり映ばえのないありふれた街の景色も、このひとと一いつ緒しよに歩くとどこか輝いて見えた。

　金曜日の放課後ってのもいいよな。つまらない授業という拘こう束そくから逃のがれられたというこの解放感。足取りも軽くなるというものである。

「ふふっ」

　何かを思い出したのか、先輩も楽しそうに笑えみを零こぼす。

「どうしたんです？」

「明日、楽しみだなって。わたし、遊園地なんて中学の修学旅行で一回行ったきりだから」

「オレも楽しみです」

　そう、明日はオレにとってもめちゃくちゃ楽しみな日だった。

　ここのところ週末はサヤ姉や悪友の信しん司じを交えた四人で遊ぶのが定番となっている。それはそれで賑にぎやかで悪くはないのだけれど、やはりオレとしてはたまには先輩と二人っきりで遊びたいなぁとも思うわけで。学校帰りの放課後だと、やっぱりあんまり遠出できないしなぁ。

　なんとか二人っきりの週末を、とひそかに願っていたのだけれど、その機会がついにやってきたのだ！　明日はサヤ姉は生徒会の用事があるらしいし、信司はネットのオフ会で東京に行くことになっている。まさに千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスだった。

　今のオレと先輩の関係は、う～ん、なんだろう？

　一月前、二ふた股また疑ぎ惑わく（濡ぬれ衣ぎぬ！）で告白がうやむやになった出来事はまだ記き憶おくに新しい。幸いあの時は放課後には先輩の機き嫌げんはけろっと直っていたのだけれど。

　それでもやっぱり、女の子にだらしない、なんて最悪なイメージを持たれてはいるだろうし……オレのことどう思ってるんですか？　とか怖くて訊きけねえよ、さすがに。

　とりあえずしばらくは「友だち」で距きよ離り感かんを縮めつつ、先輩一筋なことを示して女たらし疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくしていくのが最善だろう。そういうわけで、この二人っきりの遊園地デートは是ぜが非ひでも成功させたいところだ。

　ぐぅぅぅぅぅぅ。

　なんて心の中で熱く闘とう志しを燃やしていると、唐突に、オレのお腹なかが恥はずかしくも大きく鳴りやがった。そういえば昼間はずっと剛ごう田ださんと追いかけっこしてて、昼食抜ぬきだったんだよなぁ。

　剛田さんというのはオレの中学時代の部活の先輩で、普ふ段だんは豪ごう快かいで面めん倒どう見みのいいひとなんだけど、女が絡からむと豹ひよう変へんする。経けい緯いは省くが、昼時になるといつもオレの前に現れては、オレと先輩の昼食タイムを邪魔しやがるのだ。

　おかげで先輩と昼食を取ったことはまだ一度もなかったりする。はあ……あのひともほんとしつこいよなぁ。

「お腹、空いてるの？」

　先輩がきょとんとした顔でそう言って、ついでくすくすっとおかしそうに笑みを零す。

　うわ～、恥ず～!!　なんでオレはいつも、先輩の前で格好悪いとこばっか見せてるかな～。本気でへこむ。

「え、ええ、まあ」

　あんだけ大きく腹の虫を鳴らして、否定できるわけがない。

「よし、じゃああそこに入ろっか」

　先輩が指差した先にはレンガ造りのレトロな一いつ軒けん家やが佇たたずんでいた。へ～、こんなところに喫きつ茶さ店てんなんかあったんだ。ここけっこうよく通る道なんだけど、ちょっと奥おくまったところにあって全然気づかなかった。

　店頭には花がいくつも飾かざられ、店の前に立てかけられた黒板には白く丸い文字でメニューが所ところ狭せましと書き込まれている。女の子に好かれそうな、結構雰ふん囲い気きのよさそうなお店だった。

　ドアには「かりおすとろ」という横書きの木板がかけられていた。店名、かな？　カタカナじゃなくてひらがなにしているからだろう、とても柔らかな温かみを感じる。

　うん、実にいい感じのお店なんだけど、普段よく使うファミレスとかに比べると……

「ちょっと高そう、ですね。すみません、先輩。オレ、持ち合わせが」

　つくづくかっこわりぃ！

　せっかく先輩に誘さそってもらったってのに！　こんなことならちゃんと小こ遣づかい残しておくんだった！

　一昨日、本屋で見かけたとあるアイドルの写真集、けっこう先輩に似てて（もちろん先輩のほうがもっと可愛かわいい！）、ついふらふら～っと買ってしまったんだよなぁ。高校生には実に高い買い物だった。

　でも、でも、仕方なかったんだぁっ！

　先輩の水着姿とかメイド服姿とか、バニーガール姿とか、オレだって男だからいろいろ妄もう想そうのお手伝いをしてくれるアイテムが必要なんだよっ！

　ううっ、しかし、目先の欲望に走った結果が、まさか先輩とおしゃれな喫茶店でデートする機会の損失とは……あまりにも痛すぎる！

「くすくす、だ～いじょうぶ。お姉さんが奢おごってあげるから♡」

「いや、それはなんか……」

　口ごもるオレに、先輩はすぐにピンと来たようで、

「なぁに、女の子に奢ってもらうのは格好悪いとか考えてる？」

「仰おつしやるとおりで。まあ、今どき古ふる臭くさい考えだってのはわかるんですが」

「そんなの気にしなくていいのに。君にはほんといっぱいいっぱい、た～くさんのものをもらってるんだから。たまにはわたしにも返させてよ、ね？」

「いっぱいって……オレが先輩にあげたのってゲーセンで取ったぬいぐるみぐらいじゃ」

「くすす。君はやっぱり鈍どん感かんだなぁ。ほら、入った入った」

「わわっ、ちょっ、先輩!?」

　腕うでを引っ張られて、振り払はらうわけにもいかず、半ば強ごう引いんに店内へと連れこまれる。

　店内はやや薄うす暗ぐらく、赤茶色のインテリアで統一され、落ち着いた、それでいて温かみのある雰囲気に包まれていた。なんかすごいアットホームな感じだ。

　けっこう……好きだな、こういう店。

「いらっしゃいませ。お、こんにちは、明日香ちゃん」

　厨ちゆう房ぼうからコック服に身を包つつんだダンディな親父さんが顔を出し、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

　あれ？　今、明日香ちゃんって、確かに言ったよな。先輩の名前を知ってるってことは、馴な染じみのお店なのか？

「こんにちは、店長」

　先輩も柔らかな笑え顔がおで挨あい拶さつを返す。あ、やっぱりなんか顔見知りっぽい。そういう自分の領域テリトリーにオレを招き入れてくれたってのが、ちょっと嬉しかったり。

「おっ、やぁっと噂うわさの彼氏を連れてきてくれたね！」

「い、いや、まだ彼氏ってわけじゃなくて……」

　あわあわと手を大きく振る先輩。

　そんな思いっきり否定しなくても。

「ほう、まだ、ね。しかし、なるほどなるほどぉ」

　ニヤニヤと店長さんがすごく意地悪そうに笑って、ジロジロとオレを観察してくる。うううっ、いたたまれねえ！

「なかなかいい男じゃないか。いやぁ、最近の明日香ちゃんはここに来たときはもう君のことばかりでね、どんな子なのかなってすごく気になって……」

「店長！　サンドイッチ、大至急！　この子、お腹空いてるみたいなんだから、早く!!」

　先輩が真っ赤な顔で店長さんの言葉をさえぎる。

　ええ!?　め、めちゃくちゃ気になるんですけど！　先輩がオレのことどんな風に話してくれていたのか!!

「おや？　そうなのかい？　ぼくには空腹よりよっぽど話を聞きたそうに見えるけどね？」

　こくこく！

「店長っっ!!」

　顔を真っ赤にした先輩の剣けん幕まくに店長さんが目を見張り、そして耐たえかねたように吹ふき出す。

「ははは、怖い怖い。こりゃさっさと退散するとしよう」

　中年太りしたお腹をパンパンと叩たたいて朗ほがらかに笑いながら厨房に戻もどっていく。

　先輩も慣れた足取りで、窓まど際ぎわのテーブル席に向かう。オレも店長さんにペコリと頭を下げて、その後に続く。

「あ～もう失敗したぁ。店長の馬ば鹿かぁ。気ぃきかせてくれると思ったのにぃ。雰囲気いい店で常連客っぽく振ふる舞まって、大人っぽさをアピールする作戦がだいなし～」

　席に向かい合って座すわるなり、ぐだ～っと机に額を押おしつけて、ぶつぶつと先輩。なんかものすっごく落ち込んでいるなぁ。

　でも、そっかぁ。オレの話ばっかしてるのかぁ。思わず顔がニヤけてくる。これってやっぱりけっこう自うぬ惚ぼれてもいいのかな。

　まあ、なんだ、いくらオレが鈍にぶいと言っても、先輩がオレに好意を持ってくれてるんだろうなぁってぐらいはわかってる。

　ただ、その好感度がどれぐらいかってのが、よくわからない。先輩の態度を見ていると、弟としか見られていないんじゃないか、とか不安にもなるわけで。前述の女たらし疑惑もあるし。

　でも、店長さんの話からすると、やっぱり先輩はオレのこと好き……

「む～、なんかその顔は調子に乗ってる顔だ」

　机にほっぺたをくっつける姿勢に変えた先輩が、いつの間にかじとっとした上うわ目め遣づかいで睨にらんできていた。

「い、いやいやいや！　ちょ、調子になんか乗っていませんってば！」

「嘘うそつき。ふん、お姉さんにはお見通しなんだからね」

　少し顔を浮うかせて、今度は逆のほっぺたを机にくっつけて、先輩はそっぽを向いてしまう。なんかいじけちゃったよ。お、大人げねえ！　でも、そんな仕草までめちゃくちゃ可愛いんだよなぁ、このひと。

　ほんと先輩は卑ひ怯きようだ。

「こ、ここ、先輩の行きつけのお店なんですよね？」

　ちょっと露ろ骨こつではあったけど、話題転てん換かんするオレ。もう少しこんな先輩も見ていたいけれど、本格的にスネられて、このデート（？）がお開きになっちゃったら大変だしな。

「まあ、そう、かな。小さい頃ころからよくここでご飯食べさせてもらってたの」

　こっちを見ずに答える先輩。事実だけを何気なく告げたつもりなんだと思う。でもオレは思わず二の句が継げなくなった。

　先輩は家庭で無視されて育っている。このお店は先輩にとって、もしかしたら家代わりな意味合いもあるのかもしれない。店長さんの先輩への接し方も、ただの客という感じじゃなかったし。

　家に居場所がなくて外でってのは、本来はあまり喜ぶべきことではないのだと思う。それでも、「先輩に優しい大人」がいてくれたことが素す直なおに嬉しかった。

「はい、お待たせー。そしてこれはぼくのおごりだ。遠えん慮りよなく飲んでくれたまえ」

　陽気な声とともに、サンドイッチが積まれた皿と、オレンジジュースが机に運ばれてくる。うん、そこまではいい。

　ただ問題は──

　オレンジジュースが一つしかなくて、そしてそこにストローが二つ刺ささっているということだった。しかもそのストローを折り曲げて重ねてハートマークを作っている辺り、実に芸が細かい。

　サンドイッチはもはや眼中になく、そのラブラブオレンジジュースを戦せん慄りつの表情で凝ぎよう視ししてしまうオレと先輩。

「な……なんてことしてくれるのよ、店長～。で、でも、そうよ、うん、ここでしっかりリードして、カーくんに年上の余よ裕ゆうを魅みせないと！　よ～し。カ、カカカ、カーくん、喉のど、渇かわいてるよね？」

「そ、そそそ、そりゃあもちろん」

　六月も下旬となれば、外はじめっとして蒸むし暑あつい。何か冷たいものでも飲みたいと思っていたところだ。というか、このオレンジジュースが来てから一気に緊きん張ちようで喉がからっからになりましたよ!?

　先輩が店長さんをさっさと追おい払ったせいもあって、机にはお冷も置かれていない。かと言って、さすがにこれを飲むのは今のオレでは恋れん愛あいレベルが足りなすぎる！

「わ、わわわ、わたしもなの。で、でも、店長あんな性格だからいまさらお冷とか出してくれないと思うの。お、お外暑かったし、水分取らないと、ふ、二人とも熱ねつ中ちゆう症しようになったりしたら大変だよね。だから仕方ない。うん、仕方ないよね、仕方ない仕方ない」

　先輩が聞き取れないぐらいの早口で一気にそうまくしたてた後、ゴクリとオレにまで聞こえるぐらい大きく喉を鳴らし、キッとオレを見つめる。

「だ、だから、わ、わたしと、い、いいい……」

「い、い、なんでしょう!?」

　思わずオレは机から身を乗り出す。い、今の文脈からして、や、やっぱり一緒に飲もうとかいうお誘いだよなっ！　先輩のほうから誘ってくれるなんて！

　絶対に聞きき逃さないぞ！　しっかり脳内に記憶して、家に帰ってからもリフレインさせるんだ！

「い、いいい……いらないからカーくん飲んでっ！」

　言い捨てるなり、ガタンっと机を揺ゆらして先輩は真っ赤な顔でトイレに駆かけ込んでいってしまった。

　一人その場に取り残され、呆ぼう然ぜんとするしかないオレ。

　えっと、つまり、先輩は……トイレ我が慢まんしていて急いでいただけとか、そんなオチ？

「ぶあっはっはっはっはっ！」

　突とつ如じよ、店内に豪快な笑い声が響ひびく。店長さんだった。もう腹を抱かかえて笑っておられる。

　くそ、なんなんだこの喫茶店は！

　初めて来た客に対して、ありえなさすぎねえか!?

「ふふっ、まさかこんな明日香ちゃんを見られる日が来るとはなぁ」

　店長さんがその顎あご鬚ひげを撫でつつ、感かん慨がい深ぶかげに言う。口調はからかって面おも白しろがっている感じなんだけど、その瞳ひとみは、なんか凄すごく優しい。

「ぼくは明日香ちゃんをこぉんなちっちゃい頃から知ってるんだけどね」

　人差し指と親指で豆まめ粒つぶほどの大きさを表現する店長さん。それ、お母さんのお腹の中にいることになるんですけど。まあ、よくある冗じよう談だんなのでスルー。

「いつもこの席に座ってね、寂さびしそうに窓の外を見ているのが常でね……」

　店長さんの言葉に釣つられて、オレも窓の外に視線を移す。そこには帰宅途と中ちゆうの学生をちらほらと見ることができた。

　彼かれらは皆みな、仲良さそうに、笑いながらおしゃべりしていて……。

　それは責めるべきことではない。ないのだけど……毎日これを独り見続けていた先輩のことを思うと、胸が詰つまった。

「なんとかしてあげたかったけれど、ぼくは不ふ甲が斐いない大人でね……ご飯を食べさせてあげるぐらいしかできなかった……」

「そ、そんなことはないですっ！」

　オレは声を荒あらげて否定する。

　初めてのオレにだって、この店のアットホームな雰囲気、そして、店長さんの先輩を想おもう暖かな心が伝わってくる。

　だから、先輩はよくこのお店に足を運んでいたんだと思う。家庭でも学校でも独りぼっちだった先輩にとって、ここはきっと唯ゆい一いつのオアシスだったんだと、思う。

「だから、ぼくは君にとっても感謝してるんだ」

「えっ？」

「最近の明日香ちゃんはよくしゃべってくれるようになったし、とても楽しそうで、うん、そう、まるで普ふ通つうの女の子そのものだ」

　嬉しそうに、我わが事のように本当に嬉しそうに、頬ほおを緩ゆるめる店長さん。その姿はまさしく先輩の父親のようで、見ているこっちも気持ちが暖かくなる。

「あの娘このこと、これからもよろしく頼たのむよ」

　そう言って、二〇は年下のオレに迷いなく頭を下げられる店長さんが、めちゃくちゃ格好良くて、心に強く印象に残った。

　頭を上げた店長さんが「それじゃあぼくは仕事があるから」と厨房に引っ込んだ後、オレはひょいっと机の上のサンドイッチをつまむ。

　うわっ、なにこれ、めちゃくちゃ美味えっ！　特にこの卵！　ふわっふわで口の中でとろけるんですけど！　空腹だったことも手伝って、オレはがつがつとむさぼるようにサンドイッチを平らげていく。

　四つ目のサンドイッチを飲み込んだところで、先輩が戻ってきた。

「あ、せんぱ……」

　タッタータタッタータ、タッタータータタター♪

　呼びかけようとして、オレの携けい帯たいが鳴なり響く。母さんから？　珍めずらしいな、今の時間、絶賛仕事中だろう？　う～ん、なんか嫌いやな予感がするなぁ。こういう時の勘かんって当たるんだよなぁ。

「もしもし」

『大変よ！　おばあちゃんが、おばあちゃんが倒たおれたの！』

「な、なんだってーっ!?」

　その後、オレは先輩に明日遊べなくなったことを謝罪して慌あわてて家へと駆け戻り、同じく急いで帰ってきたサヤ姉と一緒に、急きゆう遽きよ、父さんの車で田舎いなかへと向かうことになった。

　……結局のところ、着いてみたら単なるぎっくり腰ごしだったんだけどな。

　ったく、人ひと騒さわがせなっ！

　オレとしては先輩と遊園地デートの予定があったので、一人でも夜行列車に乗って地元に帰りたいと主張したのだけれど、母さんにはせっかく車で四時間もかけてここまで来たのにと愚ぐ痴ちっぽく言われ、親しん戚せきの叔お母ばにも、半年振ぶりに逢あえたってのにそれは水みず臭くさくない？　とやんわりととがめられ、終しまいにはサヤ姉にまで、たまには親戚水入らずで過ごすのも大事よ、としたり顔で諭さとされては、どうしようもない（ちなみに生徒会の用事は何とか副会長に任せることができたらしい）。

　こうしてオレは、この週末を田舎で過ごす羽目になったのだった。



　　　　　◆



「カーにぃ。あそんでー」

「ぐふぁっ！」

　田舎というものは大概、来てもあまりすることがない。入院しているばあちゃん──年も年だしこの際だからと数日入院して全身隅すみ々ずみまで検査してもらうことにしたらしい──のお見み舞まいも済むと、途と端たんにすることがなくなった。

　というわけで居間でオレがごろごろしていると、幼い声とともに腹部にドスン！　と何かが降ふってきやがった。さっき腹いっぱい食べた昼食を思わずリバースしそうになるも、何とか堪える。

　完全に油断しきってたぜ。

　そうだった。忘れていた。この家にはオレの天敵がいたんだった。

「てめ、瑠……」

　文句を言いつつ目ま蓋ぶたを見開き、オレは戦慄する。小さな悪あく魔まが、にまぁっと邪じや悪あくな笑みとともに再び跳ちよう躍やくしてやがったのだ！

「ぐっ！」

　咄とつ嗟さに腹部に力をこめて耐たえる。とは言え三〇キロ近い物体に勢いよく腹の上に飛び乗られるのは、わかっていてもやっぱりきつい。先さき程ほどのダメージがまだ残っているならなおさらだ。

　だが、天敵はなおも攻こう撃げきの手を緩める気はないようだった。

　一いつ切さいの容よう赦しやなく、三度、宙を舞まう。

「ふっ」

　甘あまいわっ！　オレに同じ攻撃がそう何度も通用するか。

　オレは空中で天敵を見事キャッチし、

「ほ～れ、お仕置きだべ～」

「きゃ、きゃはははっ！　くすぐったいやめろカーにぃぶぅっとばすぞぉ！」

「ふはは。それを言うならごめんなさい許してくださいだろがー！」

「きゃはははっ！　ごめん、ゆるしてー！」

「なさい、くださいをつけろや～」

　このちんまいのの名は、高たか尾お瑠る璃り。一見、サヤ姉の妹かってぐらい顔立ちが似ているけどちょっと違ちがう。この家に住んでいるオレのもう一人の従妹いとこだ。確か今年で小学四年生になるんだったっけか。

　ふむ、いい機会だな。年上への礼れい儀ぎってやつをみっちりと仕返し教育してやろう。オレが瑠璃の身体を両足カニバサミでロックし、ヤツの目の前でこれみよがしに手をわきわきさせてやる。

　瑠璃が「ひっ」と短い悲鳴とともに身を縮ませる。くくく、後こう悔かいしてももう遅おそい。

「さあ、瑠璃、ご希望通り遊んで……あたっ！」

　唐とう突とつに、誰だれかに頭を蹴けられた。

　首を反らして後ろを見上げると、サヤ姉が腕を組んで呆あきれ顔がおで見下ろしている。オレの位置からはぎりぎりスカートの中身が見えないよう計算された位置取りがさすがである。

　……ベ、別ニ残念トカ思ッテマセンヨ？　オレは明日香先せん輩ぱい一筋ですから。

「なに、いかがわしいことしてんのよ、あんたは」

「うわ～ん、サヤ姉～、カーにぃが瑠璃をいじめるのぉ」

　隙すきを突ついてオレの手のうちからまんまと逃にげ出だした小こ悪あく魔まが、わざとらしい泣なき真ま似ねとともにサヤ姉に庇ひ護ごを求めて抱だきつく。あっ、てめ、卑怯だぞ！

「あ～、可哀かわい想そうにね、瑠璃。カー坊はあたしがきっちりと教育しておくから」

　そして、サヤ姉はこの自分によく似た従妹を、目の中に入れても痛くないぐらいに猫ねこっ可愛がりしていたりする。

　サヤ姉が愛いとおしそうに頭を撫なでると、瑠璃がごろにゃんとひなたぼっこする猫のようにリラックスした顔を浮かべる。それがまたサヤ姉にはツボみたいで、辛しん抱ぼう堪たまらんとばかりに瑠璃を抱き締しめ──

　瑠璃はオレにだけ見えるように、にまっと悪どく微笑ほほえんで、あっかんべ～をする。

　こ、このくそがきゃ～！

「ああ、瑠璃。今、面白いもの作ってるのよ。ちょっと試ためしてみてくれる？」

　サヤ姉が瑠璃を離はなして近くにあった自分のカバンをがさごそと漁あさり出す。続けて取り出したるは──

　ウサミミバンドだった。

　どこからどう見ても、黒のウサミミバンドだった。それも子どもがつけるようなふさふさのヤツじゃなくて、もろバニーさんのつけるアレだ。

「うわ……」

「あ、こら、なに引いてんのよ！」

　いや、普通……引くだろ。引きまくるだろ。

　もうドン引きでしょ。

　だって、なあ？　どこの世界に小学四年生になる従妹いもうとにウサミミバンドを渡わたす従あ姉ねがいるんだよ？

「まったく、あたしがわざわざ持ってきたのが、ただのウサミミバンドなわけないでしょ」

　不満そうにぶつくさ言いつつ、サヤ姉は件くだんの代しろ物ものを瑠璃の頭部に付けてあげた。

　うん、ドン引きしておいてなんだけど、瑠璃は元はいいし、ちんまいしで、かなり似合うな。ぴょんぴょん飛び跳はねてるし、イメージ的にもぴったりだ。

「あ、瑠璃。右耳を曲げてみてくれる？」

「こう？　……あれ？」

　ウサミミを掴つかもうとして瑠璃が伸のばした手は、虚むなしく空を切った。彼かの女じよが触ふれるより一いつ瞬しゆん早く、ウサミミのほうがひとりでに折れ曲がったのだ。

　目の前で揺れるウサミミに遅おくればせながら事態を察したのだろう、狐きつねにつままれたような顔で小首を傾かしげる瑠璃。

　サヤ姉はクスリと笑って、

「じゃあ今度はその曲がったヤツを立たせてくれる」

「うんっ」

　サヤ姉の言うことだけは素直に聞く瑠璃が垂れたウサミミを掴もうとして、またそれより一瞬早くその手から逃げるようにウサミミがピンと元に戻る。

「どゆことどゆこと？」

　ガキゆえに好こう奇き心しんを刺し激げきされたのか、瑠璃は興奮気味に尋たずねるが、オレにはさすがにタネの見当がついた。

「サヤ姉がリモコンで操あやつってるんだよ、バ～カ」

　言ってから、しまった、と悔くやむ。さっきあっかんべーされた恨うらみを晴らしたくてとりあえず瑠璃を馬鹿にしてやりたかったのだけど、ここでネタ晴らしするのはちょっと粋いきじゃなさすぎる。

「あたしは何もしてないわよ？」

「え？」

　サヤ姉がオレの前に両手のひらを広げてみせる。そこには確かに彼女の言うとおり、何にもない。足で操作してるとかそういうわけでもない。普通に立って、その他怪あやしい動きは一切していない。

　にもかかわらず、

「うわ～、これ思い通りに動くよ～！　おもしろーい！」

　姿見の前に立ってはしゃぐ瑠璃のウサミミが、ぴょこぴょこぴょこぴょこ、忙せわしなく動き回っている。しかも、縦だけじゃなく、斜ななめに折れたり、くいくいっと横に向きを変えるとか教えてもいない細かな動きまで見せ始める。

　そして瑠璃の言葉からすると、それらが全すべて自動で勝手に動いているわけじゃなくて、はっきりと瑠璃の意思に従ってその手足のように動いているみたいで……。

「サヤ姉、これって……」

「ブレインコンピューターインターフェース」

「はい？」

　聞き覚えのない単語に、オレは間の抜ぬけた声をあげる。

　オレの反応に満足したのか、サヤ姉は得意げな顔になってピンと人差し指を立てる。

「頭に何か命令を思おもい浮かべるだけでコンピューターが反応する、そういうシステムよ。ＳＦ映画とかに時々ない？　キーボードも音声も使わずにコンピューターをユーザーの意思だけで操作するっての」

「あー……」

　映画じゃあないけど、前に悪友の信司から「名作だからこれだけは見とけ」って言われたアニメにそういうのあったな。確か瑠璃と同じ名前のヒロインがそういうことをしていたような……。

















「って、それが？」

　ウサミミを指差しオレが言うと、サヤ姉がこくりとうなずく。

「そう、装着者の脳波を読み取って動く未来型ウサミミ、よ」

「は～」

　オレは感かん嘆たんのため息を漏もらす。てっきりもっともっと未来の産物だとばっかり思ってたよ。いや、まじすげえと思うよ。オレも男だから、こんな「未来技術」には心躍おどるものを感じざるを得ない。

　でも。でもだよ？　それが、よりにもよって……

「なんでウサミミなの？」

　こんなのじゃなくて、もっともっとマシな方向で、世の中に役立てられそうな技術なのに。

　あんまりにも残念すぎる！

「それはあたしもぜひ聞いてみたいところね」

「へ？　これサヤ姉が作ったんじゃないの？」

　論理性だけならコンピューターに人間は勝てない。だから自由な発想、すなわち茶ちや目めっ気けこそが研究者には必要なのよ、というのが持論の人なので、時々、こういう才能の無む駄だ遣づかいとしか思えない馬ば鹿か馬ば鹿かしいアイテムを作るのだ。だからてっきりそうだと思っていたんだけど……違うのか？

「いや、まあ、あたしがこういうふざけたのが好きなのは認めるし、これ自体はあたしが作ったんだけどね。大本は先月初め、日本のある開発グループが発表したものなの。アメリカは軍事利用を見込んで脳波で動くラジコンとかも発表してるってのに、言葉や手足が不自由な人への医い療りよう用よう器具の研究だってされているのに、そんな最先端技術でこんなユニークなものを作るんだから、ほんと日本人って変な民族よね。これ、世界中から『さすが日本人だ』と絶賛されたらしいわよ？」

　くっくっくっと笑いをかみ殺しきれず、楽しげにサヤ姉は言う。それ、多分、褒ほめ言こと葉ばじゃないから。

　どうやらオレがまだ気づいていなかっただけで、日本はもう想像よりはるかに始まっていたらしい。二三世紀辺りの日本がどうなっているのか、ちょっとだけ怖こわい。

「最近、人間の脳に興味を覚えていてね。ちょうど面白そうなものが発表されてたからコネを使ってサンプルもらって、ちょっと調べるかたわらあたしなりに改良して自由自在に動くようにしてみたの」

　スーパーで材料買ってきて適当に料理作ってみました、って言い草だが、言ってることはとんでもない。

　最先端だし、これ、ふざけていても日本でもトップクラスの頭脳が結集して作り上げた代物のはずだよな？　それを、高校二年生の女の子が調べ上げてさらにたった一ヶ月で改良品まで作り上げてしまうって……。

　やっぱり、サヤ姉って超ちよう天てん才さいなんだなぁ。

「人の思考を読み取って動くウサミミ……か」

　脳のう裏りに浮かんだのは、あの聡里とかいう小生意気で、どこか厭えん世せい的てきな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女だった。間ま違ちがいなく初対面で、オレのことなどまるで知らないはずだ。にもかかわらずオレの心のうちを次々と言い当てて見せた。あれはやっぱり……。

　今朝はなぜか逃げられてしまったけれど、あの「瞳」がどうにも気になって仕方がない。思い出すだけで、いてもたってもいられなくなる。

「ん？　どこ行くの、カー坊？」

「ちょっと散歩」

「ふ～ん？」

　いぶかしげな声をあげるサヤ姉を後にして、オレは「衝しよう動どう」に突き動うごかされるように、今朝、あの不思議な少女と逢った場所へと足を向ける。

　ただの勘だけど、そこに行けば逢えるような気がしたのだ。





　思った通り、以前と全く同じ山間に流れる川のほとりに、聡里はいた。

　岩の上に腰こし掛かけ、釣つり竿ざおから川に釣り糸いとを垂らし、ぼんやりと森の景色を眺ながめている。その瞳はやっぱりどこか寂しげで、オレの中の「何か」を強きよう烈れつに掻かき立たてる。

　ふむ、ちょっと試してみるか。聡里はオレに背を向けていて、オレの姿は見えていないはずだ。オレは足音を忍しのばせて彼女に近づき、

「よう！」

「はわわっ！」

　びくぅっと聡里は悪さが見つかった子どものように大げさに肩かたを跳ね上あげて、

　ずるっ、ばしゃあん！

　拍ひよう子しに岩から滑すべり落おち、その下にあった川に見事に転落する。……あれ？　これ、もしかしなくてもオレのせい？

　確かこの川、中学時代のオレの胸むな元もとぐらいまでの深さ、だったよな。それなりに深さはあるから怪け我がとかの心配はないはずだ……けど……

「ぷはっ」

　すぐに聡里は水すい面めんから顔を出し、一度ぶるぶるっと頭を振ふって水気を飛ばすと、じとっとオレに恨みがましげな視線を送ってくる。

　…………。え、えーっと。

「そ、そんなに驚おどろくとは思ってなかったんだ。おまえ、心が読めるっぽいしてっきり気づいているもんだと」

　慌ててオレは弁解するが、向けられる視線の圧力は弱まるどころか強まるばかり。

　じいいいいいいいいい。

「ごめんなさい」

「よろしい」

　聡里は小さな溜ため息いきとともにそう言って、すい～っと岸辺へと移動し、這はい上がってくる。水に濡ぬれて服の下のブラジャーが透すけて見えた。ガキのくせにいっちょ前に、と思いつつも、オレは視線を聡里の顔へと固定する。凝ぎよう視ししてロリコン扱あつかいされるのだけは何としても避さけたい。オレの尊厳にかかわる。

　服を絞しぼる音とともに、ぼそぼそっとした声で聡里が語りだす。

「聡里が心を読めるのはね。その人の存在を認にん識しきした時、だよ。目で見るでも、声でも、足音でも、匂においでも、肌はだに触れるでも、なんでもいい。とにかく、聡里の五感がその人の存在を具体的に感じることができた時、その心が読める……」

　そこまで言って、聡里は自じ嘲ちようめいた、子どもにはあまりに似つかわしくない暗い微び笑しようを浮うかべた。

　なるほど、さっきはオレの存在に気づいていなかった。だからオレの心の声は聞こえてこなくて、オレの接近に気づけなかった、ってわけか。

「そういうこと。……ああ、心が読める、はちょっとだけ違うかな。存在を感じると、自動的に、勝手に、その人の心が聡里に流れ込んでくるの」

「は～、それじゃ学校とかじゃ頭の中にクラスメートの心の声が大合唱になるんじゃないか？　かなりやかましそうだな～」

　何気なくオレが率そつ直ちよくな感想を述べると、聡里は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くったように、呆あつ気けにとられた顔をする。

「なんだよ？」

「驚いた。たったこれだけで聡里の言ったことを心から信じてる。普通、もっと疑うよ。どうせ何かトリック使っただけで、聡里がホラ吹ふいてるだけ、とか」

「ホラなのか？」

「……ホラじゃ、ないけど」

　消え入りそうな声で呟つぶやいて、聡里はぷいっとそっぽを向く。

　まあ、普通、人の心が読めます、なんてそう簡単に信じられねえよなぁ。かくいうオレも、最初サヤ姉に明日香先輩のことを、『絶対不ふ可か避ひの不ふ吉きつを告げる……魔ま女じよなんだから』とか言われた時には大だい爆ばく笑しようして後でぶちのめされたものである。

　しかし、先せん輩ぱいが予知ができるのは否定しようがない事実であり、そして、予知能力者がいるのなら、心が読める能力者がどこかにいたとしても、おかしくはない。

　いや、そりゃおかしいはおかしいんだろうけど、決して有り得なくはないと言えるんじゃないだろうか。

「予知能力者？　聡里が言うのもなんだけど、にわかには信じがたい……ね」

　そもそもこうしてリアルタイムで散々心を読まれてるんじゃ疑いようがないし。いくらなんでも本物じゃねえと予知能力者なんて単語、出てこないだろ。

「お兄さんは……おかしなヤツ、だね」

「ん～、そうかぁ？」

　明日香先輩にも前に似たようなことを言われた記き憶おくがあるなぁ。自分ではあんまり自覚ないんだけれども。

「うん、おかしい。本当に心が読めるとわかった時の反応は概おおむね二通りしかない。見世物でも見るような好こう奇きな目をするか、化け物を見るような気味悪そうな目をするか。お兄さんのように、ただそういうものなのかと、ありのままに受け入れられる人間は……ちょっと記憶にない」

「あ～、それはたぶん、サヤ姉の影えい響きよう、かな？」

　ポリポリと頭を掻きつつオレは答える。

　物心つく前からずっと、オレのそばにはとんでもない超天才がいた。その桁けた外はずれな才能を、誰よりも間近で見てきた。中学時代には誇こ張ちようじゃなくゴリラ並みの身体能力を持つ剛田さんとも身近に接してるし、そして高校に入ってからは、予知能力を持つ明日香先輩とも出で逢あって……その辺の感覚、ちょっと人より麻ま痺ひしてるんだろうなぁ。

　あれ？　類は友を呼ぶって言うはずなのに、なんか周りに比べてオレだけ妙みように平へい凡ぼんすぎね？　悪友の信司だってイケメン・学業優ゆう秀しゆう・スポーツ万ばん能のうのリア充野や郎ろうだしっ！

「お兄さんも……十分すぎるほど変なヤツ、だよ」

　虚きよ無むめいた瞳にほんのわずかに温かなものをゆらめかせ、聡里が小さく微笑む。

　おっ、なんだ、こいつ、こういう笑い方もできるんじゃん。もったいねえなぁ。陰いん気きな顔してるより、笑ったほうが断然かわいい。

「…………ロリコン」

　ひどい言いがかりをつけられた。でも、口調こそ棘とげを含ふくませ吐はき捨すててるんだけど、その能面のような顔には、わずかに赤あか味みが差している。

　くくっ、さてはこいつ照れてやがるな。

「……照れてなんか、ない」

「いや、どう見ても照れてるだろ」

「本当に、変なヤツ。なんか……調子が狂くるう」

　わずかに口を尖とがらせて、聡里が言う。妙に厭えん世せい観かんがあって表情に乏とぼしく、言こと葉ば遣づかいもどこか冷めていて、でも、決して感情がないわけじゃあ、ない。年相応の、子どもっぽい部分もちゃんと持っている。

　それが何な故ぜかちょっと嬉うれしい。

「ん？」

　気がつけば、じいっと顔を覗のぞき込まれていた。

「お兄さんは、とても優やさしいね」

　聡里は柔やわらかく、そしてどこか寂さびしげに微笑む。

　ああ、まただ。また強烈な既き視し感かん。

　オレは知っているんだ。こういう笑い方をしていたひとを。

　その、どこか達観しているようでいて、何かを諦あきらめているような、とても透き通とおった微笑みを。

　少女は言う。

「だから……聡里に関かかわらないで」








ACT2

Ambivalent of Telepath




　妙に人ひと懐なつっこいひとだった。

　けっこうばりばりに「近づいてこないでバリア」を聡さと里りは張ったつもりなのだけど、なんかあっさりすり抜けてくるし。

　なのにそれが全然不快じゃない。

　聡里の《力》にもあんまり動じていないし。

　本当に変なお兄さんだ。

　優しくて、面おも白しろくて、好きになりそう。

　だから。

　そう、だからこそ。

　関わるべきではないのだ。

　その先には、どうせ絶望しかないのだから。








　一いち陣じんの風が、木々をざわめかせる。

　川のせせらぎが、ちゃぽんという魚が顔を出した音が、耳を打つ。

「じゃあ、ね」

　そんな静けさが支配した空間には、別れの言葉が妙に重々しく響ひびく。

　何か、何か声をかけねばならない。それはわかる。でも、下手なことを言えば、全てが終わる。それもわかる。オレは何と口にすればいい？　こういう時、サヤ姉だったら適切な言葉を思い浮かべられるんだろうな。

　本当にオレは、どうしようもなく頭が悪い。

　そう、バカだからオレは、勢いよく川の中に飛び込む。

「つ、つめてええええ!!」

　両りよう肩かたを跳ね上げて、身み震ぶるいしつつ絶ぜつ叫きようするオレ。うおおっ、まじつめてえ！　そろそろ七月になるとは言え、やっぱりまだまだこの時季の水は冷たい！

「……へ？」

　オレの突とつ拍ぴよう子しのなさ過ぎる行動に、聡里の口から間の抜けた声が漏れる。事態をまったく飲み込めていないようだった。

　ふっ、隙ありだぜ！

「おりゃっ！」

　オレは聡里目め掛がけて思いっきり水を掬すくい上げる。

　ひょい。

　しかし、あっさりかわされた。くっ、やっぱり心が読めるヤツ相手には奇き襲しゆうの類は通用しないか。

「いきなり何するのかな？」

　少しだけ眉まゆをひそめて聡里が訊きいてくる。そりゃ、いきなり水かけてこられたら、多少不ふ機き嫌げんにもなるわな。

　だが、オレはかまわず次の攻こう撃げきの準備に移る。

　単発の攻撃が通用しないなら──

「ほわたたたたたたたっ！」

　わかっていても避けられない波状攻撃を仕し掛かけるまでよ！

　水面に掌しよう底ていを疾はしらせ次々と水を跳ね上げる。中学時代、一日五〇〇本、正せい拳けん突づきを繰くり返かえしてきたのは伊だ達てじゃねえ。

　水撃がまさにヤマタノオロチのごとくうねりを上げた。

「うわっぷっ！」

　さしもの聡里も、この攻撃には逃のがれること叶かなわずついに被ひ弾だん。

　だが、オレはそれでも手を休めない。勝負するからには一切手を抜くな。それがオレがサヤ姉や剛ごう田ださんから教わった流りゆう儀ぎだ。

　……子ども相手に大人げねえとか言うな。

　あっという間に聡里は再び、頭からつま先までびっしょりずぶ濡れになる。

「ふ……ふふっ……」

　ぽたぽたと髪から水すい滴てきが滴したたり、地面で弾はじける。

　うつむいた聡里の口から小さく引きつった笑えみが零こぼれたかと思うと、だっと川へと走り、オレのすぐ近くに飛び込んでくる。

「甘いわっ！」

　明あ日す香か先輩じゃないけれど、次の光景は簡単に予測できた。

　ばしゃんと思ったとおり、盛大に水しぶきが跳ね上がるも、オレは背中を向けてそれをやり過ごす。

　ふふっ、そんな大味な攻撃が……

「っておわっ!?」

　オレの両足を引ひっ掴つかむヤツがいた。ついで力いっぱい引っ張られる。

　こいつ、ハナからそっちが狙ねらいだったのか!?　地上なら聡里ごとき子どもに押おされたところで何ほどのこともないが、ここは水中。しかも足場はちょっと苔こけむしてて──

　ずるっ！　パァンッ！

　オレの顔面が、勢いよく水面に叩たたきつけられた。地味に痛い。

　って鼻から水が入ってきた!?　苦しい！　苦しい！　くるしいぃぃぃっ!!

「げほげほ、げほげほげほげほっっ!!」

　慌あわてて水面から顔を出し、オレはむせまくる。ぐああっ、む、胸も痛い！　肺に水がぁっ！

「ふふふ、いい気味」

　聡里が口元に手を当てて、小さく笑みを零す。破は顔がんというほどではないけれど、それでも、年相応の無む邪じや気きさがそこにはあった。

　思わずオレの口元が、自然とほころぶ。

　これだ。

　そう、この笑え顔がおが、オレは見たかったんだ。

「あっ……」

　どうやらオレの想おもいが伝わったらしい。少女は我に返ったように、笑みを消し、以前の無表情に戻もどってしまう。

　あらら、しまったかな。でも、頭に考えもしないってのはやっぱり難しいしなぁ。

「お兄さん、こんなこと企たくらんで川に……いや、違ちがう、か。そんなことを考えてたなら聡里にはわかるし」

「ん～そうだな、ただなんとなく、『こいつに水ぶっかけてやれ』って閃ひらめいて、気がついたら川に飛び込んでた……」

「……バカだ。本物のバカがここにいる……」

　呆あきれたように、聡里は嘆たん息そくする。う～む、反論のしようがねえ。ついその場の思いつきやノリで行動するのは、オレの悪い癖くせだ。サヤ姉にもそれでよく制裁を受けてるし。

　まあ、でも、

「ちゃんと、笑えるじゃないか。笑う門には福来たる、って言うだろ？　心にいろいろ溜ため込んだ辛しん気き臭くさい顔は、ガキんちょには似合わねえよ」

　言って、オレは聡里の頭をくしゃっと撫で上げる。瞬しゆん間かん、聡里の身体がびくっと震ふるえ、目にじわっと涙なみだが浮かんだ。

　えええ!?　オレ、な、なんか泣くようなことしたか!?

「っ！」

　聡里は慌ててオレの手を振り払はらい、上を向いて目め頭がしらを押さえ涙を堰せき止とめようとするんだけど、後から後から涙は滲にじんできて……。

　それを何度もぐしぐしと服の袖そでで拭ぬぐって、でも止まらなくて、やがて、泣き笑いの表情で寂しそうに呟く。

「……やっぱりお兄さんは、優しいな。本当に優しい。だから……とても残ざん酷こくだ」

「残……酷……？」

「ああ、残酷だよ。お兄さんのようないいひとでも、そのうち聡里に嫌けん悪おと怯おびえしか抱いだかないようになるのかと思うと、本当につらい。自分がどうしようもない化物なんだって……思い知らされる」

　吐き捨てられたその言葉は、小さな女の子のものとはとても思えない、鬼き気き迫せまるものだった。それまでの虚無的なものとは打って変わって、今、彼女の瞳ひとみに宿ったのは憎ぞう悪お。他の誰だれでもない、自らに対する憎悪だった。

　その迫はく力りよくに、どうしようもなくオレは圧あつ倒とうされる。

「オレはお前のこと嫌きらったり怖がったりなんか……」

　なんとかそれだけ言葉を絞しぼり出すけど、聡里はゆっくりと首を横に振った。

















「お兄さんは、知らないからそんなことが言える。人の心が読める……その途と方ほうもない闇やみを……ね」





　川から上がったオレたちは、とりあえず暖をとることで一いつ致ちした。

　その辺の落ち葉や小枝を集めてきて、聡里が所持していた百円ライターで火を起こす。川に入ったせいでしけっていて点つけるのにかなり苦労したけど、まあ、なんとか上う手まくいって良かった。

　しかし、こいつ、なんでライターなんか持ってたんだ？　タバコとか吸ってねえだろうな、ガキのくせに。

「闇……か」

　焚たき火びに両手をかざしつつ、オレは先さき程ほどの聡里の言葉を思い出だしつつ呟く。

　明日香先せん輩ぱいの持つ未来視。あれも誰もが一度は欲ほしいと願う能力だった。その実、この《力》は、現実の全てを色あせさせる絶望だった。

　パンドラの箱の話においても、最後のそして最大の災さい厄やくだと語られた絶望だった。

　他人の心を読みたい。これもまた、大たい抵ていの人が一度は望む《力》だと思う。この《力》にも、やっぱり明日香先輩の時のように絶望が潜ひそんでいたりするのだろうか。

「……正解」

　オレの心を読んで、聡里が自嘲する。こんな年とし端はもいかない子どもに、こんな笑い方をさせる。それだけで、彼かの女じよの抱かかえたものの重さが、多少なりとも感じ取れた。

「現実の全てが色あせる……か。なまぬるい、ね」

「なっ!?　おまえ、先輩の苦く悩のうを知りもしないでそんな……」

　そりゃ聡里だってつらいことあるんだろうけど、そんな言い草はない。あのひとがいったいどれほど辛つらい想いをしてきたと……

　聡里が鼻を鳴らして苦く笑しようを零す。

「……そうだね。予知のできない聡里が言い切るべきじゃないのかも、ね。でも、どうしても大したことじゃないって、そう思えてしまう。だって聡里の現実は色あせるなんてものじゃない。黒く塗ぬり潰つぶされている……」

「黒く……」

　その言葉からすぐに思い至ったのは、人の「悪意」だった。

　個人はともかくとして、集団としての「人」は、異質なものを排はい除じよしようとするところがある。出る杭くいは打たれる。なんて言葉はまさにそれを言い表したことわざだ。聡里も特異な《力》を持っている。そういう目に晒さらされていることは想像に難かたくない。

　明日香先輩、あのひとはかつて持っていた《力》のせいで、まさに先さき程ほど聡里が言った、嫌悪や畏い怖ふを、全校生徒から浴びていた。いや、能力を失った今も、現在進行形で浴びている。

　先輩はいつも柔らかに笑っているけれど、きっとその辛しん苦くは、オレなんかには想像もできないぐらいのものに違いない。

　陰かげ口ぐちでもそれなのだから、心が読める聡里はもっと……

「……そうだね。確かに、不特定多数から悪意を向けられるのは、気持ちのいいものじゃ、ない。でも……もっと酷ひどい絶望を、聡里は知っている……」

「もっとって……」

　オレは先輩の置かれた状じよう況きようを間近に見てきた。また、ネット上では、いわゆる「祭り」「炎えん上じよう」と言われる個人を皆みなで一いつ斉せいに袋ふくろ叩だたきにすることがあり、オレも一度だけどそのログを見たことがある。

　確かに本人に問題の芽はあるのだろう。それでも、不特定多数に悪口雑言を投げかけられる、自分の全てを否定される。あれは少なからず心を病やむ人が出かねないほど苛か烈れつな責めだと、断言できる。

　それより酷いって……。

「前世紀の終わり頃ごろ、あるアニメが社会現象になっていたらしいね。イブだったかエフォバだったか。ちょっとど忘れしちゃったけれど、それにはね、どんな物理攻撃も防ぐバリアが出てくるの」

「……何の話だよ？」

　確かに、ちょうどオレが生まれたぐらいの頃、そういう社会全体を巻き込んだブームになったアニメがあったことは、知識として知ってはいた。信しん司じとか、そういうのに詳くわしい友達もいるしな。

　しかし、それがいったい今の話に何の関係が……

「その登場人物の言葉を借りるなら、これは『人の持つ心の壁かべ』なんだそうだよ。そう、人なら誰しも、心のどこかに、何なん人ぴとの侵しん入にゆうも許さない壁を築き上げている……」

「あ……」

　ようやく、ようやくオレは聡里の言わんとすることを理解できた。プライバシー、プライベート……そんな言葉に言い表されるように、誰にだって、そう、たとえ肉親にだって恋こい人びとにだって絶対に踏ふみ込まれたくない心の領域を持っている。心の内側にひた隠かくしにしておきたいものがある。

「……そう、その絶対領域に無断で踏み込んで覗き見みる……そんなおぞましくも気持ち悪い存在が、聡里……」

「おぞましいって、おま、そこまで自分を貶おとしめなくても……」

「……ねえ、昨日、オナニーした？」

「ぶふっ!?」

　子どもの口からは有り得ないはずの卑ひ猥わいな言葉に、オレは思わず吹き出す。い、いきなり何を言い出しやがるんだ、こいつは。

　いや、したけど。そりゃもちろん明日香先輩を想ってしましたけどさ！　オレだって一応、健康な高校生男子ですから！

「……ふむふむ、その明日香先輩っていうひとでしたんだね」

「いや、あの、ちょっと待て」

「ちなみにどんなシチュエーションで？」

「だから待てと言っとろうがぁっ！」

　ちょっとこのお子様、耳みみ年どし増まにも程ほどがあるだろ！

　くそ、でも、聞かれるとどうしても思い出してしまう。ベッドで仰あお向むけになるオレ。それにしなだれかかるようにのしかかってくる明日香先輩。そして先輩はこう囁ささやくのだ。

『わたしが優しく教えて、あ・げ・る♡』

　もう、これだけで！　これだけでオレはっ!!

「……ふ～ん、優しく教えてもらいたいんだ？」

「いっそ殺してーっ!?」

　狂ったように叫さけび、オレはあまりの恥はずかしさに両手で顔を覆おおい隠す。なに、なにこの仕打ち？　なんでオレの性せい癖へきが白日の下に晒されてるの!?　オレがいったい何をした!?

　もう、もうオレ……お婿むこにいけない!!

　羞しゆう恥ちにさめざめと泣くオレに、ぽつりと聡里は呟く。

「……ほら、やっぱり、お兄さんは残酷だ……」

「残酷なのはお前じゃーっ！」

　オレの魂たましいの絶叫が森にこだまする。

　でも、次の瞬間には、オレはそれを後こう悔かいした。寂しげな微笑を浮かべた聡里の頬ほおを、つーっと一筋の涙の珠たまが滑すべり落おちていくのを見たからだ。

「……いやだよね、こんなのがそばにいたら……」

　その涙に、その言葉に、オレは何も言えなくなる。

　まさに彼女の言う通り、オレは彼女に「恐きよう怖ふ」を感じずにはいられなかったからだ。今のやり取りで、心を読まれることの恐おそろしさのほんの一いつ端たんには過ぎないが、はっきりとわかってしまったのだ。

　さっき程度なら、まだ……冗じよう談だんでは済む。

　でも、人間ならもっと黒いことを想う時がある。

　例えば明日香先輩が他の男と付き合ったりなんかしたら……オレはその男に激しく嫉しつ妬とするだろう。殺してやりたいと思うだろう。実際に口にする、行動に移すかどうかは別にして、多分、頭の中はどろどろした想いに支配されると思う。

　そして聡里がそばにいれば、全すべてが彼女に見み透すかされるのだ。聡里はそれを口にはしないかもしれない。だが、他人にはひた隠しにしたい醜みにくい部分を、絶対に誰にも知られたくないと思っている恥ち部ぶを、他人に知られてしまう。弱みを握にぎられる。その恐怖は底知れないものがある。

　また、サヤ姉が言っていたけれど、人間は他者の存在によって「自分」というものを認識できると言う。姿勢の矯きよう正せいなんかにはよく言われるよな。「いつも見られていると思いなさい」って。そう、誰かの存在を意識すると言うことは、自らのこともまた強く意識するのだ。

　つまり、聡里と接する度、醜さや弱さ、そういったあえて目を背けている自らの嫌な部分を意識してしまう。いったい誰が好き好んで、そんな彼女と親密に付き合いたいなんて思うだろうか？

　こんなことを考えてしまうこと事態、聡里を傷つけることになる。全て聡里に流れ込んでしまうのだから。

　でも、言葉は飲み込むことはできても、心で思うことまでは止められない。律しようとしても、勝手に考えてしまうのだ。

「この程度では傷つかない。だから、気にしなくていい」

「っ……」

　オレは奥おく歯ばを噛かみ締しめる。情けねえ。こんなガキんちょに、なに気ぃ遣つかわせてんだ、オレは！　年上のオレが、本来なら労わるべきはずだろうが。

　聡里の《力》は、否いやが応おうでも、周りの人間を傷つける。でも、一番傷ついているのは間違いなく彼女なのだ。時々、誰かを傷つけることに快感を覚える輩やからもいるにはいるけれど、誰かを傷つけることに良心の呵か責しやくを覚えずにはいられないのがほとんどだろう。

「……そう、両親、兄弟、友達……聡里が好きだった人たちが、みんなみんな壊こわれていく。優しくしてくれた人たちが、やがて聡里に近づくことを忌いみ恐れるようになり、ついには憎悪さえ向けてくる。不特定多数の悪意なんて、大したことじゃない。わかる？　大好きな人たちからの悪意を、ダイレクトに、剥むき出しで、頭の中に流し込まれてくる。この、悪夢のような苦しみが……！」

　最後のほうは、もはや涙でほとんどかすれていた。

　知らず知らずのうちに、オレの歯はカチカチと音を鳴らしていた。背筋を悪お寒かんが疾るのが止まらない。

　正直、想像を絶する世界だ。明日香先輩やサヤ姉、剛田先輩、信司、両親祖父母、オレの大好きな人たちが、揃そろってオレに向けて嫌悪や畏怖を向けてきたら……果たしてオレはまともな心を保っていられるのだろうか？

　優しいから、残酷。その意味を、オレは思い知る。優しくされれば普ふ通つう、そのひとに好意を持つものだ。その好意が、聡里を余計に傷つける。

　人は一人では生きられない。一人で生きるのは、寂しい。

　明日香先輩の時と言い……まったくこの世界は、神も仏もあったものじゃない。なんでこんなガキんちょが、こんな寂しさを背せ負おって生きなくちゃならねえんだよ。

「なあ……聡里」

「……なに？」

　溜め込んでいたものを吐き出し疲つかれたのか、聡里はどこか気だるげに声を返してくる。

　下手ななぐさめは逆効果だ。こいつに「嘘うそ」は一いつ切さい通用しない。

「ぶっちゃける。お前とずっと一いつ緒しよにいて、お前のことを怖こわがらない、敬遠したくならない自信は、正直まったくねえ」

　オレは神様でもなければ、聖人君子でもない。ごく普通の高校生だ。変に期待させても裏切って余計に聡里を傷つけるだけだろう。

「はっきり言うね。でも、その通りだね。近づいてきて、聡里の領域に足を踏み入いれてきて、聡里が好きになった後で言われるより……よっぽどいい」

　口では強がってそんなことを言うんだけど、能面のようにその表情はクールを装よそおっているんだけど、オレには泣いているようにしか見えなかった。

　その姿はどこか捨てられた子こ猫ねこのようで、どうしても放っておけなかった。傷ついて、泣いている小さな女の子を、どうして放っておけるというのか！

　ああ……唐とう突とつにオレは、理解する。得心する。

　こいつの瞳、あのひとに似てるんだ。希望を抱きつつも、どこか絶望していた、昔の明日香先輩に。だから、どうしても気になった。

　オレは覚かく悟ごを決める。

「でもよ。一～二日程度なら大だい丈じよう夫ぶだと思うんだよな」

「……え？」

「旅の恥はじはかき捨てって言うだろ？　オレは帰省中なんだ。ここの人間じゃない。明日の夜にはこの村を出て家に帰る。繰り返すが、ずっとはオレも正直きつい。でもな、数すうヶか月げつに一回なら大したことじゃない。と、言うわけで……お嬢じようさん、オレと遊ばない？　後腐れないぜ？」

　ちょっと気取って冗談っぽくそう言い、オレは片目を瞑つむる。

　全然、問題の解決になっていないことは、自分でもわかってる。それでも、闇ばかりの人生に、少しぐらい光が差したっていいじゃないか。オレはどこまでいったって平へい凡ぼんな高校生だ。なら、自分がやれる範はん囲いで、やれることをやるだけだ。

　聡里は呆あつ気けにとられたように何度も目を瞬まばたかせ、ついで、今までで一番の笑顔を見せてくれた。





「み～つけた～」

　とりあえず何をして遊ぼうか、オレと聡里と相談していると、地じ獄ごくの底から響いてくるようなそら恐ろしい声がオレの背筋を震わせた。

　振ふり返ると、そこには金色の鬼が、ぜーはーぜーはーと息を乱しつつ、ゆらりと何かオーラのようなものを立ち上らせてたたずんでいる。

　なに、なんでこのひと、現れるなりここまで激げき怒どしてんの!?

「『いっそ殺して』とか『残酷なのはお前じゃ』とかあんたの叫び声ごえが聞こえたから慌てて来てみたら、女の子と楽しそうに談だん笑しようしてるし。ったく、心配して損した」

　大きな溜ため息いきとともに、サヤ姉は汗あせで濡ぬれた前まえ髪がみをかきあげる。そして、横目でチラリと聡里を見やり、また溜息。

「将来有望……ね。こんなとこまで来て女の子引っ掛かけて……いい加減にしときなさいよね、あんた」

「人を女ったらしみたいに言うな！」

「……そっか。お兄さんは女ったらしなのか。聡里も気をつけよっと」

　聡里がさささっとオレから距きよ離りを取る。

　君、わかってて言ってるよね。なんかすっごく楽しそうだよ。うん、お前を楽しませてやろう、そう心には決めてたよ。決めてたけどさ……。

　なんかこれ考えていたのと違う！

「くくっ」

　オレの心の慟どう哭こくを読み取ったのだろう、聡里が意地の悪い笑みを零す。こいつ、実はけっこうＳか!?　オレ、もしかして早まったか？

「うん、間違いなく早まったと思う」

「お前が言うな！」

「ふふっ」

「談笑してないで、あたしにもその子、紹しよう介かいしてもらえないかしら？」

　腕うでを組みトントンと二にの腕を人差し指で叩きつつ、サヤ姉が問とい詰つめてくる。

　えーっと、何でこのひと、さっきからこんなに機嫌悪いの？　ずおおおおっとちっちゃい子が見たらお漏もらししそうなぐらい尋じん常じようじゃない迫力を出してるし。ちょっと子どもと遊んでただけなのに。

「綿わた貫ぬき聡里、だよ。よろしく。サヤお姉さん」

「綿貫？　ああ、あなたが噂うわさの……」

「ん？　サヤ姉、こいつのこと知ってんの？」

「一応、ね。女ってのは噂好きだからね。あんたよりはその辺の情報が入ってくる。心が読める女の子……よね？」

「あー、やっぱり噂になってるのかぁ」

　オレはがしがしと後頭部を掻かきむしる。まあ、こいつ、能力のこと、全然隠そうとしてないもんなぁ。むしろ見せつけて、人を近づけないようにして……。

　ったく、隠してればいいのに。そうすりゃ相手の心が読めるんだし、それに合わせて上手く立ち回ることだってできただろうに。いや、分別のない子どもにそれを求めるのはさすがに酷か。

「お兄さんよりは分別をわきまえてるつもりだけどね、聡里は」

「あんだとぉ？」

「いきなり何の前まえ触ぶれもなく服を着たまま川に飛び込むんだもの。呆気にとられたよ」

「うぐっ」

　それを言われると、ちょっと反論できない。なんであの時のオレは、一いつ瞬しゆんの迷いもなくあんな暴挙に出てしまったのか。

「バカだからじゃない？」

　ほっとけ。いちいち心の声に突っ込むな。

「……聡里は、心の声と実際の声が上手く聞き分けられないんだよ。だから、どうしても心の声に答えてしまったり、聡里が知らないはずのことをぽろっと口にしてしまったりしてしまう……」

　そして怪あやしまれてバレる、と。

「うん」

　オレの心の声に、ごく自然と何気なく相あい槌づちを打つ聡里。なるほど、確かに区別がつかないらしいな。これじゃあ確かに隠しようがなさそうだ。とことん難なん儀ぎな力だ。

「……一日でずいぶんと仲良くなったみたいね？　っていうかあたしを無視して話を進めるな！」

　サヤ姉がこめかみをひくつかせながら、声を荒あらげて割り込んでくる。うわ、やべ。もうかなりキレる寸前だよ。

　荒ぶる女じよ帝ていを鎮しずめるため、オレは聡里との今までの経けい緯いを説明する。今朝出で逢あったこと、聡里が本当に心が読めること、その苦悩。

　そして全てを聞き終えたサヤ姉は、いぶかしげに眉をしかめたものである。

「田舎いなかだし迷めい信しん深いし、ちょっと察しがよすぎるだけ、とか思っていたけど……。本物……ねぇ？」

「わかる？　これが正しい反応。やっぱりお兄さんがおかしいんだよ」

　サヤ姉を指差し、聡里がうんうんと頷うなずく。その口調には明らかにオレを小こ馬ば鹿かにしたニュアンスが含ふくまれている。

　いきなりずいぶんと遠えん慮りよなく、そして馴なれ馴なれしくなったな、こいつ。

「なつかれちゃった、ね」

「だから自分で言うな」

「だからあたしを無視して話を進めるな！」

　ガン！　った～！　唐突にオレの頭にサヤ姉の拳げん骨こつが降ふってきやがった。

　というか殴なぐるほどのことじゃねえだろ。くそっ、この天上天下唯ゆい我が独どく尊そん女王様め。

「天上天下唯我独尊女王様とか心の中で毒づいてるよ」

「お前、どっちの味方!?」

「ほ～？」

　薄うすら寒さむい微笑ほほえみを浮うかべ、パキポキとサヤ姉が拳こぶしを鳴らす。待て待てっ、口走ってもいないことでまで殴られるなんて、さすがに理り不ふ尽じんすぎるぞ！　オレには言論の自由はおろか思想の自由すらないのか!?

　タコ殴りの未来にオレは戦せん々せん恐きよう々きようとしたものだったが、意外にもサヤ姉は大きく息を吐はくとともにいからせた肩かたを下ろす。あれ？

「……ま、折せつ檻かんは、この子の《力》が本当かどうか確かめてから、ね。ぶっちゃけこいつバカで考えてることすぐに顔に出る単たん細さい胞ぼうだし、騙だましてそう思い込ませるの難しくないと思うのよね」

「確かに。このお兄さんはバカ正直すぎる。いつか騙されないかほんと心配」

「おぉいっ!?」

　せめてもっとソフトに、オブラートに包つつんで言おうよ、君たち。

　オレだって多少は傷つくんですよ？

「じゃあお姉さんの心のうちを言い当てればいいのかな？」

「それは嫌。本物で、変なこと暴ばく露ろされたら堪たまったもんじゃない」

　サヤ姉の言葉にオレは思わず頷く。

　ああ、もうほんと堪ったもんじゃないね！　すでにオナニー暴露事件はオレにとって生しよう涯がいベストスリーに入る黒歴史となってますよ！

「じゃあ、どうやって本物かどうか見分けるんだ？」

「ちょうどいい物持ってきてるわ」

　言って、サヤ姉が腰こしのポーチから取り出したのは、田舎に遊びに来た時の暇ひまつぶしの定番アイテム、トランプだった。

「運や記き憶おく力りよくの要素がほとんどなくて、駆かけ引ひきが重要になるゲームをやれば、おのずと答えは出るでしょ？」

　ちょうどオレや聡里は濡れ鼠ねずみで、焚き火で乾かわかしていたところである。こういう動かないでやれるゲームはうってつけでもあった。

「となればやっぱあれだよな……」

「ええ……あれね」

　オレとサヤ姉は頷きあう。

「「ババ抜ぬき！」」





　シャシャシャシャッとサヤ姉がトランプをシャッフルする。シャッフルのやり方そのものは実にオーソドックスなものなんだけど、その手並みはとにかくデタラメなまでに速く、それでいてどこか優ゆう雅がさがある。

　十分に混ざったところで、サヤ姉は両手をワニの顎あごのようにしてカードを掴つかみ、ついで右手を掲かかげる。パラパラパラッと右手からカードがエスカレーターのように零こぼれて左手に吸い込まれていく。

　右左を交こう換かんしてもう一回。

　そして再び挟はさんで、また切りだす。かと思えば今度は一枚一枚カードがくるくると踊おどるように横に舞まい回り、そして束の中へと綺き麗れいに戻っていく。

「うわ～……」

　プロ顔負けのサヤ姉の鮮あざやかなカードさばきに、聡里が感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす。まあ、間近でこんなすげえの見せられたら、こうなるわなぁ。

　しかもこれ、サヤ姉は別に必死こいて練習したわけでもなくて、ガキの頃、テレビのマジシャンがやってるのを見て、その場で一発で覚えたものだったりする。つくづく化物である。

「こんなもんね」

　言って、地べたに座すわり込んでいたオレや聡里の前に、ピッピッとカードが飛んでくる。

　簡単そうに見えて、これもめっちゃ難しいんだよなぁ。中二の頃、格かつ好こいいし何度も練習したんだけど、全然上手くいかなかった。空気抵てい抗こうのせいで思ったところに飛ばないし、酷いときにはまったく前に進まずそのままひらひらと手元に落ちてしまったり。

「んじゃ、やりましょうか」

　全てのカードを配り終え、サヤ姉は自分のカードを拾いつつ言う。

　言うまでもないかもしれないが、サヤ姉はこの手のゲーム、鬼みたいに強い。というかぶっちゃけ、負けたところを今まで見たことがない。

　観察眼が鋭するどくこちらの心理を読み切り、頭の回転も速いから駆け引きもお手の物、その上、万ばん能のうの天才性を発揮してポーカーフェイスどころかプロの女優並みに表情を使いこなす。はっきり言って手に負えない。

　勝つためには本当に心を読むぐらいしかないのだけど……。

　…………。

　……………………。

「こ、これは……ちょっと信じざるを得ない、わね……」

　西日が景色を紅あかく染める中、ヒクヒクと口元を震わせつつ、サヤ姉が乾いた笑いとともに呟つぶやく。かなりショックを受けてるっぽい。まあ、常勝不敗の人だからなぁ。おそらくここまでボロ負けしたのは生まれて初めてなのだろう。

　二〇回ほどやって、当然の結果として聡里が全勝した。ちなみに二〇回連続最下位となったのは、何なにを隠そうこのオレである。明日香先輩、オレ、心が折れそうです……。

「本当に、心が読めるのね。駆け引きが全部見破られてた。こんなことは初めてよ」

「確かにお姉さん、いろいろいっぱい企たくらんでた。感心した。頭いいね」

「……勝者の余よ裕ゆう？　皮肉にしか聞こえないわ」

　不ふ機き嫌げんそうに、サヤ姉は吐き捨すてる。ほんとプライド高いよなぁ。こんな圧あつ倒とう的てきに聡里が有利なルールですら、負けたことが悔くやしいらしい。あ、よく見ると、目にちょっと涙なみだまで浮かべてるし。

「しっかし、まさか明日香以外にも超ちよう能のう力りよく者なんてものがいるなんて、ね。いえ、明日香がいるなら他にいてもおかしくない、か。それにしたって二人目に会うなんてこんな偶ぐう然ぜん……」

　そこまで言ったところで、サヤ姉ははっと驚きよう愕がくに目を見開いてオレを見るや、長い長い溜息をつく。

「……こいつのせいか」

「ってなんでオレのせい!?」

「うっさい、どう考えたってあんたのせいでしょ！　この天然ボーイミーツガール体質っ！　日常茶飯事にわけあり少女引っ掛けまくってるじゃない！」

　ひぃっ！　ぶちぶちってトランプの束を引き千切ってるんですけど!?

　いったいどういう握あく力りよくしてるの!?

　怖いけど、めちゃくちゃ怖いけど、それでも言うべきことは言っておかないと、な。

「その、オレさ、この帰省中の間は、こいつと遊ぼうかなって、思ってるんだ」

「ふん、あっそ」

　つまらなさげにサヤ姉。彼女は心が読めないけれど、オレとは物心つく前からの長い付き合いだ。オレが何を考えてこんなことを言い出したのかなんて、すでにお見通しらしい。

「サヤ姉は、どうする？」

　心を見透かす相手と一緒に過ごすことは、決して気持ちのよいものじゃ、ない。だから、強制はできない。

　まあ聞いておいてなんだけど、実はもう答えは知ってるんだよな。

　オレもサヤ姉と一緒で、聡里のように心を読むことはできない。頭の出来も違うからサヤ姉がどんなことを考えてるかなんて想像もつかない。

　でも、な。こういう時、どんな選せん択たくをするかぐらいなら、ある程度は察しがつく。長い付き合いだからな。

　このひとは、なんといってもオレの従姉であり、オレが通っている青せい陵りよう高校で支持率九八％という圧倒的支持を得ている──

「まあ、あんたがこの娘こにいかがわしいことしないか……見張りは必要よね」

　頼たよりになりまくる全校生徒の『姉あね御ご』だぜ？





　日も暮れかけていたので、聡里とは明日も遊ぶ約束をして別れ、オレとサヤ姉はばあちゃんの家に帰った。

　風ふ呂ろで冷えた身体を温めてから、キンキンに冷えたコーラを呷あおっていると、サヤ姉が少しだけ嫌そうな顔でオレに自分の携けい帯たいを渡わたしてくる。

「明日香からよ」

「えっ!?　先せん輩ぱい？」

　慌あわてて、オレは携帯を受け取り、耳元に押おし当あてる。

「もしもし」

『もしもし!?　やっと通じたぁ！　も～、朝から何回もかけてるのに、二人ともずっと電波の届かないところにって言われて、わたし、すっごく心配したんだからね！』

　いきなりまくし立てられた。

「携帯……ああっ！　すみません、午前中病院行った時に電源切って……そのまま付け忘れてました」

　慌ててズボンのポケットから携帯を取り出し電源ボタンを長なが押おしする。って、そう言えば川の中にも入ってたな、オレ。こ……壊れてないよね？　い、一応、防水機能付きだし。

　画面にメーカーロゴが映る。よ……よかったぁ！

　サヤ姉にも通じなかったのは、山の中にいたせい、かな？　この辺はかなりのど田舎だから、村はともかく山の中まで入ると電波はかなり届きにくいと思う。

『ううううっ……本当に、心配したんだからね？』

　電話口からスネの入った声が漏れてくる。

　ずきゅうううううん!!　か、か、かわいい！　先輩めっちゃかわいい！　心臓が痛いぐらいに脈打ち、オレは思わず胸を押さえる。反則！　これ、絶対反則でしょ！

　って留守番電話に二〇件！　もしかしてこれ、全部先輩から？　なんかよっぽど心配かけちゃったみたいだ。

「本当にすみませんでした。あの、怪け我がとかそういったことは一切ないので」

『あ、うん、別にそれは心配してないんだけど。夢で安否は確かく認にん済みだし』

　ぐさっ！　な、何気に先輩ひどい。

　す、少しぐらい心配してくれたっていいじゃないかぁ！　……あれ？　でもさっきすっごく心配したって。言ってることが明らかに食くい違ちがっている。どういうことだ？

『あ、そうそう。カーくん、え、えっとね、へ、変なこと、訊きいてもいいかな？』

　おそるおそるといった感じで、先輩が言う。

「あ、はい。なんでしょう」

　なんかどもり気味だったし、けっこう深刻な話だったりするのだろうか。むう、もしかして先輩の身に何か良くないことが!?　それなら一刻も早くあっちに戻もどらないと……って、でも明日は聡里との約束があるんだった。ど、どうしよう。

『その、一〇歳さいぐらい、かな。セミロングの、ちょっとクールな感じの可愛かわいい女の子が、そっちにいたりしないかな～って……』

「はあ。え～っと、あ～、そういえば聡里がそんな感じですね。あ、聡里ってのは今日出逢った娘で……」

『や、やっぱりそっちにいるのね！　しかも逢あったばかりなのにもう下の名前で呼んでるし！　そ、そそそ、その娘とキスとか、してないよね!?』

「き、きすぅ!?　するわけないじゃないですか。オレはロリコンじゃないですよ。オレは明……と、年上が好みですから」

　思わず明日香先輩が好きです、とか言いそうになったけど、近くでサヤ姉が聞き耳を立てていたのでお茶を濁にごす。こ、これなら一応、サヤ姉もカテゴリーに入るから、不機嫌になったりしないよ、ね？

『してないのね！　よし、こ、こうしちゃいられない！　えっと、まずは、そう！　ペン……ペンは……』

　なにやら電話口からひどく慌てた空気が伝わってきたかと思うと、ガタガタガシャンと何かをひっくり返すような音が漏れ伝わってくる。

「先輩、ちょっと落ち着いて。いったいどうしたんです？」

『あったぁ！　カーくん！』

「は、はい！」

　強い口調で呼ばれ、オレは目の前に先輩がいないと言うのに直立不動の姿勢をとる。

『そっちの住所、教えて！』

「え？　住所ですか？　そんなのいったい何に……」

『いいから早く！　急いでるの！　間に合わなくなる』

　妙みように切せつ羽ぱ詰つまってる感じで、急せかされる。

　次の瞬しゆん間かん、先輩の携帯のマイクが、聞き覚えのある音楽を拾って伝えてくる。これはパソコンの起動音、だよな？

　いったい何をするつもりなんだろう、先輩？

「え～っと……」

　去年に書いた年賀状を思い出しつつ、オレがばあちゃん家の住所を伝えると、先輩はそれを繰くり返かえし、間違いがないことを確認し、

『ありがとう。じゃ、急いでるから切るね！』

「ええ!?　ちょっ、先輩。せんぱぁい!?」

　ぷつ。つーつーつー。

　無機質な音が、オレの耳に空むなしく響ひびく。切れちゃったよ。う～ん、ほんといったいどうしたんだろう、先輩？

　今日あったこと、いっぱい話したかったんだけどなぁ。先輩の今日のことも、聞きたかったし。

　これはやっぱり先輩がオレにあんまり興味がないってことで……『脈なし』なのかなぁ。





　夜も一〇時を過ぎた頃ころ、オレはふと思い立って庭へ出てみることにした。

　ばあちゃんの家は本当に田舎で、道を照らす電灯なんてどこにもない。家も密集していなくてぽつぽつと点在する感じで、それも今は明かりがついていないのがほとんどだ。

　視界はまっくらで、だから……空が凄すごかった。

　今、オレの頭上には宝石を敷しき詰めたような、満天の星空が広がっていた。街では絶対に見ることができない、まさに圧巻としか言いようのない絶景。

　ガキの頃から何度か見ているのだけど、いつ見ても圧あつ倒とうされる。

「なに、あんたもコレ見に来たの？」

　背後から声をかけられた。振り向むくと、軒のき石いしに腰こし掛かけて、サヤ姉が顎を両手の甲こうで支えて空を見上げている。

　そう言えば、このひともコレがお気に入りだったっけ。

　しばし、二人で無言で空を見上げ、ほうっと感嘆の吐息を漏らす。

　……って、やばくね、この状況？　オレのことを好きだって言ってくれた女の子と、こんなロマンティックな状況で二人っきりとか！　否が応にも胸は高鳴る。

　こういう雰囲気はあんまりよろしくない。ただでさえオレとサヤ姉の関係は今やかなり危ういバランスの上にあるのに、なんか、それが決定的に変わってしまいそうで……怖い。

　なんとか空気を変えないと、って、あ、そうだ。

「……なあ、サヤ姉」

「なに？」

　ふと思ったことがあって呼びかけると、サヤ姉は星空を見上げたまま声を返してくる。

「聡里のこと、なんだけどさ」

「うん」

「明日香先せん輩ぱいみたいに、心的外傷トラウマを解消すれば《力》は消えるんじゃないかって思うんだけど、どうかな？」

　実はずうっと、これをサヤ姉に相談したくて堪らなかったのだ。でも、家にはオレの両親や瑠る璃りたち親しん戚せきもいたりして、相談するきっかけがなかったのだ。今、この状じよう況きようは渡りに船と言えた。

「……三つ、問題があるわね」

　サヤ姉がピッと指を三本立てる。このほんの一瞬で、一気に三つも問題を見つけ出だすあたり、さすがだった。

　……いや、案外、サヤ姉もずっと考えていたのかもしれない。なんだかんだで面めん倒どう見みのいいひとだから。

「一つ目の問題」

　サヤ姉がまず人差し指を折って、

「明日香の原因が心的外傷トラウマだったからと言って、聡里の原因も心的外傷トラウマであるとは限らない。超能力を持ち得た原因が、他にある可能性も十分にある」

「うぐっ」

　まあ、そうだよなぁ。

















「……とは言え、ポルターガイスト現象が、精神的に不安定な子どものいる家庭で発生例が多いということとも照らし合わせれば、明日香の例もあるし、心的外傷トラウマ発生説の可能性は高いのは確か」

「だったら……」

「で、二つ目の問題」

　サヤ姉が中指を折おり畳たたむ。

「仮に、聡里の能力がカー坊の言うように心的外傷トラウマに起因したものだったとしても、『カウンセリング』でそれを解消することはほぼ絶対に不可能なの」

「絶対って……なんでだよ？」

　絶対、という言葉にはあまりいい記き憶おくがない。明日香先輩の予知夢はまさに『絶対』であり、結局、オレはそれを打ち破ることはついに叶かなわなかったわけだし。

「心的外傷トラウマと言うのはね、いわばパンドラボックスなのよ。開けた途と端たん、何が飛び出してくるのかわからない。下手にこじ開けたりしようものなら、患かん者じやの心の傷を広げて病状を悪化させかねない、その取とり扱あつかいには極きわめて繊せん細さいさが要求されるものなの」

「……確かに、人の心ほど難しいものはないって言うもんな」

「当然、精神科医には、患者への慎しん重ちようでデリケートな対応が求められるわ。絶対に言っちゃいけない言葉があるし、言うべきことでも患者の精神状態を把は握あくしつつ段階を見み極きわめつつ言わねばならないこともある。加えて、精神科医だって人間だもの。顔には出さずとも声には出さずとも、心の中では患者に対してマイナスの感情を抱いだく時もある。また、直し方を知っていると言うことは、壊こわし方にも通じると言うこと。ここまではいい？」

「あ、ああ……」

「心が読めるってことは、それらが全部駄々漏れになるということ、よ。治るより悪化する危険性のほうがはるかに高いと言わざるを得ないわね」

「……でも、カウンセリングだけが解消の方法じゃないだろ。先輩とか別に通ったわけじゃなくても乗のり越こえ……」

「そして、最後に三つ目の問題」

　サヤ姉が最後の指を折る。

「あくまで仮説の段階だけど、能力が心的外傷トラウマ、すなわち心に起因するならば、その『心の原風景』となった、その瞬間に抱いた願望こそが、能力を決定付けている可能性が極めて高い」

「どういう、ことだ？」

「明日香の予知夢や、聡里の心を読む力ほどデタラメじゃないけれど、世の中には科学では計り知れない、常識的には有り得ないはずの奇き跡せきってのは、数こそめちゃくちゃ少なくても、世界的にはそれなりに転がってるものよ」

　サヤ姉はいったんそこで言葉を区切り、虚こ空くうを見つめて続ける。

「我わが子こを助けるため、本来ならとても動かせないような重量の瓦が礫れきを持ち上げた母親。長くても余命半年と宣告されて、その後、一〇年、二〇年と生き続けた人。事故で植物人間となったのに、わずか半年後には、普通の生活を送れるぐらいにまで完治した人もいる」

「……テレビとかで時々そういうのやってるよな」

「他にも、その時代には絶対不可能と思われていたことを成なし遂とげる人間もいる。東ではなく西に船を進めアメリカ大陸を発見したコロンブス、有人で初めて空を飛んだライト兄弟。彼かれらに共通するのは何だと思う？」

「……うーん、やっぱり強い意志の力、かな？」

　なんかテレビや漫まん画がの受け売りっぽい気はしたけど、それしか思おもい浮かばなかった。

　サヤ姉はコクリと頷く。

「そう、いつも、『常識』を超ちよう越えつするのは、強い意志の力、願望の力なの。わかる？　奇跡は神様が起こすんじゃない。人の強い想いが引き起こすの！」

「人の……想い……」

「あの事件の後、落ち着いてから、明日香から話を聞いたのよ。あの子が幼い頃、両親の喧けん嘩かを見て思ったのは、『誰だれもいない遠くへ行きたい』だった」

「それはオレも聞いた」

　一ヶ月前、屋上で、明日香先輩が話してくれた。そして、今は遠くへ行きたいという気持ちはなくなった、とも。

「『誰もいない遠く』だから、明日香は未来なんて誰も到達できない世界へ飛んだ。じゃあ、心が読める能力を生んだ、聡里の『願望』はなに？」

　問われて、オレは考える。

「……他人の心が知りたかった？　ってそれは単純すぎるか」

　明日香先輩の能力も、未来が知りたかったから未来に飛んだ、じゃないしな。それにさっき、サヤ姉は「強い想い」と言った。これじゃあちょっと漠ばく然ぜんとしすぎる。もっと狂くるおしいほどの想いじゃなければ、多分、奇跡は起きない。

「いえ、当たらずとも遠からずだと、あたしは思うわ」

「え？　そなの？」

　まさか同意が得られるとは思っておらず、オレは思わず問い返す。

「ええ、断定は避さけるけど、発現過程自体は明日香よりシンプルだと思うのよ。ええ、人間なら誰だって考える。『このひとは私のことをどう思っているんだろう？　知りたい』。いえ、子どもならこうかしら。『偽いつわりではなく、本心から自分のことを好きだと思ってほしい。自分は心の底から愛されてるんだと確信したい』」

「それが、能力発現のキーだったってことか？」

　ゴクリと喉のどを鳴らしつつ、オレは言う。

　サヤ姉も深刻な顔で頷いて、

「おそらく、ね。この保護者の愛情を確認するという行こう為いは、子どもにしばしば見られるケースよ。特に親に問題があり、里子に出された子どもは、度を越えた我侭や悪戯なんて異常行動を繰り返し、それでも里親が自分を見捨てないかを試ためすケースが多々見られるみたい」

「……それって逆に、嫌きらわれないか？」

「そうね。愛されたいのにわざと嫌われることをする。理り屈くつで言えば、まったくもってナンセンスよね。でも……親の愛情が本物かどうか確認せずにはいられないのよ。それぐらい子どもってのは『無む償しようの愛』に飢うえている……」

　なるほど、確かに子どもには成長過程において、無私の愛情が必要不可欠なんて話はよく聞く話だ。そういう親の愛情を確認する行為は、もしかしたら生命としての生存本能とすら言えるのかもしれない。

　そして、物心さえ付かない純粋無垢だった時期に、何かのきっかけでその想いが爆ばく発はつ的てきに膨ふくらんだりすれば……『奇跡』が起きることもあるのかもしれない。

「でも、何が問題なんだ？　むしろそこまでわかったのなら、サヤ姉だったら対策だって打てるんじゃないの？」

「バカね。明日香は遠くへ行きたいと思わなくなったから、未来へ飛ばなくなった。じゃあ聡里は？　あんたがあの子の能力を消したいのは、普通に他の子と仲良くできるようにしたいから、でしょ？　あの子も口には出さないけど、多分、ソレを強く望んでいる。でもね、人間、仲良くなればなるほど、好きになればなるほど、このひとは私のことをどう思っているんだろうと思わずにはいられない」

「あっ……」

　とても覚えのある思考だった。しょっちゅうオレの頭を支配する思考だ。明日香先輩は、本当はオレのことをどう思っているんだろう？

　好きだから、本当に先輩のことが好きだから、そう思わずにはいられない。

　つまり、聡里は人と関かかわろうとする限り、能力が消えることはない。

　人の温ぬくもりを渇かつ望ぼうする限り、地じ獄ごくは永遠に終わらないのだ……。

　どこかで運命の悪あく魔まが嘲わ笑らったような気がした。








ACT3

Ambivalent of Telepath




　今日は本当に楽しかった。

　遊び自体は単純で、今時の最新ゲーム機器で遊ぶのに比べれば、全然刺し激げきが足りないありきたりなものだったのかもしれないけれど。

　誰かと一いつ緒しよに遊ぶと言うのは、とても久しぶりだったから。

　彼らが、同情で聡さと里りを気にかけていたことは知っている。

　同情なんかいらないって言う人がいる。でも、聡里は思う。そんなことを言う人たちは、きっと知らないのだ。一いつ切さいの「情」を受けないことの、狂おしいほどの寂さびしさを。

　愛情、友情、そんなものは、親兄弟親戚に至るまで、蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌われる化物の聡里には、望むべくもない。

　たとえ同情だったとしても、人の温かみを感じたのは、本当に久しぶりだったのだ。

　彼らはこんな聡里と、明日も遊んでくれると言う。素す直なおに嬉うれしい。

　最後にいい想い出でができそうだ。








「来ちゃった♡」

　あ……ありのまま今起こったことを話すぜ！

　朝起きて、牛乳取りに玄げん関かんを開けると、ここにいるはずのない明あ日す香か先輩がいた。な……なにを言っているのかわからねーと思うが、オレも何が起きてるのかわからなかった。

　頭がどうにかなりそうだった……。

　幻げん覚かくとか実はまだ夢の中だったとか、そんなチャチなもんじゃあ断じてねえ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、間ま違ちがいなく、本物の明日香先輩が、今、オレの目の前にいた。白を基調としたワンピースに、麦わら帽ぼう子しがとてもよく似合っていた。

「へ～、ここがカーくんのご実家なのね～」

　明日香先輩が麦わら帽子を押さえつつ、興味深そうにきょろきょろと辺りを見回す。

　うわ～、可か憐れんだなぁ。おあつらえむきに後ろの花か壇だんには色とりどりの花が咲さき乱みだれていて、なんというか絵になる。思わず見蕩れ……てる場合じゃなかった。

「あの、先輩。なんでここにいるんです？」

「ええっ!?　そ、それは、え～っと……」

　まるで今そのことに気づいたかのように、先輩はあさっての方向を向いてひきつった笑えみを浮かべる。

「うわ～、是ぜが非ひでも聡里って女の子とのキスを阻そ止ししなくちゃって夜行列車に飛び乗ったんだけど、言い訳考えてなかった～。あ、あんまり心配かけたくないから予知夢のことは言いたくないし。う～ん、どうしよどうしよ～」

「せ、先輩？」

「っ！」

　先輩はオレの声にびくっと身体を震ふるわせたかと思うと、

「そ、そう！　さ、寂しかったの！　寂しくってつい……ってなに言ってるのわたしぃぃぃぃっ！」

　今度は奇き声せいを張り上げる。う～ん、元々けっこうお茶ちや目めなひとではあったんだけど、最近、憑つき物ものが取れたようにというか、逆に何かが取り憑いたかのように、お茶ちや目め度どに拍はく車しやかかりまくってるよなぁ。

　初めて逢った時の、冷たく硬こう質しつでどこか近寄りがたかった雰ふん囲い気きは、もう欠片かけらも残っていない。でも、それはきっととても好ましいことなんだと思う。

「ははっ、先輩って、実は寂さみしがり屋やさんですよね？」

「な、ななな、何を言ってるのかな、君は!?」

　ちょっといじってみると、すげえあせった顔で、ずざざっと後ずさる。先輩、わかりやすすぎです……。そんなところも可愛いですけど。

















　ま、先輩の気持ちもわからないではない、かな。先輩は周囲に畏おそれられ、ずっと長い間、独りでいた。それがオレやサヤ姉、信しん司じと、先輩の周りはいきなり賑にぎやかになった。

　これはオレの勝手な想像でしかないのだけど、このごく普通の平凡な日常こそ、先輩がずっと望み続け欲ほしかったものだったんじゃないだろうか。

　それがいきなり二日間も独りぼっちって言うんじゃ、寂しさも募つのるってものだよな。

「ううっ、さ、寂しかったのは本当だけどぉ、本当のことだけどぉ、こ、これじゃあ年上の面めん目ぼくが～」

　なにやらしゃがみこんで懊おう悩のうしている先輩の姿はめちゃくちゃぷりちーだった。とは言え、あんまりこの辺、突っ込まないであげたほうがよさそうだな。さらっと流すか。

「オレもこの週末、先輩に逢えなくて寂しかったから、来てくれて嬉しいです」

　オレがそう笑いかけると、先輩はシャカシャカシャカっとしゃがみこみながらあとずさるという、実に器用な芸当を披ひ露ろうしてくれた。そこまで露ろ骨こつに避けられると、オレ、すげえ傷つくんですけど。

「カーくんかわいいよカーくん！　その笑え顔がおは反則っ！　反則だからっ！　直球なところもめちゃくちゃかわいいし！　な、なんて年上キラーなの、この子！」

　小刻みに身体を震わせ、なにやら異様なまでに先輩は慄おののいていた。ちょっとキザすぎたんだろうか。キザって漢字で書くと気に障さわるって書くらしいしなぁ。

「ったく、なぁに、朝っぱらから騒さわがし……って明日香ぁ!?」

　猫ねこ柄がらのパジャマ姿で、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら現れたサヤ姉が、素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　そりゃ驚おどろくよなぁ。二〇〇キロ以上離はなれたところにいるはずのひとが、ここにいるわけだから。

「あ、あはは。お、おはよ。サヤさん」

　先輩がひらひらっと手を振ふる。

　そう言えば、この一ヶ月で変わったことの一つが二人の互たがいの呼び方だ。サヤ姉は「観かん田ださん」から「明日香」に。先輩は「生徒会長」から「サヤさん」に、だ。たま～になんか妙にピリピリとした雰囲気になる時もあるけれど、仲は悪くないと思う。

「……あの電話の時からまさかとは思っていたけれど、やっぱり来たのね、お邪じや魔ま虫一号」

「おじゃっ!?　じゃ、邪魔ばかりするのはそっちのほうじゃないですか！」

　…………多分。





「ご、ごめんね。朝食までご厄やつ介かいになっちゃって」

　居間の隅すみで正座した先輩が、申し訳なさそうに、うつむき加減に言う。

　せっかく来てもらったんだし、と家に入ってもらったら、父さんが、「へえ、高校の先輩さん。じゃあ朝食でも一緒に」と誘さそったのだ。

　当然、親戚一同の注目はオレと先輩の関係に集まった。こんな僻へき地ちまでわざわざ来たぐらいだから何かあるだろうと、ひやかしの雰囲気が形成されかかったのだけど、それと同時にサヤ姉の機き嫌げんが加速度的に悪化した為ため、皆みな、適当な理由を告げて部屋からそそくさと退出していった。

　これは助かったのか、そうでなかったのか。実に微び妙みようなところではある。

「ここなら邪じや魔ま者ものはいないって期待してたのに、次々と～っ！」

　だって、金色の髪かみを逆立たせ、さながら超サ○ヤ人そのものなんだもん、このひと！　しかもなんか覇は○色の覇は気きも撒まき散ちらしてるっぽいし！　さっきからオレ、意識が何度か飛びそうになってるよ!?

「次々って言うことは、わたしの他にも、ってことですね？」

　うおお、この状態のサヤ姉に声かけるとか、先輩、勇気あんなぁ。

　サヤ姉はジロリと先輩を睨にらみ、声にありありとイライラを滲にじませ言う。

「ふん、察しがいいじゃない。今のこいつは聡里って女にご執しゆう心しんよ」

「待て待て待てーっ！　誤解を招くような言い方するな！　女じゃない！　子どもだ！」

「子どもでも女は女よ」

　ふんと鼻を鳴らしてサヤ姉はそっぽを向く。

「ご……ご執心……っ！」

　驚愕をありありと顔に張り付かせ、先輩が呟く。ま、まさか女たらしという事実無根な汚お名めいに加え、さらにロリコン疑ぎ惑わくまでかかったのか!?

「せ、先輩。ち、違いますからね!?　オレ、そいつに対して恋れん愛あい感情とかぜんぜんないですから！」

「下心があるのよね」

　オレの必死の弁解を、ボソッと台無しにするサヤ姉。

　ほ、ほんと勘かん弁べんしてつかーさいっ！　さすがにこれ、いくらなんでも洒落しやれになってないって！

「サヤさん、ちょっと……」

「なによ？」

「だから、あの、ちょっと……」

　すくっと先輩は立ち上がり、すっげえ深刻な顔でサヤ姉を廊ろう下かへと誘う。サヤ姉もしぶしぶと言った感じでついていく。

　オレも立ち上がろうとして、

「カーくんはそこにいて！」

　と、強い口調で言いつけられる。

　ううっ、い、いったい何を話すつもりなんだろう。オ、オレの陰かげ口ぐちとかそんなんじゃないですよね？

　十分にオレから距きよ離りを置いたところで、先輩がそっと口を開く。

「実は予知夢を視みたんです。多分、カーくんのところに飛んで行きたいなぁ、とか思ってたせいで。それで、その、夢の内容なんですけど……カーくん、その聡里って娘とキスしてて……」

「な、なんですってー！」

　サヤ姉が大声を張り上げる。くぁ～、すっげー内容が気になるーっ！　でも距離があるから先輩の声、ほとんど聞き取れねえ！

　その後も二人はこそこそと密談を続ける。気になってオレも耳を澄すましていたのだけど、なんとか聞き取れたのは、「今は一時休戦」「見知らぬ公園」「絶対阻止」というものだけで、これじゃあ飛び飛びすぎてさっぱりだ！

　よ～し、こうなったら……と、オレはその場に寝っ転ころがる。ちょっと露骨だけどこれで座高の分だけ距離が縮まる。これでかなりクリアに声が拾──

「こういうケースだとあの馬ば鹿かは役に立たないどころかまず自じ滅めつするから話さないほうが賢けん明めいね」

　──ったら思わず泣きたくなりました。

　サヤ姉の言う馬鹿は、ほぼ一〇〇％の確率でオレを指している。意味はわかりかねるのだけど、とりあえず褒ほめてない事ぐらいはわかる。そして何が傷つくかって、その言葉に、先輩がすげえ真面目まじめな顔で頷うなずいていることだよ！

　そりゃあ先輩の前では格好悪いとこばっかり見せてるし、その評価は妥だ当とうと言えば妥当なのかも知れないけれどさぁ……ううっ。

「よし、やるわよ、明日香」

「はいっ、サヤさん」

　どうやら話がまとまったらしく、二人はがしぃっ！　と力強く握あく手しゆを交かわす。

　結局、何を話していたのかまるでわからなかったんだけど……

　仲良きことは美しきかな？

　……やっぱりなんか違う気がする。

　だって、二人とも顔は笑ってるんだけど、目が全然笑ってないんだもん。





「先輩、その、実は、さっきちょっと話題に出てましたけど、今日、オレ、聡里って子と遊ぶ約束してるんですよ」

　とりあえず先輩とサヤ姉との間で合意が成立したみたいなので、オレは声をかけてみることにした。

　聡里とはここにいる間しか遊べない。だからこの約束は、どうしても絶対に破るわけにはいかないのだ。普通のヤツなら先輩も一緒に遊びましょうと気楽にお誘いできるのだけど、そういうわけにもいかないし、な。

「その、ちょっとそいつ、わけありのヤツでして……どうも人の心が読める、いわゆるそう、精神感応能力者テレパスみたいなんですよ。ガチで」

　オレは「ガチで」と言う部分をとりわけ強調して言う。

「…………え？」

　たったそれだけの声を発するのに、先輩はかなりの時間を要した。まあ、無理もないよなぁ。あまりに予想外の事態に直面した時、大たい抵ていの人は思考が麻ま痺ひする。自分で言うのもなんだけど、こんなの青せい天てんの霹へき靂れきどころか、単なる嘘うそ──それも今時小学生も騙だませないような単純明快なホラ話にしか聞こえない。

　先輩も真しん偽ぎを測りかねたようで、そっと救いを求めるように視線をサヤ姉に向ける。

「嘘じゃないわよ。あたしも確認した。間違いなく、本物……よ」

「……二人してわたしのことかついでたりとかじゃ、ないですよね？」

　オレやサヤ姉がこんなタチの悪い冗談を言う人間でないことぐらい、先輩なら知っているはずである。にもかかわらず、かすれた声で訊いてくる。目に見えて明らかに、混乱していた。

　時計の針はちょうど七時半を回ったところだった。聡里との約束の時間までにはまだちょっと余よ裕ゆうがあった。

「人に過ぎた力ってのは、やっぱり不幸しかもたらさないみたいで、そいつもけっこう寂しい思いしているみたいなんですよ……」

　サヤ姉の時と同じように、オレは聡里のことをざっと先輩にも説明する。

　先輩はただ黙だまってそれに耳を傾かたむけていた。すでに《力》を失っているとは言え、タイプは違うとは言え、先輩も超能力者だ。いろいろと心に去来するものがあるんだと思う。次し第だいにぎゅっと唇くちびるを噛かみ締しめるようになり、顔はみるみる蒼あおざめ強こわ張ばっていく。

「オレごときじゃ、あいつを救うことなんてできないですけど……でも、今日一日ぐらいはめいっぱい楽しませてやりたいんです」

　最後にそう結んだオレの声は、少し震えているのが自分でもわかった。言葉を紡つむぐたび聡里があまりに可哀かわい想そうで、何もしてやれない自分の無力が悔くやしくて。

「……そっか」

　先輩が優やさしく柔やわらかく微笑ほほえむ。

　かと思えば、む～っとなにやら複雑そうに顔をしかめるんだけど、「これは仕方ない……か」と小さく苦く笑しようして、今度はどこか嬉しそうに満足そうに、また微笑む。

「やっぱりカーくんは、凄いね」

「どこがですか。こんな気休めしかできない自分が、歯がゆくて仕方ないです」

「気休めなんかじゃ、ないよ。きっと」

　先輩はそっと目を閉じて、胸に手を当てる。まるで何かとても大切なものを押し抱くように。しばらくそうした後、再び目ま蓋ぶたを開いた先輩の瞳ひとみには、凛りんとした強い意志が煌きらめいていた。

「わたしも、その娘に逢いたいな」

「……心を読まれても？」

　訊くだけ野や暮ぼだということはわかっていたが、この問題はとてもデリケートだ。しっかり確かく認にんだけはしておかねばならない。

「かまわない。きっと、今度はわたしの番」

　コクンと力強く先輩は頷く。

　やっぱり、先輩は少し変わったと思う。そして、オレはますます先輩が好きになった。

「……明日香ぁ、あんたもお人ひと好よしねぇ？　離しておいたほうがいいんじゃないの？」

　サヤ姉が柱に寄りかかり、腕うでを組みながら呆あきれたように言う。先輩がお人好しだってのはオレも同意だけど、続きがよくわからない。いったい何を話しておいたほうがいいのだろう？

　でも、先輩にはそれがしっかりと伝わっていたみたいで、苦笑しつつ意味ありげな目線をサヤ姉に向ける。

「そっちも十分お人好しだと思いますけど？　どうせサヤさんだってその選択肢は取るつもりはないんでしょう？」

「さあ、なんのことかしら、ね」

　腕を開き、掌てのひらを天てん井じように向け、わざと道どう化けを演じるようにサヤ姉は大きく肩かたをすくめた。

　よくわかんないけど、うん。

　なんだかんだでやっぱりこの二人、けっこう息合ってると思う。





　聡里の家は村のはずれにあった。

　サヤ姉が叔母さんから聞いた話によれば、聡里はここで叔お父じと二人で暮らしているらしい。田舎いなかの家と言うことを差し引いても、かなり大きい。ちょっとしたお屋や敷しきである。ただ庭は雑草がぼうぼう、郵便受けにはぎゅうぎゅうに郵便物が詰つめ込まれているし、庭の一角にはガラクタの山が積みあがっている。ほんとに人住んでるのかよ、ここ？

　元々は東京の生まれらしいんだけど、あいつが小学校に上がる前あたりで両親は離り婚こん、母親に引き取られたらしい。しかし時を置かずしてその母親も自殺。

　父親もその頃には転職してどこか遠方へと引ひっ越したらしく、音信不通。親戚の家をたらいまわしにされたあげく、一年ほど前からここに住むようになったのだとか。

　なるほどな。年に何度かは里帰りしているはずなのに、聡里の顔にまるで見覚えがなかったのはそのせいか。

　その叔父も昼間っから酒をかっくらい、父親、つまりは聡里の祖父の遺産を食くい潰つぶしてる、村でも評判のろくでなしなんだとか。まあ、この家の惨さん状じようを見ればさもありなんといったところか。

「……遅おそい」

　玄げん関かん前まえの置石の前に腰掛け、聡里が頬ほお杖づえをついている。昨日と同じで顔は無表情なんだけど、その声にはどこか責めるニュアンスが含ふくまれているように感じた。

　携帯で時刻を確認。確かに言うとおり、約束の時間をほんの一分だけ過ぎている。口元がにやけていくのが、自分でもわかる。こいつ、態度こそそっけないけど、かなり楽しみにしていたな？

「別にしてないし」

「またまた～。子どもは素直なのが一番だぞ～」

「うざっ」

　ぐさっ。短くも鋭するどい言葉の刃はがオレの心を突つき刺さす。てめ、自分でもちょっとそうかもって思ってて、気にしてることをはっきりと言いやがって！

「……でも、聡里にはちょっとうざいぐらいがちょうどいい、かな」

　ぷいっとそっぽを向いて、そんなことを言う。くくっ、けっこうかわいいところあるじゃねえか。オレはぐりぐりっとその頭をちょっとだけ乱暴に撫なで回まわしてやる。

「……やっぱりうざい」

　そう言いつつも、聡里はオレの手から逃にげようとはしなかった。ほんとに素直じゃないね～。

「ふん……で、このお姉さんは？」

　ちらりと聡里が明日香先輩のほうを見る。

「驚け。実はこのひとはな……」

「ああ、このお姉さんがお兄さんのオナ……」

　しゅばっ！

　オレは忍にん者じや並みの俊しゆん敏びんさで聡里の口を塞ふさぐ。やばかった。今のはほんとぎりぎりのタイミングだった。あとほんの一いつ瞬しゆんでも反応が遅おくれていたら、きっとオレには「いたいけな子どもに変な言葉を教え込んだ変態」というレッテルを貼はられていたに違いない。今のは明らかにそういう流れだった。

「お、おまえなぁ、台詞が違うだろ。普通は『こ、このお姉さんが聡里と同じ超ちよう能のう力りよく者!?』とかそういうことを言う場面だっ！」

「……ああ、そう言えば」

　いまさら気づいたかのように、聡里がポンと手を打つ。

　うすっ！　リアクションうすっ！

　世界でも極めて希少であろうモノホンの超能力者同士が邂かい逅こうするんだぜ？　まさに奇跡の共演と言っても差さし支つかえない事態だぞ。もう少し驚けっての。

「いや、これでもけっこう困こん惑わくしている」

　実に淡たん々たんとした口調でそんなこと言われても、全然説得力ないぞ。

　なんて、オレたちが他人にはまるでわからない奇き妙みようなじゃれあい漫まん才ざいをしていると、先せん輩ぱいが少し緊きん張ちようした面おも持もちで、聡里のほうへと踏ふみより、そっと手を差し出してきた。

「……え？」

　聡里の視線が、先輩の顔と手を何度も交こう互ごする。

　目に見えて明らかに困惑している聡里の手を、先輩はちょっとだけ強ごう引いんに掴つかみ、にっこりと優しく微笑む。

「はじめまして、聡里ちゃん。わたしは観田明日香。あなたと同じ、超能力者、です」





「うわうわうわわっ！　大・自・然！　って感じ～」

　昨日と同じ聡里のお気に入りスポットに到とう着ちやくするやいなや、先輩がワンピースをひるがえして、待ちきれないとばかりに駆かけ出し、笑い声とともに手を広げてくるくると回る。

「わたし、こういうとこ来るの、初めて！」

　そう言ってオレたちのほうを振り向むいた先輩の顔には、はじけるような笑顔が浮うかんでいる。

　今回の目的はあくまで聡里を楽しませることだ。とは言え、やっぱり好きな人の喜ぶ姿を見るのは素直に嬉しい。

「さぁて、何すっかなぁ」

　昨日もここで遊んだし、オレとしては別のところで遊ぼうと当初は考えていたのだけれど、小さな村だ。余よ所そ者もののオレたちはやっぱり目立つし、聡里は能力のこともあって人目を避けているところがある。ただでさえこの時期、田んぼの手入れで外に出ている人が多いしな。

　となるとやっぱり、聡里がいつもいる為、村人が避けているここが、一番人目を気にしないで遊べるんだよなぁ。

「カーくん、わたし、川遊びがしたいな～」

　はいはーいと手を上げて先輩が言う。

　ノリノリっすね、先輩。まあ、はしゃいでいる人がいると、場の雰囲気が一気に明るく楽しいものになるからな。先輩、グッジョブです。

　とは言え、

「川っすか？　う～ん、昨日アクシデントで入っちゃいましたけど、まだ水すげえ冷たいっすよ？」

　オレの小こ脇わきで、聡里が「……アクシデント？」とか首を傾かしげていたけど、気にしない。気にしないったら気にしない。

「昨日より天気いいし今日はかなり暖かいみたいだし、まあ、いいんじゃない？」

　晴はれ渡わたった青空を見上げつつ、サヤ姉が先輩に賛意を示す。

　ふむ、まあ、確かに昨日の時点で、冷たいっちゃ冷たかったけど、遊んでいる内に慣れたしなぁ。今日の天気ならそれほど気にすることもないか……って一番重要な問題が残ってるじゃん！

「さすがに服で遊ぶわけにはいかないでしょ」

　水に濡ぬれた服は透けるのである。下着は言うに及およばず、張り付いて微妙に透けた脇わき腹ばらとかふとももとか、もう想像するだけでめちゃくちゃエロティックである。

　見たいよ。そりゃめちゃくちゃ見たいよ？　でも、ここには子どもがいるのだ。しかも心が読めるおまけ付き。いかがわしい妄もう想そうを垂れ流すわけにもいくまい。

「……もう駄だ々だ漏もれてるし」

　じとっとした視線が地味に痛かった。ま、少々もったいない気もするけど、今回は諦あきらめるしかないよなぁ。

　しかし、先輩は妙みように得意げで自信満々な笑みを浮かべる。

「ふふふ、実は水着も持ってきてたり～。前にカーくん、田舎では川で遊んでたって言ってたでしょ？　すっごく楽しそうだな～って」

「あ～」

　そう言えば、そんな話をした記憶がある。確かに、あの時の先輩、すっげー興きよう味み津しん々しんな顔してたもんなぁ。

「っていうかすでにもう下に着込んでたりして～」

　くいっとワンピースの胸むな元もとを無造作に引っ張る先輩。うん、多分、本人としては単に水着を見せようとしただけだと思うんですけど、オレ的にはもう水着よりも魅み惑わくの谷間のほうに視線は釘くぎ付づけですよ！

　以前腕組んだ時に気づいたんだけど、先輩ってやっぱり着き痩やせするタチだよね。いわゆる隠れ巨乳！　そんなナイスバディの先輩の水着姿！　きっととんでもないに違ちがいない！

「でも水着を持ってきてるのが一人だけじゃ……」

　言いかけたオレの服の袖そでを、聡里がくいくいっと引っ張る。なんだよ？　とオレが目線で問いかけると、聡里はサヤ姉を指差す。

　……まさか？

　サヤ姉が悪戯っぽく片目を瞑つむる。

「あ、気づかれたか。実はあたしも水着を下に着込んでるのよ。カー坊、あんたの水着は叔お父じさんから、聡里のも瑠る璃りのを借りてきたから」

「浮き輪わやボールもあるよ～」

「どんだけ川遊びしたいんだよあんたら!?」

　思わず突っ込みを入れる。なんかものごっつい情熱を感じるんですが。それで出で掛かける時、妙に準備に時間がかかったわけか。

「っていうかそもそもなんでサヤ姉まで水着なんか持ってきてるんだよ!?　先輩と違ってそんな水遊びに関心ないだろ？」

「ふっ。ありとあらゆる状じよう況きようを想定しそれに備えられてこその天才でしょう？　……言えない。いずれ瑠璃にって叔お母ばさんにあげた一昨年の水着だなんて、絶対に言えない……まったく成長してないってどういうことよ、特に胸……」

　得意げに薄うすい胸を張ったかと思えば、カクンと落ち込んだように肩を落とす。天才の考えることはほんとようわからん。

「……もう一度確かく認にんするけど、夢では水着じゃなかったのね？」

「はい、それは間違いありません」

　またなんかこそこそとサヤ姉と先輩が内ない緒しよ話ばなしをしている。

　う～ん、なんか仲間外れにされてるようで寂しい。

　サヤ姉がやれやれと言った感じに溜ため息いきをつく。

「なら、水着の間は大だい丈じよう夫ぶってこと、か。……でも、気のせいかしら。あんたが提案したこの作戦、あんたの願望も混じってる気がするんだけど？」

「ち、ちちち、違いますよ？　ついでにみんなで川遊びもできて一石二鳥とか考えてませんよ!?」

「語るに落ちたわねぇ。明日香ぁ？」

　にたあっとサヤ姉が笑い、先輩に近づくやヘッドロックをかける。そしてぐりぐりといびりはじめる。

「きゃー、ごめんなさいぃっ！」

　謝あやまりつつ、手足をばたつかせる先輩。

　でもその顔はすごく楽しそうな笑顔で。

　もちろんサヤ姉も本気で締めてるはずもなく。

　まあ、じゃれあってるだけなので放っておこう。

　しかし……なんだ、作戦って？

　どうもオレに内ない緒しよで、二人で何か企たくらんでいるっぽい。だってそもそも、サヤ姉って寒いのがけっこう苦手だし。なのに今の時季に川に入ろうだなんて怪あやしすぎる。

　怪しすぎるんだけど、先輩の水着姿を拝見できるんだからどうでもいいや。

「……お兄さん、おめでたいねって言われたこと、ない？」

　なぜそれを!?





「カ～くん、それっ！」

　水しぶきが陽光を反射して七色にきらめく。

　黒のセパレートの水着が、先輩の真っ白な肌はだと絶ぜつ妙みようのコントラストを醸かもし出し、なんか大人っぽくて実に色っぽい。

　やっぱり先輩、スタイル良いよなぁ。胸が大きいことはわかっていたけど、逆にウエストとか抱だき締めたら折れそうなぐらいめちゃくちゃ細い！　お尻しりもきゅっと引き締まってるし。

「っ！　カー坊っ、行くわよっ!!」

　いきなり後頭部にビーチボールをぶち当てられた。思いっきり。

　頭を押おさえつつ飛んできた方向を見やると、サヤ姉が両手を腰こしに当ててこっちを睨んでいる。白のワンピースの水着が、スレンダーなこのひとにはよく似合っている。

　胸はないんだけど、フィギュアスケートの選手みたいにすらりと手足が細長くて。背筋もピンと伸のびて姿勢も良くて。それになんというか身体の動かし方も一つ一つが軽かろやかで優ゆう雅がなのだ。学校で「妖よう精せい」とか謳うたわれているのも思わず納なつ得とくである。

「伸びてるよ、鼻の下」

　脇わきからボソリと告げられた言葉に、オレは慌あわてて口元を押さえる。

　オレはチラリと聡里のほうに視線を向け──

「……お兄さん、失礼」

「いや～、ごめんごめん」

　わざと意地悪く口元を釣つり上あげて、軽けい薄はくそのものといった感じで謝る。こいつにはけっこうからかわれているからな。これぐらい復ふく讐しゆうしたって罰ばちは当たるまい。

「うん、似合ってる。すげえ似合ってるよ」

　聡里の着ているのは身体にジャストフィットしたワンピース型の水着である。

　流線的なデザインは、実にスポーティで健康的ですらある。

　色は紺こん。

　そして──

　胸の部分には大きく「さとり」と書かれた白い当て布。

　スクール水着だった。

　どこからどう見ても、スクール水着だった。

「ぷっ。ぷくく。ほんと……似合ってるぜ」

　いや、笑うだろ。

　聡里の水着は背格好が近い瑠璃からサヤ姉がお願いして借りてきたらしいんだけどさ、

　瑠璃だって普通の水着持ってるだろうに。なんでよりにもよってコレ。

　しかもわざわざこんな当て布までして。

　あのひと、芸が細かすぎる上に、いくらなんでも狙ねらいすぎだろ。

「は～い、聡里ちゃ～ん。こぉんなロリコンおにいちゃんとは遊んでちゃダメだよ～」

「って先輩!?」

　先輩が聡里にがばっと抱きつき、オレから庇かばうように聡里を隠かくす。

「だから、誤解ですってば～。オレ、ロリコンじゃないですよ～」

　移動中とかずっと言い続けているのに、先輩ってば全然信じてくれないのだ。オレが聡里に近づくのを異様に警けい戒かいしている。

　オレって、そこまで信用ないのね。セツナイです、先輩。

　ほんとのほんとに誤解なのに！

　オレは、巨乳派だっ!!

　今も聡里の膨ふくらんでいるんだかいないんだかわからないツルペタより、先輩の大きなお胸に視線が奪うばわれまくりだと言うのに。

　っていうか聡里を抱きかかえているせいで、ちょうど聡里の頭が先輩の胸にすっぽり収まる感じで、うん、なんといいますかね……

　変形しているんですよ！

　水着からはみだして、零こぼれそうになっているんですよ！

　なんと素す晴ばらしき絶景かな！

「明日香お姉さん。このお兄さん、お姉さんの胸を熱く心の中で描びよう写しやしてるよ」

　いきなりなんば言うとっとですかぁっ、聡里さん!?

「はっ！」

　なんか先輩の視線の温度が、さらに下がってるし！

　胸を隠すように押さえて、すすすすっとか聡里を連れてフェードアウトしていくし！

「聡里ちゃん、あんな変態おにいちゃんは無視して、わたしと遊ぼ」

　ぐふっ！

　自じ業ごう自じ得とくとは言え、好きなひとに変態とか言われるのはけっこう心が痛いです。

「……あのお兄さんから聡里を遠ざけたい理由は見えてるんだけど」

「あ～、やっぱりわかっちゃったか。でも、それだけでも、ないよ？　わたし、聡里ちゃんとは本当に仲良くなりたいの」

「……それも、まあ、わかってるけど」

　お気に入りのお人形のように、先輩に抱かれながら、聡里がボソリと呟つぶやく。

　会話の内容はよくわからんが、とりあえず……。

　くううっ、さっきから聡里が羨うらやましくて血けつ涙るいが出そうだっ！

　オレも、オレも先輩にパフパフされたいぞーっ！　……ってこんな妄想ばっかしてるから変態おにいちゃん扱あつかいなんじゃないかーっ！

　でも、でも、男だったら考えずにいられるかーっ！（逆切れ。でも正しい青少年の主張）

「……なんであんなのにそんなに必死になってるの？」

「う～ん」

　聡里の呆れた声に、先輩が困ったように首をひねる。

　え～っと、もしかしてまた、なんか顔に出てたりしたのでしょうか？





　正午になり、みんなで野外カレーを作ることにした。

　飯ごうとか器具はばあちゃんの家にちょっと古いけれど十分使えるのが揃そろっていた。

　野菜も農家を営んでいる叔お母ば夫婦から提供してもらい、肉もまあ、冷れい凍とう庫こにドカッと詰め込まれていたのでそれを強ごう奪だつしてきた。

　そして、それを全部、一人でひいこら運んだのがオレ。めちゃくちゃ重かったです。

　だが、その苦労も報むくわれる!!

　今、我わが目の前に広がるのは、タイプこそ違えど、三人の美少女の水着エプロン姿！

　料理をしている女の子ってだけで、グッと男心をくすぐられると言うのに、なにこのパラダイス!?

「むっ！　こぉら、じろじろ見ないの」

　オレの視線に気づいた先輩が、頬ほおを紅あかく染めつつ言う。

　うわっ、気づかれた！　なんか先輩には変なところばかり見られてるなぁ。あ～、本能を制せい御ぎよできない若さが恨うらめしい！

「す、すいません。も、もう見ません」

　慌てて、オレは視線をそっぽに向ける。

「えっ!?　それはそれで……やっぱりカーくんにはわたしを見てほしいというか……えっと、み、見ちゃダメとは言ってない、よ？　あ、あんまり凝ぎよう視しとかは恥はずかしいけど、チラチラとなら、その、別に構わないから……」

「ほんとですかっ!?」

　ぐりんと物もの凄すごい勢いでオレは首を先輩のほうに戻もどす。

　先輩はオレのあまりの必死ぶりに目を丸くしつつも、コクンと確かに頷く。その顔がトマトみたいに真っ赤だった。

「い、いいわよ。でも、あんまりじっとはダメだからね？　気になって手元が狂くるっちゃう」

　なんて言いつつも、トントントンとリズミカルにニンジンを切り刻んでいく。けっこう手て馴なれてるよなぁ。先輩って料理上手なのかな？

　シュッ！　ガッ！

「ひっ!?」

　オレの足元に、包丁が突き刺さる。本能的な恐きよう怖ふにオレは思わずのけぞる。

「あ、ごめん。手が滑すべった」

　にこやかな笑顔でサヤ姉。口では謝ってるけれど、明らかにわざとだ。

　まあ、サヤ姉からしたら、オレと先輩がいちゃいちゃしていたら、そりゃ、その、うん面おも白しろくないよなぁ。

　しかし、どんだけの力こめてんの？　オレの足元に転がっている人の頭ぐらいある石に深々と突き刺さっているんですけど。

　……あんまり先輩ばっかり見るのは、自重しよう。命にかかわりそうだし。

「っ……」

　聡里はと言えば、じゃがいもの皮をピーラーで剥むいている。あまりやったことがないのかその手つきが明らかにぎこちない。

　おいおい、怪け我がとかすんなよ？

「あ～、力みすぎ力みすぎ」

　サヤ姉もオレと同じ危き惧ぐを抱いたらしい。やれやれといった感じで聡里の背後に回り、その両手を掴む。

「はい、ちょっと力抜ぬいてね。こう」

　サヤ姉に操あやつられた聡里の右手が、しゃっと一息にじゃがいもの皮を削そぎ落おとす。そして左手にあるじゃがいもの角度を少しだけ変え、もう一度、しゃっ。

　それを繰くり返かえし、あっという間に肌はだ色いろに剥けた綺き麗れいなじゃがいもが一つ出来上がる。

「ある程度勢いよく。ゆっくりやってもむしろガタガタになるだけよ。ってわけでワンスモア」

　聡里の手を離し、新たなじゃがいもをポンと手て渡わたし、サヤ姉は包丁を拾って再び自分の作業に戻る。

　微笑ましい光景に、我知らず笑えみが零れる。

　やっぱりサヤ姉は、なんだかんだで「お姉さん」なのだった。





　オレは今、猛もう烈れつに感動している！

　特にトラブルもなく、カレーは出来上がり、飯ごうでごはんもふっくらと炊たけ、紙のお皿に盛られて、今、オレの手元で香こうばしい匂においを漂ただよわせていた。

　うん、美お味いしそうです。

　カレーなんて、今まで数え切れないぐらい食べてきたけれど、やっぱりこのカレーは特別と言わざるを得ないだろう。

　そう、なにせこれは好きなひとの手料理なのだっ！

　三人の合作なので純じゆん粋すいな、とは言いがたいかもしれないが、作るのに明日香先せん輩ぱいも協力しているのは間ま違ちがいないわけで！

「……カーくん？　食べないの？」

　ご飯を自らの口に運びつつ、オレの対面に座すわる先輩が訊きいてくる。

「あ、いや、ちょっと食べるのがもったいなくて」

「何言ってるの？　ご飯は温かいうちに食べないと。……あっ、ふふふ」

　何かを思いついたのか、先輩が楽しそうに笑みを零す。

　先輩はちょっとだけ紅く頬を染めて、自らのカレーをスプーンで掬すくい、ふーふーと息を吹ふきつけて十分に冷ましてから、左手を零さないように皿にしつつ、

「ほら、美味しいよ？」

　キタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　もうオレの脳内ではお馴な染じみのアスキーアートがくるくる大乱舞である。これってこれってアレだよね！　男なら誰だれもが夢みるアレだよね!!

　しかも、しかも、先輩、さっきそのスプーン使ってましたよね！　もしかしなくても間接キスってやつですよね！

　この世に生まれ落ちて一〇と五年、我が生しよう涯がいに一片の悔くいなしっ！

「そ、それじゃあ失礼して……あ～ん」

「は、はい、あ～ん……」

　カレーがゆっくりとゆっくりとオレの口元へ運ばれていき──

「邪魔するわよ！」

　ドンっ！

「げふっ！」

　横からいきなり突き飛とばされるオレ。うわっ、ぺっぺっ。口の中に砂入った。まさに天国から地じ獄ごくもいいところだよ！

　サヤ姉が憮ぶ然ぜんとした顔でドカッとオレの隣となりに腰こし掛かける。

「明日香ぁ、あんた、今日は休戦じゃなかったっけ？」

「……あっ！　えへへ、すっかり忘れてました」

　じろっと睨みつけるサヤ姉に、先輩はペロッと舌を出してごまかすように後頭部を撫でる。

　ピクッとサヤ姉の眉まゆが釣りあがり、ビキビキっと空間がきしむような音が聞こえた。なに、なにこの妙な緊きん迫ぱく感かんは!?

「……お腹なか空いてるんだよね？　はい、あ～ん」

「ってなにごく当たり前のようにオレにスプーンを差し出す、聡里!?」

「はい、あーん」

「いや、だから……」

「カーくん!!」「カー坊!!」

　そしてなぜか二人の怒いかりの矛ほこ先さきが、オレのほうを向く。

　ひぃっ!?　オレがいったい何をした!?　ちゃんと拒きよ否ひしてたじゃん！　なんでそんな怖こわい目で睨まれてるの、オレ!?

「む～～～～～」

　妙に長いうなり声を上げた後、サヤ姉がおもむろに自らのカレーにスプーンを突き刺す。

「ほら、カー坊！　あ、あーん」

　真っ赤な顔で、そっぽを向きつつ、カレーの載ったスプーンをオレに突きつけてくる。

「むむっ……はいカーくん、あ～ん」

　何気に負まけず嫌ぎらいな先輩も、対たい抗こう意識が燃え上がったのか、再びカレーを掬ってオレに差し出してくる。

「ふふ、お兄さん、あ～ん」

　聡里は完全に事態を楽しんでやがる。

　オレもごく普通の高校生男子だ。女の子にあ～んしてもらうってのには、そりゃ心から憧あこがれてましたさ。でも、でもね。

「「「誰のから食べるの？」」」

　三人とも笑え顔がおが怖いですっっ!!

　心情的にはもちろん先輩のを選びたい。うん、でも、選んだが最後、明日オレは息をしていないような気がする。

　誰かに助けを求めようにも、ここには他に人の姿はない。まさに絶体絶命もいいところだった。

「はい、カーくん、あ～ん」

「ほら、カー坊、あ～ん」

「ふふ、お兄さん、あ～ん」

　な、なんか、ゲームの無限ループに陥おちいってるような錯さつ覚かくが……。しかもどの選択肢を選んでもバッドエンド直行の。なにこの無理ゲー。

　……こ、この手だけは使いたくなかったが、そうも言ってられないようだ。オレはまだ死にたくない。卑ひ怯きようだと、男の風上にも置けないと罵ののしられようと、オレにはこうするより他に道はないのだ。だから、そう、だから、オレは全神経を脚きやく部ぶに集中させる。

「ごめんなさいっ！」

　オレはカモシカのごとくその場から飛びすさ──

「食事中に席を立っちゃダメだよ」

　──ろうとした瞬しゆん間かんに、聡里に腕を掴まれる。

　し、しまったぁっ！　こいつは人の心が読めるんだった！　オレの作戦なんて完全に筒つつ抜ぬけだったらしい。

「はい、カーくん、あ～ん」

「ほら、カー坊、あ～ん」

「ふふ、お兄さん、あ～ん」

　三人が不自然なまでに極ごく上じようの笑顔でオレの口にスプーンをねじ込んでくる。

「「「どう、美味しい？」」」

　……ごめんなさい。

　味なんてとてもわかりませんでした。





　食後も、オレたちは川でへとへとになるまで遊びまくった。

　楽しい時というのは過ぎるのが早い。

















　気がつけば、太陽が西の空を紅く焼いていた。目に映る景色全体も、どこかオレンジ色に染まっている。

　終わりが、近づいていた。

　もっともっと遊んでやりたかった。でも、明日からは学校がある。オレたちは地元に帰らねばならない。

「サヨナラ、だね……みんな……」

　着き替がえを終えた聡里が、しんみりと言う。

　表情からはあまり分からないけれど、こいつなりにけっこう寂さびしいんだと思う。

「おいおい、そういう時はまたね、だろ？」

　ポンッとオレは聡里の頭に手を置いて、言う。漫まん画がとかの定番シーンをちょっと真ま似ねてみた。でも、これ、そうだよなって思う。

　言葉には言こと霊だまってのがあると言う。別れだけを意味する『サヨナラ』よりも、再会を約束する『またね』のほうが、絶対いい。

「いや、サヨナラ、だよ。もう……みんなには逢あわないから」

「……なんか気に入らないことでもした、わたしたち？」

　先輩が心配そうに瞳を曇くもらせて聡里に訊く。

　オレが見る限り、今日一日、聡里は楽しそうにしていてくれたと思うんだけど、な。

　それは、表面上のことでしかなかったのだろうか？　オレは聡里のように、他人の心のうちを知ることはできない。

「ううん、嫌いやな想おもいなんて、してない。楽しかった、よ」

「じゃあどうしてもう逢わないなんて言う!?　オレは夏休みも来るぞ。そしたらまた……」

　オレが言葉を言い終えるより早く、聡里は静かに首を左右に振ふった。

「その頃ころには、聡里はここにはいない。聡里がこの村にいるのは、今日が最後」

「……別の親しん戚せきのところに、行くのか？」

　今朝、サヤ姉が言っていた。聡里は親戚にたらい回しにされている、と。

　考えてみれば、聡里は日がな一日、あの川のほとりにいるという話だ。その叔父との関係が上う手まくいっていないであろうことは、容易に想像がついた。

　しかし、次の言葉は、オレの予想のはるか上を行ったものだった。

「そんなところ、かな。聡里、売られたみたい……」

「売ら……れた……？」

　オレはかすれた声で、聡里の言葉を反はん芻すうする。あまりに予想外な事態の連続に脳がついていかない。

「ある金持ちのひとがね。どこからか聡里の噂うわさを聞きつけたみたいでね。聡里を引き取りたいって叔父さんに申し出てきたの。目の前に札束を積んで、ね。叔父さんは二つ返事で了りよう承しようしたよ」

「それって、明らかに人身売買じゃねえか。今すぐ警察に……」

「待って！」

　携けい帯たいを取り出そうとしたオレの腕を聡里が押さえつける。こめられた力は、所しよ詮せんは子どものものだ。振り払はらえないほどではない。

　だが、重かった。その手は異様なまでに、重かった。

「いいの」

「いいわけねえだろうが！」

　激高するオレに、しかし聡里は静かに首を左右に振る。どこか諦めたように、寂しそうに……。

「いい。今よりははるかにマシだから」

「マシって……」

　いくらなんでもおかしすぎるだろ。今は戦前じゃねえんだぞ？　この現代日本で、そんなことを平然とやらかそうなんて……どう考えたって、まっとうなヤツじゃない。

「見て……」

　聡里はぐいっと服の裾すそをたくし上げ、腹部をさらけだす。そこにはくっきりと蒼あお痣あざが残っていた。それも数すう箇か所しよ。

「これは……虐ぎやく待たいの痕あと、ね？」

「ひどい……」

　サヤ姉が怒りに眉をしかめ、先輩は口元に手を当てて悲痛の声をあげる。

「っ！　やっぱ警察だろ！　それとも児童相談所か!?　とにかく……」

「いいから」

「だからいいわけ……」

「いいんだよ……」

　深く暗い瞳に見み据すえられ、オレは何も言えなくなる。

　その迫はく力りよくに呑のまれ、何も言えなくなる。

　ごくごく平へい凡ぼんな一いつ般ぱん家庭で生まれ育ったオレには、理解できない、太た刀ち打うちできない闇やみが広がっている。

「叔父さんは悪くない。聡里が化物なのが、悪い」

「言うなよ。自分のことをそんな……」

　お前は人間だ。人を傷つけるのが怖くて、人に傷つけられるのが怖い、変な《力》のせいでちょっと心を凍こおらせてしまっただけの、ただの人間だよ。

　子どもを平気で虐待したり、人を買おうなんていう輩やからのほうが、よっぽど人外じゃないか。

「やっぱり優しいね。でも、お兄さんに聡里を守れる？　今日、帰ってしまうお兄さんに」

「っ！」

　オレはぎりっと奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　そう、オレはもうそろそろここを発たたねばならない。すでにばあちゃんの家では父さん母さんが出発の準備を終えて、待っていることだろう。聡里のことを子ども子どもと言っておいて、オレだってまだ両親に養われている未熟なガキに過ぎないんだ。

　聡里をずっと守ってやるなんて、できない。

「ごめん。意地悪な言い方だった。でも少なくとも、聡里を買ったひとは、聡里にスイート並みの個室も、綺麗な服も、美味しい食事も、与あたえてくれると約束してくれたよ。暴力も振るわないって。どう考えたって、今よりはるかにマシ……」

「そんなの、お前を利用しようとして、懐かい柔じゆうしてるだけだろ！」

　他人の心を読む力を悪用すれば、稼かせぎようはいくらだってある。それぐらいの「投資」など、百倍千倍にもして取り返せるだろう。

　だが、こんなことを考えて、実際に実行しようなんてヤツは、きっと聡里のことなんか考えちゃいない。自分のことしか、自分の欲望を満たすことしか、考えちゃいない。

「そうだね。彼かれは聡里をただ便利な道具として利用しようとしてる。知ってるよ。よく……ね。聡里はサトリだから」

「だったら……」

　次の言葉が、出てこなかった。思おもい浮かばなかった。

　そんなヤツの下で、聡里が幸せになれるとは、到とう底てい思えない。思えるわけがない。でも、じゃあどうすればいいというのか。

　警察に通報する？　そんなことをしても、単なるオレの自己満足にしかならない。何の解決にもならない。

　小さな子どもでしかない聡里は、保護者なしでは生きられない。またどこかに引き取られる。そして《力》がある限り、そこでも孤こ立りつは免まぬがれない。今より酷ひどくなることはあっても、良くなる可能性は果てしなく低い。

　だったらまだ、衣食住が約束され、暴力を振るわないというその金持ちに引き取られたほうが、聡里の言うように、まだマシなんじゃないのか？

「そう。悪い話じゃ、ないんだ。少なくとも聡里は、この話を聞いたとき、嬉うれしかった。これで解放されるってね」

　空を見上げ、ポツリと聡里はそんなことを言い出す。

「ねえ、お兄さんは聡里のことを何なん歳さいだと思っていた？」

「えっ？」

　唐とう突とつな問いかけに、オレは戸と惑まどう。そう言えば、聞いてなかった。そんなことにいまさら気づく自分が情けない。

　なんとなく、見た目から一〇歳さいぐらいだと思っていたけれど……。

「ブブー、不正解。一四歳、だよ」

「じ……一四!?」

「ええっ!?」

「ちょっ、嘘うそ!?」

　驚きよう愕がくに、オレは目を見開く。明日香先輩やサヤ姉も同様にかなり驚おどろいているようだった。

　まじまじと改めて聡里を見る。おいおい、身長、瑠璃とほとんど変わらないぞ。あいつは確か一〇歳だったはず。しかもオレやサヤ姉と同じ血を引いているだけあって、同年代の中ではそれほど背の高いほうではない。前から数えたほうが早い。

　一四歳の聡里が、それとほとんど変わらないって……。

「黙だまってたのは、より子どもと見られたほうが優しくしてくれるだろうって……卑いやしいよね」

「何が卑しい！」

　今まで誰からも優しくされてこなかったヤツが、優しさを求めて何が悪い。ただ優しくされたくてついた、こんなささやかな嘘が、どうして責められる!?

「……貧相だよね？　女としての魅み力りよくに欠けている。その日食うものにも困っていた有様だったからね……」

　昨日、再会したとき、聡里が釣りをしていたことを思い出す。そして、あいつがライターを持っていたのも、今なら合が点てんがいく。まさに生きるために必要だったからなんだ。

「くそっ！」

　オレは拳こぶしを地面に叩たたきつける。皮が向け血が滲にじみ、骨がきしむ。それでもオレは何度も何度も打ちつける。

　悔くやしかった。「社会的な力」を一いつ切さい持っていない自分が。聡里を虐待する家から救い出せない、ガキでしかない自分が。

「もう……いい。やめて。自分を、責めないで」

　そっとオレの拳が、聡里の両手に包まれる。

　ひんやりとした手だ。そう言えば、手が冷たい人は心が温かいんだよ、とか言う俗ぞく説せつがあったよな。それは正しい気がする。

　聡里の温かみを、オレは今、はっきりと感じている。

「ありがとう。聡里のために泣いてくれて……」

　言われて、オレは自分の両頬を熱いものが流れていることに気づく。情けねえ。男のくせになんて女め々めしい。泣いたって、何も解決しやしないのに。

　オレは慌てて服の袖で両目をゴシゴシと拭ぬぐい、

「えっ!?」「「ああっ!?」」

　唇に柔やわらかく温かいものが、一いつ瞬しゆんだけついばむように触ふれて、そして離はなれていく。

　今のは聡里の……

「いっぱい遊んでくれた二人には悪いけれど。最後……だから」

　呆ぼう然ぜんとするオレに、聡里が微笑ほほえむ。寂しそうに、何かをふっきるように。

「この二日間、楽しかった。遊んでくれて、ありがとう。優しくしてくれて、人として扱ってくれて、本当にありがとう。聡里は、お兄さんが好きだよ。でも、だからこそ……これでおしまい。綺麗なままで、終わりにさせてほしい」

「さと……り……」

「さようなら。もう、逢うことはない」








ACT4

Ambivalent of Telepath




　広い部屋だった。

　床ゆかには柔らかな絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、置いてある家具はどれも高級そうだ。ベッドなんかふわふわだ。狭せま苦くるしい四よ畳じよう半はんと、硬い床の感かん触しよくが伝わってくる薄い布団ふとんしか知らない聡さと里りには、まるで夢のような環かん境きようだ。

　ここに来てからは、空腹に悩なやむということもなくなった。今まで食べたこともないようなご馳ち走そうを、心ゆくまでおなかいっぱい食べることができる。

　通帳とカードももらった。毎月一〇〇万円、口座に振ふり込んでくれるらしい。全すべて聡里の好きに使ってかまわないとのことだった。

　まさにいたれりつくせりだ。今までとは雲うん泥でいの差だ。

　ここには聡里を煙けむたがる目も、憎にくむ目も、蔑さげすむ目もない。

　そう、誰もいない。

　この広く満ち足りた空間に、聡里はただ独りきりだ。








　田舎から帰り、何気ない日常ってやつがただただ流れ過ぎていく。

　教室はいつも通り、騒さわがしいことこの上ない。でも、今のオレにはその喧けん騒そうもどこか遠く感じられた。

　暦こよみの上でも七月となり、じめじめと暑さが少しずつ不快になってきていた。天気は昨日からぐずついていて、窓から覗のぞく空は重々しくどんよりとしている。

　あいつの顔も、まだやっぱり、曇ったままなんだろうか。

「しけった顔してやがんなぁ」

　ことさら明るい声とともに、ばぁんと背中を叩かれる。我に返り億おつ劫くうにオレが振り向むくと、悪友の信しん司じが、いつもの三割増しで軽薄に笑っている。

　オレは少しだけイラッとして、でもすぐに萎なえる。

「ちっ……調子狂うぜ」

　ぼりぼりと頭を掻かきつつ信司がぼやき、

「ここにいていいのか？　ホームルームはとっくに終わってんぞ」

「……そうか。もう、放課後か」

「ったく、重じゆう症しようだな。ほら、さっさと行けよ。観かん田だ先輩、待ってると思うぜ」

「ああ……」

　オレはのろのろと立ち上がり、カバンを肩かたに引ひっ掛かけ、校門へと向かう。

　階段を下くだり、桜の前に差さし掛かる。先輩は木の幹に背中を預けてオレを待っていた。

　ぽつんと、たった独りで……。

　校庭には下校途と中ちゆうの生徒たちが大勢いた。しかし、皆みな、先輩から意識的に視線を逸そらし、距きよ離りも置き、先輩の周りだけ不自然に無人の空間が出来上がっているのだ。

　先輩の横顔は遠目にもとても寂しそうで、オレはグッと拳を固く握にぎり締める。

　もう先輩は『悪夢』から解放されている。しかし、それですべてが解決したわけでは、決してないのだ。先輩が学校中から『ラプラス』と忌いみ恐おそれられている現実は、今も依い然ぜんとして続いている。

　オレは右手を見下ろす。ちっちぇえ手だ。弱々しい拳だ。好きな人ひとり、満足に守れてねえじゃねえか。

　聡里のことは忘れろ。他の女の子のことなんか気にしてる場合かよ？　いつまでも無力を嘆なげいてたって、どうにもならねえだろ。周りを心配させるだけだ。

　もう、考えるな。

「うっし」

　パンパンっと景気づけに両頬を叩いて気合を入れる。オレがいつまでも暗い顔していたら、先せん輩ぱいが笑えねえだろうが。

「せんぱーい！」

「あっ！」

　努めて明るく呼びかけると、振り向いた先輩の顔に喜色が浮かぶ。それはもう蕾つぼみが一瞬で花開いたかのように劇的に。

　たたたっとオレに駆け寄よってくるんだけど、オレの下にたどり着いた瞬間、その笑顔がすぐに翳かげってしまう。

「……カーくん、無理して笑顔、作らなくてもいいんだよ」

　速そつ攻こうで見破られてるし。わかりやすすぎだろ、オレ。

　先輩はじ～っと心配そうにオレの顔を覗き込んでくる。その瞳ひとみには、この一ヶ月、まったく見なかった憂うれいが戻っていて、それを招いたのは他でもない自分で……。

　なっさけねえ！　自分で自分が嫌になる。

「よし！」

　いきなり先輩が声を張り上げたかと思うと、ぐいっと腕うでを抱き寄せられた。

　思わずよろめくオレ。

　先輩はかまわずずんずんとオレを引っ張って歩き出す。

「せ、先輩？」

「今日はお姉さんが元気づけてあげる♡　と、いうわけでカーくん、デートしよっか♪」





　先輩に引っ張られて、オレたちは色々な場所を遊びまわった。

　サヤ姉や信司とともに一いつ緒しよに遊んだゲームセンター、先輩と初めてデートした公園、繁はん華か街がいにあるファッションストリート。

　大好きな人との二人っきりの時間。楽しくないはずがないのに、なぜか楽しめない。心が弾はずんでくれない。

　ふと、先週、先輩と入った喫きつ茶さかりおすとろの前を通りかかる。

　ガラス越ごしに、厨ちゆう房ぼうで働いている店長さんの姿が見えた。こっちの姿に気づいて笑顔で手を振ってくれる。

　店長の、先輩に向ける温かな眼まな差ざしを思い出す。

　先輩が笑顔を失わずにいられたのは、「人」に絶望せずにいられたのは、あのひとのおかげが少なからずあると思った。

　そして……あいつには多分、そんな大人がいなかったのだろうとも。

　あ、やばい。心に蓋ふたをしろ。

　考えちゃダメだ。考えちゃダメだ。考えちゃダメだ。

「先輩、これからどうします？」

　とにかく思考を切きり替かえたい、という気持ちで口にした適当な言葉だった。

　大した意味もない。単なる話題振りだ。

　でも返ってきたのは、オレの意識を大たい気き圏けん外がいまでかっ飛ばした。

「もしよければ、君のおうちにお邪じや魔ましたいんだけど……いい？」

「……へ？」

　イマナントオッシャイマシタ？





　チッチッチッチッ……。

　目覚まし時計の音が異様なまでに部屋に響ひびき渡わたっている。

　オレは一人、丸型の自動お掃そう除じロボットよろしく所在無くうろうろ動き回っていた。ドッドッドッドッと心臓が早はや鐘がねのように鳴っているのが自分でもわかる。

　ここはオレの部屋だ。親おや父じが二〇年のローンで買った二階建ての一いつ軒けん家や、その階段を上がってすぐにある二階の六畳間だ。

　ついさっきまでは雑誌やゲームや脱ぬぎっぱなしの衣類などで散らかっていたけど、それらは超ちよう法ほう規き的てき緊きん急きゆう措そ置ちにより押おし入いれに乱暴に放ほうり込んだ。ぐしゃぐしゃになっていた布団もきっちり整え、なんとかパッと見、「片付いた部屋」へとクラスチェンジを果たしている。

　そして驚くなかれ。先輩は今、一階のお風ふ呂ろ場ばだ。「部屋片付けるのでちょっと待っててくれますか？」と訊いたオレに先輩は、「あ、じゃあ、ちょっとお風呂場借りるね」なんて返してきたのである！

　男の家に来るなり、風呂場を借りる。これってやっぱりアレだよね。どう考えてもアレだよね。間違いなくアレだよね!?

　お父さん、お母さん、産んでくれて、今まで育ててくれてありがとう。そして今、家にいないことに心から感謝します。っていうかあと二時間は絶対帰ってこないでください。

　そう、オレが大人の階段を昇のぼるまではっ!!

　やがてギシギシっと誰かが現実の階段を昇ってくる音がした。

　オレの心臓が跳はね上あがる。

　ついでコンコンっと鳴なり響いたノックの音に、

「はいぃぃぃっ！」

　オレは甲かん高だかく声を裏返させた。

　……テンパってんだよ。大目に見てくれよ。

「カーくん、もう入ってもいいかな？」

「ど、どどどど、どうぞっ！」

　カチャリとノブが回り、ゆっくりとドアが開いた先には、バスタオルを巻いた湯上りの先輩……はいなかった。

　代わりにいたのは、ウサミミメイド明あ日す香か先輩である。

　えーっと、いったいこれ、どういう状じよう況きよう!?　オレ、もしかして夢か何か見てます？

「えっと、先……輩？　その、格……好は？」

　あまりに予想の斜ななめ上うえを行く展開にまったく付いていけず、オレは途と切ぎれ途切れに声を絞しぼり出してなんとか尋たずねる。

「あう、これはその……」

　呆あつ気けにとられたオレの反応に恥ずかしくなったのだろう、真っ赤な顔でうつむく先輩がめちゃくちゃ可愛かわいい。

　しばしの間、先輩はじっと床を凝視していたが、やおら先輩はぎゅっとひらひらのゴシックスカートの裾を握り締めた。

　途と端たん、ピンと先輩の頭部に取り付けられた垂れたウサミミがひとりでに起き上がる。あれってもしかして、サヤ姉開発の脳波で動くウサミミバンド？　なんで先輩が？

　顔を上げた先輩はにっこりと満面の微笑みを浮かべ、

「ご、ご主人様、元気だすぴょ……ってサヤさん、やっぱりわたしにはこれは無理ですぅぅぅっ！」

　絶ぜつ叫きようとともにその真っ赤な顔を両手で覆おおい隠かくして、泣なき崩くずれるようにしゃがみこんだのだった。





「で、なんでこんな格好を？」

　なぜか床に自主正座して小さくなっている先輩に、オレは改めて尋ねる。涙なみだ目めで鼻をすすっている姿も男心がそそられます。はい。

　先輩の心境を如によ実じつにトレースでもしているかのように、その頭のウサミミは、今はしゅんとうなだれていた。

　まさに現在進行形の黒歴史と言った感じで、触れないでという空気がこれでもかと伝わってきたんだけど、いや、さすがにこれ、訊かないのも不自然すぎるし。

















　ちなみにオレも先輩の真正面に正座中だ。いや、だって、先輩が正座してるのにオレが立って見下ろしてるとかベッドに腰掛けてるとか、ありえんだろ。

「その、カーくんずっと元気なかったから、三人で今日相談して……」

　観念したのか、先輩がぽつぽつと語り出す。三人……ってことは信司もこの件に噛んでるのか。

　そうか、あいつもオレのこと心配してくれてたのか。最近、軽けい薄はくさに磨みがきがかかっていたのも、オレを気き遣づかって励はげまそうとわざと明るく振ふる舞まっていたのかもしれない。

　面と向かって感謝を伝えるのは恥ずいが、今度、それとなく何か奢おごって……

「メイド喫きつ茶さの話をしてたらけっこう食いついてた、とか、一緒にボクシングの試合見に行った時、ウサミミバニーさんをエロい目で見てた……って小お沢ざわくんが教えてくれて……」

　うおぉぉいっ！　信司ぃぃっ!?

　貴様、なにひとの個人的嗜し好こうをあっさりゲロってんの!?　男同士ならいざ知らず、オレの意中のひとにそれを告げ口するって、さすがに男の信義に反しすぎだろ!?　先輩がドン引きしてオレのことを「きもっ」とか思ったらどうしてくれる!?

　はっ、まて！

　先輩は三人で相談って言ったよな。いや、サヤ姉を妄もう信しんしている信司のことだ、もっと前にサヤ姉に報告してる可能性は高い。まさかサヤ姉が脳波で動くウサミミバンド開発したのってそういうこと!?

　いやあああああああ！　なに、なんですか、この、まるで母親にエロ本買ってるのがバレて、「洗せん濯たく機き、勝手に使っても良いからね」とか優やさしく微笑まれたようないたたまれなさは!?

「それで、サヤさんが、『悔しいけど今回はあんたが適任だから譲ゆずるわ。あたしも今ちょっと準備に忙いそがしいし』ってこのウサミミバンド貸してくれて、メイド服は小沢くんのお姉さんのアルバイト先から借りて……」

　……微び妙みように方向性がずれてる気がしないでもないけれど、オレのために、恥ずかしいの我が慢まんして、こんな格好してくれたんだ。

　かなり、嬉しい。

「先輩、その格好、すっげえ可愛いですよ」

　ぴくくっ。

　オレが言った瞬間、先輩の垂れたウサミミが聞き耳を立てるように勢いよく起き上がる。ははっ、ほんとこれ、よくできてるよなぁ。傍はた目めにも装着者の心理が丸分かりと……

　やべっ。またあいつのこと思い出しちまった。忘れなくちゃいけないのに。

「……カーくん？　女の子と二人っきりの時に、他の女の子のことを考えるのはさすがにマナー違い反はんだよ？　しかも褒ほめたすぐ後でってひどすぎ」

　なんか速攻でばれてる!?

　先輩は心を読めないはずなのになにゆえ!?　オレってそんなに考えてることが顔に出やすいの!?

　おそるおそる先輩を見ると、じと～っと半眼でオレの顔を睨にらんでおられる。確かに先輩の言うとおり、褒めた矢先に他の女のことを考えるなんて、あまりに失礼すぎる。

　先輩は唇くちびるを尖とがらせて、

「しかも～、わたしとサヤさんの前でキスなんてしちゃって、さ～」

「うぇっ!?　あれは、その、不ふ可か抗こう力りよくでっ！」

　うおぅっ！　まさかあれが今になって蒸むし返されるとはっ!!

　聡里にキスされて、今も先輩と一緒にいるっていうのに聡里のことばかり考えて、これじゃあもう先輩にロリコンって思われても仕方ないぞ！

　なんとか弁解を……って何て言えばいいんだぁっ!?

「ふふっ。な～んてね」

　おどけたようにそう言って、先輩は柔らかく微笑む。

　あれ？　ぜんぜん……怒おこってない？

「仕方ないよね。困ってる人がいたら、泣いている人がいたら、助けずにはいられない……だって、カーくんはヒーローなんだから」

「せん……ぱい？」

「カーくんは今のままじゃダメだって、思ってるんだよね。なんとか聡里ちゃんを助けてあげたいって思ってるんだよね？」

　じっと先輩がオレの目を覗き込んでくる。

　この瞳に、嘘はつけなかった。

「……はい、あいつを助けたい！　助けて、やりたいんです！」

　どうしようもないことなんだって、わかってはいるんだ。

　それでも、心のもやもやが、晴れないんだよ！　むしろどんどん膨らんできてオレの心を締めつけるんだ。

　このままじゃあいつは幸せになれないって。

「でも、オレには何の力もない！　あいつを探し出して、駆けつけて、オレにいったい何ができるって言うんです!?　何も……できない……っ！」

　能力を消すこともできなければ、一緒にいてやることも、オレにはできない。

　そう、オレなんかより、聡里を利用するため金で買うような下衆のほうが、よっぽど現実的に聡里を救っている。

　虐待する叔お父じを遠ざけ、衣食住を与える。そんなことは親のスネをかじっているガキのオレには、絶対にできないことだった。

「何もできないってことは、絶対にないよ」

　優しく静かに、でも確信に満ちた声で、先輩が言った。その顔に全てを解かすような微笑みを浮うかべて。

「君は助けていたよ。だって聡里ちゃん、楽しそうだったもの」

「そんなの、全然根本的な解決になってないじゃないですか、そう、そんなほんの気晴らし程度しかオレには……」

「君はちっともわかってないなぁ」

　先輩はやれやれと首を左右に振った後、ふっと暗く、自じ嘲ちようするように笑う。最近はあまりしていなかった笑い方だ。でも、一方で既き視し感かんもある。

　聡里が、こんな笑い方をよくしていた……。

「あの娘この気持ち……わたしにはけっこうわかる気がするの。ううん、わたしだからわかる、かな」

「あっ……」

　そうか。先輩もすでに《力》を失っているとは言え、異能の持ち主だった。

　もちろん先輩の言うように、全てはわからないだろうけど、多少なりとも聡里の気持ちを理わ解かってやれるのは、おそらく世界でもこのひとぐらいなんじゃないだろうか。

「今いま頃ごろ、聡里ちゃん、広い部屋で、綺麗な服を着て、美お味いしいものを食べて、今までより全然いい生活をしてるんだろうね」

　聡里を買ったヤツが、約束どおりの待たい遇ぐうを与えている保証はどこにもない。上手い話には裏があるって言うしな。

　でも、今回に限って言えば、多分、先輩の言うとおりだと思う。

　聡里の《力》は、誰かとずっと一緒に暮らすには、深く付き合うには、非常に厄やつ介かい極きわまりない力だけど、一方で、『道具』として見れば、便利この上ないものでもある。

　テレビのニュースを見れば、いつだって政治家たちは本業そっちのけで化かし合いを続けている。超ちよう天てん才さいで数々の特許を持ち、その関係で経済界の重じゆう鎮ちんと呼ばれる人たちと接する機会の多いサヤ姉からは、「海千山千のしたたかな狸たぬきばっかり。相手するの疲つかれる」という愚ぐ痴ちを何度となく聞かされた。

　ガキのオレには想像するしかないけれど、大人になればなるほど、そして社会的地位が上がれば上がるほど、駆け引きの重要度ってやつは増していくんだろうさ。相手の心が読める聡里は、そういう世界ではまさに『ワイルドカード』だ。使える道具であるうちは、大切に扱あつかってもらえるだろう。

「でもね、聡里ちゃんが本当に求めているものは、きっとそんなお金で買えるものじゃないと思うな、うん。聡里ちゃんが本当に求めていたものは、他人と触れ合あうこと、ぽっかりと開いた心の穴を埋うめてくれること」

　その言葉には、実感がこもっていた。

　聡里と同じように、その《力》ゆえ、人の輪から外れ、ずっと独りで苦しんできた先輩だからこその重みがあった。

「ねえ、《力》にだけ目をつけるようなひとが、そんなことしてくれるかな？」

「して、くれないと思います。でも、オレもどうやったらあいつの心が救えるのか、その糸口すら見えなくて……」

「えいっ」

　ポカリと軽く頭を小こ突づかれた。

　いきなり何を、っとオレが見上げると、先輩は苦く笑しようしていた。

「君は難しく考えすぎ。そんなことはサヤさんに任せておけば良いんだよ。君は、君にしかできないことがあるでしょう？」

「オレにしか、できないこと？」

「ねえカーくん、わたし、自分で言うのもなんだけど変わったよね？　最近は、毎日がとっても楽しいの。ベッドで横になると、明日が待ち遠しくてたまらなくなる。明日を諦あきらめていたわたしが、よ？」

　確かに、先輩は変わった。

　誰もがそれを感じている。誰もがそれを喜ばしいと感じている。

「《力》がなくなったせい？　うん、それもあるかもね。でもね、わたしを一番に変えたのは、カーくん、君なんだよ？」

「オ……レ……？」

「君がわたしのことを好きだって言ってくれたから、わたしは変われたの。きっかけは外見でしかなかったけれど、もしかしたら君の中の『ヒーロー』が、わたしの『不幸』に反応しただけなのかもしれないけれど、でも、二ヵ月間、ずっとわたしと一緒にいてくれたってことは、わたしの内面も、それなりには気に入ってくれてるはずって思うの。これは自うぬ惚ぼれかな？」

「ぜ、ぜんぜんそんなことないですっ！」

　出で逢あった時から先輩のことは大好きだったけど、今はもっともっと好きになっている。

　先輩の優しさに触れ、強さに触れ、温かさに触れ、先輩のことを知るたびに、オレはどんどん先輩が好きで好きで堪たまらなくなる。

「うん、ありがと……わたしね、ずっとずっと自分のことが嫌きらいだった。大っ嫌いだった。仕方がないよね。だってみんながわたしを嫌うんだもの。親兄弟、クラスメート、みんなみんな……」

　先輩の瞳に少しだけ涙が浮かぶ。今も現在進行形で続いている悪夢。先輩にとってはきっと、口にすることすら苦痛極きわまりないことだということは想像に難かたくなかった。

　誰だれだって、嫌なことからは目を背そむけていたい。向き合いたくない。オレに何かを伝える為ために、先輩はありったけの勇気を振り絞っているのだ。

「『自分を好きになりましょう。自分が嫌いな人を他人が好きになってくれるわけがありません』。お偉えらい先生方はしたり顔でこんなことを言うよね。確かにこれは一面の真実ではあるのかもしれないけれど、ぜんぜんわかってないよ。順番が逆。独りじゃ自分を好きになんてなれないんだよ」

　先輩の言葉に、オレは田舎いなかでサヤ姉と、聡里の能力について話していた時のことを思い出す。子どもは無む償しようの愛に飢うえている、子どもには、無私の愛情が必要不可欠、そんな話題がちらっとだけどあったはずだ。

　これの意味するところはきっと……

「カーくん、君が『わたし』を見つけてくれたんだよ？　君がわたしのことを好きって言ってくれたから、わたしは自分のことが少しだけ好きになれた。サヤさんや小沢くんと仲良くなれたのも君のおかげ。『わたし』を受け入れてくれる人たちがいたから、わたしは『わたし』を認められたの。好きになれたの」

　先輩が笑う。

　初めて逢ったばかりの頃の、どこかに消えてしまいそうだったあの儚はかなさは、どこにもない。しなやかな強さをたたえた笑顔だった。

「カーくん、君はもう『聡里ちゃん』を見つけてるはずだよ？　もっともっと見つけてあげて、もっともっと好きになってあげよ。って、ちょっとこれは上から目線でおこがましいか。わたしが聡里ちゃんと友だちになりたいの。うん、これだね。これでいいんだよ。きっと」

　自信満々に言い切って、うむうむと満足げに頷うなずく先輩。

「……ふ、ふふふ……はははははははっ！」

　こらえきれず、オレの口からは笑えみが零こぼれ、そしてそれはすぐに大たい笑しようへと変わる。

　こともなげにあっさりと言ってくれるぜ。聡里の《力》のこととか、全部棚たな上あげじゃないですか。でも、自分の『闇』を見つめて、向き合って、勇気を振り絞って話してくれた。きっと今のは、冗じよう談だんっぽく言ってはいても、覚かく悟ごの上の言葉であり、厳然たる決意表明なんだ。

　このひとに惚ほれた、このひとを見つけることができた自分が、今はひたすら誇ほこらしい。

　いや、もう、ほんと惚れ直したわ。

　ひとしきり笑った後、オレはおもむろに立ち上がる。身体が羽のように軽い。今までの倦けん怠たい感かんがまるで嘘のようだ。溢あふれんばかりに力がみなぎっている。

　女の先輩にここまで言わせておいて、男のオレがいじけてちゃ、あんまりにも格好悪すぎるだろ、なぁおい？





　聡里を助ける。

　そうは決めたものの、聡里がどこに行ったのかまるでわからない。やっぱりここは「助けて、サヤえも～ん！」しかないだろう。

　オレは隣となりの高たか尾お邸ていを通り過ぎ──ここは一年以上前から空き家同然だ──さらにその隣、半球状のシルエットにさまざまな突とつ起きが取り付けられた奇き妙みよう奇き天て烈れつな家（？）の前に立つ。

　庭を囲むブロック塀べいには「SAYA'S LABO」というプレート。

「いつも思うけど、面おも白しろい家だよね」

　そう言える先輩はやっぱり大物だと思う。ご近所での通つう称しようはマッドサイエンティスト工場だ。実際、先日の脳波で動くウサミミバンドからもわかるように、時代の先を行きすぎて役に立たないものばっかり研究開発しておられるので、その評価は妥だ当とうと言える。

　まあ、凄すごい有用なものも数多く発明してるんだけどね。その特許料で高校二年生にしてこんな変な家、ポンと建てられるぐらいに、な。

　ピンポーンとベルを鳴らすと、

「はい」

　と、ドアフォンからサヤ姉とは違ちがう、落ち着いた大人の女性の声が応答する。

「オレっす。入れてもらえます？」

「あら、久しぶりね。今鍵かぎ開けるわね」

　言い終えるなり、ガチャリと近くで物々しい音が響き、オレはドアノブを回して中に入る。

　玄げん関かんから入ってすぐ右手、一〇畳ぐらいの広さの部屋に、高級そうなソファーや机がでんと鎮ちん座ざし、オレごときパンピーには価値などとても判断できないんだけど、観葉植物や絵画なども飾かざられている。

「いらっしゃい」

　その応接室の、入り口に程ほど近ちかい一角に設置されたオフィスデスク、そこで仕事していた女性が、くいっと眼鏡のズレを直し、優しい微び笑しようを向けてくる。

　二年前からサヤ姉の秘書を務めている、涼すず原はらさんだ。ピシッとしたスーツ姿に身を包つつんだ妙みよう齢れいの理知的な、まさに「大人の女」と言った感じの女性だ。

　前述のように、サヤ姉の開発するものは、ガラクタも多いけど巨きよ万まんの富も生み出す。つまり税務処理や、あちこちからかかってくる商談やセールスの電話の応対などなど、煩わずらわしい雑事がどうしても発生する。それらを引き受け処理しているのがこのひとである。

　サヤ姉からは相当信しん頼らいされているみたいで、イコール、めちゃくちゃ優ゆう秀しゆうなひとなのは間ま違ちがいない。このひとの下にもあと二人、事務仕事を請うけ負おっている女性がいるんだけど、すでにアフターファイブだからか、その姿は見えなかった。

「あの、サヤ姉は？」

「サヤさんなら地下の研究室にいるんじゃないかしら」

「地下っすね。ありがとうございます」

　礼もそこそこに、オレは勝手知ったる他人の家とばかりに廊ろう下かを通とおり抜ぬけ、突つき当あたりのエレベーターのボタンを少々乱暴に連打する。

「自宅にエレベーターとか地下室とか、凄いよね……あっ、そう言えば地下室ってまだわたし、行ったことない。ちょっと楽しみかも」

　階数を表示する電子版に目を向けつつ、先輩がひとりごちている。

　予知夢を巡めぐる騒そう動どうのときお泊とまりしたのをきっかけに、先輩はけっこうちょくちょくこの家に遊びに来ているらしい。先々週だったかな、「サヤさんとパジャマパーティーしたの！」とすっげえ嬉しそうに語っていた。

　チンという音とともにドアが開くや、オレたちは早さつ速そく乗り込み、Ｂ１Ｆというボタンを押おす。あのエレベーター特有のちょっとだけふわっとした感覚が身体を襲おそい、再びドアが開くと、ツンと学校の科学室のような薬品のにおいが鼻び腔こうを刺し激げきしてきた。

　所狭しと並ぶ用途のわからない怪しげな実験器具の数々が、白色灯に照らし出される。その奥おくで、液えき晶しようディスプレイと睨めっこしながらカタカタとキーボードを叩く白衣の金きん髪ぱつ少女。机に積みあがる書物や書類の山。

　いつ見ても、めっちゃシュールな光景だな。

　タンッと弾むようにエンターキーを叩き、サヤ姉はクルリと椅い子すを回転させる。足を組み、頬ほお杖づえをついてオレたちを見る姿はまさに女王様そのものである。

　その目が驚いたように数度瞬まばたきを繰くり返かえす。

「……うわー、煽あおったのはあたしだけどさ、ほんとにそんな恥はずい格好するとは思わなかったわー」

「ひど、サヤさん、ひどっ！」

　あまりと言えばあまりに悪あく辣らつな言い分に、ウサミミメイド明日香先輩が涙目で叫さけぶ。っていうか今気づいた。先輩、着き替がえてないや。

　サヤ姉は先輩の抗こう議ぎを実に興味なさげにスルーし、オレへと視線を向ける。

「来たわね、ロリコン」

「ロリコンちゃうしっ！」

「ふんっ！　聡里とキスしてたくせに」

「ぐっ！」

　事実を出されると否定しようがなく、オレは二の句が出てこない。

　くそっ、オレからしたわけじゃないのに！

　サヤ姉だって見た目ロリのくせにっ！

「随ずい分ぶんと反はん抗こう的てきな目ね。ふっ、ちったあ調子戻もどったみたいじゃない」

　サヤ姉が満足げに小さく笑みを零す。今のやり取りはオレの状態を見み極きわめるためってところか。

　やっぱりこのひとには敵かなわないなぁ。そして、この数日、オレってば周りに相当心配かけまくってたんだなぁ。

　まったくオレは幸せ者だぜ。聡里の境きよう遇ぐうを知ってるだけに本当にそう思う。

「で、カー坊、あたしに何の用かしら？」

　実にけだるげにサヤ姉が問う。オレがなんでここに来たのか、おそらくわかっているだろうに、あえて訊きいてくる。

　裏で暗あん躍やくして先輩を焚たきつけたりしていたのも、いろいろ準備が整ったから、と言うのは、このひとを買いかぶりすぎだろうか？

　オレはサヤ姉の目をきっと見つめ、淡たん々たんと用件を告げる。

「聡里を助けたい。どこにいるのか調べて欲ほしい」

「もう調べてあるわよ。というかあんたが呆ほうけてる間に、聡里の叔父から情報は聞き出だしておいたのよ、そっから調べるのは造作もなかった」

「おお、さすが」

　相変わらず手て際ぎわがいい。

　……いや、オレがまぬけすぎるだけとも言えるけど。

「聡里を引き取ったのは、小鳥遊たかなし京きよう水すいよ」

　ふうっと面めん倒どうくさそうにサヤ姉が言う。

　その名前には、聞き覚えがあった。え～っとどこだったか。

「小鳥遊って……テレビとかに時々出てる、あのカリスマ経営者ですか？」

　先輩の言葉に、オレも思い出す。そうだ、確か数年前、プロ野球チームを買い取って話題になっていたヤツだ。

「そう、株式会社プレイバード社長。裸はだか一いつ貫かんで起業し、ソフトウェア開発を中心に様々な分野に進出、わずか二〇年で世界有数の巨きよ大だい企き業ぎようを築き上げた、経済界の超ちよう新しん星せい」

「おいおい、そんな有名人がなんで……」

　こんなリスキーなことを？　と疑問に思わずにはいられなかった。

　人身売買なんて最低最悪の犯罪に手を染めていたなんてばれたら、今まで築き上げてきた名声や財産を一気に失うことだろう。あまりに危険すぎる。

「彼は非合法なことなんて、何もしていないわよ？」

「え？　でも……」

「探たん偵ていを雇やとってその辺を洗ってみたけれど、彼は法に則のつとり、親権者の承しよう諾だくも取り、一人の子どもを養女として引き取っただけ、よ。バレたところで虐ぎやく待たいされていた少女を助けた美談にしかならないでしょうね。ほらっ」

　サヤ姉が机の上にあった茶ちや封ぶう筒とうをオレのほうに放ってよこす。受け取って中を確かく認にんすると、書類の束。おそらくその雇った探偵からの調査報告書といったところか。

　ここまでするあたり、なんだかんだでこのひとも聡里のことをすっごく気にかけていたんだな。

　サヤ姉は頬杖をついたまま、ふんっとつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「聡里を助けたい？　金持ちに引き取られて、あの子、今は十分恵めぐまれた生活してるんじゃない？　これ以上、あんたがいったい何をしてあげられるの？」

　どこか挑ちよう発はつ的てきな、オレを試ためすような物言い。

　オレはそれをしっかりと受け止め、高らかに断言する。

「わからん！」

「っ！」

　頬杖からずり落ちるサヤ姉。

「でも、その小鳥遊とかいうヤツの傍そばに置いておくことが、聡里のためになるとは到とう底てい思えない」

「あのね、じゃあそこから聡里を連れ出して、その後、どうしようってのよ？　犬いぬ猫ねこ拾って育てるのだって大変なのよ？　現実、高校生でしかないあんたに、何ができるって言うの!?」

「それもわからん！」

「あのね……」

「でも、ああ、でも！　このまま放っておいたら、オレは絶対後こう悔かいする！　だから……」

「……ほんとガキよね、あんた」

　吐はき捨すて、サヤ姉は嘆たん息そくする。それはもう深く深く長く長く。

　呆あきれ果はてて、それ以上、言葉もないようだ。自分でも馬ば鹿かなことを言っているという自覚はあった。

　サヤ姉の言うように、こんなのはガキの戯たわ言ごと以外の何物でもない。自分の思い通りにならないことが気に入らない、諦めきれない。お菓か子しを買ってと泣き喚わめくガキと変わらない。

　これはさすがに見放されたかなぁ。

「……そう言えば最近、一人、家政婦を雇おうと思ってるのよ。住み込みの。今は部屋の掃除とかは涼原たちがやってくれてるんだけど、業務外のことをやらせるのはちょっと心苦しかったのよね。ねえ、誰か心当たりない？」

「サヤ姉っ！」

　感かん極きわまり、オレはサヤ姉に思いっきり抱だきつく。や、やっぱりこのひとはすげえ！　器がでけえ！　あんた漢（？）だよ！

「ふん。せ、せいぜい、か、感謝しなさい。ったく馬鹿な従弟おとうとを持つと苦労するわ」

　言葉こそ偉そうなんだけど、サヤ姉にしては妙みようにたどたどしくかすれたような声で言って、ポンポンっとオレの背中を二度、軽く叩く。

　ふっと小学生時代の頃ころを思い出した。オレが落ち込んでいると、サヤ姉はいつも抱き締しめて、こうやってポンポンって頭とか背中を労わるように叩いてくれたっけ。

　いや、今はオレのほうから抱き締めてるんだけど、なんか懐なつかしい。さすがにこの年になると抱き合うなんてことはめっきりなくなって……

「はいはい、カーくん、嬉しいのはわかるけど、無む闇やみやたらと女の子に抱きついちゃダメだよ～？」

　ひんやりとした声とともに、ポンっと軽く肩を叩かれ、オレははっと我に返り、慌あわててサヤ姉から飛とび離れる。

　オレってば、先輩の前で何やってんの!?　ただでさえ自発的ではないとは言え他の女の子とキスしていたのを見られたばかりだというのに！

　やべえ、やばすぎる。もう先輩の中でオレは完全に女たらしの烙らく印いんを押されてしまったのじゃなかろうか!?

「ま、まあ、あ、あんたの決意の程ほどはわかったわ」

　オレから視線を外し、妙に顔を赤らめたサヤ姉がとりつくろうように言う。

　ひゅおおおおおおお。

　なんかこの地下室、エアコン効きすぎじゃね？　めっちゃ寒いんですけど。なぜか冷気は天てん井じようの業務用エアコンからじゃなくて、オレのすぐ背後から感じるのは、多分、気のせい……だよね？

「じゃ、聡里のところに連れてったげるとしますか」

　颯さつ爽そうと白衣を脱ぎ捨てて、サヤ姉が立ち上がる。

「あっ、そう言えば、聡里は今どこにいるんだ？」

　まだ肝かん心じんのあいつの居場所をオレは聞いていなかったことを思い出す。

　今日は金曜日で、明日は学校は休みだし、多少は遠出できるけれど、そもそもオレは金欠だったりするわけで。

　旅費はサヤ姉に立たて替えてもらうしかないわけだけど、いや、いくらかかってもオレは行くつもりだけどさ、やっぱりあんまり遠くないほうがいいというか。

　そんなオレの葛かつ藤とうを、長年の経験から読み取ったのだろう、サヤ姉が意地悪く笑う。あ、なんかすげえ嫌いやな予感。

「豪ごう華かカジノ客船『アトランティック』」








ACT5

Ambivalent of Telepath




　ずっと、ずっと、心の中に押し殺ころしてきた想おもいがある。

　聡さと里りの心の中には、ぽっかりと黒い穴が開いていて。

　そこには絶えず寒風が吹ふき込んできている。

　どうしようもなく疼うずくのだ。苦しいのだ。凍こごえるのだ。

　だから誰か、助けて。

　だから誰か、この穴を塞ふさいで。

　誰か……誰か……聡里を愛して……。

　分不相応な望みだとわかっている。

　人の心を読む化物、それがサトリだ。

　聡里のせいで両親は離り婚こんし、母は自殺し、父は失しつ踪そうした。

　皆が聡里を忌み嫌う。

　当然だ。こんな化物、いったい誰が好きになるというのだろう。

　もし、この《力》がなくなれば……。

　そう夢想して、自嘲する。

　いったい何度、こんな愚ぐにもつかないことを考えただろう？

　いまさらだ。本当に、いまさらだ。

　こんな貧相で愛あい嬌きようもない可愛げのない聡里のどこに、女としての価値がある？

　ろくすっぽ学校にも通っていない聡里には、学もない。

　ずっと人を避さけて生きてきた聡里は、人との付き合い方も知らない。

　聡里には、何もない。

　結局、今の聡里にあるのは、この忌まわしき《力》だけ。

　少なくとも、この《力》がある限り、あのひとは聡里に『価値』を認めてくれる。

　人としては扱わず、聡里を道具としてしか見ていないあのひとは、楽な相手でもあった。

　こちら側に絶対に踏ふみ込んでこない。

　ゆえにこちらも、一切の期待を抱かずに済む。

　もう、諦めよう。

　ありもしない希望にすがっても、ただただ心が痛むだけだ。

　もうこれ以上、傷つきたくないの……。








　カジノと言えば、アメリカのラスベガスや中国のマカオなんかがとかく有名だろう。

　他にも世界中におよそ二〇〇〇と言う数のカジノがあり、世界一二〇ヶか国こくで合法化されているそうだが、一方、日本国内では刑けい法ほうによって賭と博ばく行こう為いが禁止されているので、カジノの設置ができないらしい。

　近年、観光客の誘ゆう致ちや税収など経済効果が見込めるため、カジノ合法化を求める動きが国内にも少なくなく出始めてはいるのだけど、青少年への悪あく影えい響きようや治安悪化、暴力団等の資金源になるのではという反対論は根強く、未いまだ実現には至っていない。

　さて、そんな中、ある日本のテーマパークがカジノ船を運行するという構想をぶちあげた。日本船せん籍せきだと領海外でも日本の法律が適用されるため、船籍を外がい国こく籍せきにし、日本の領海を出て、公海上においてのみ賭博行為を行うらしい。

　賛否はもちろんあるだろうが、一応、法に問われるようなことはないとのこと。

　一いつ般ぱん向けの就航は来週からを予定しているそうだが、特権階級ＶＩＰだけを招待して、今夜、処女航海に出るのだと言う。そして、その祝賀セレモニーに小鳥遊たかなし京きよう水すいが来らい賓ひんとして招待されているようなのだ。

「となれば十中八九、聡里を連れてくる、でしょうね」

　サヤ姉は自信満々にそう断言し、オレや先輩も異論はなかった。心理戦の色合いが強いゲームにおいては、心が読めるということは絶対的なアドバンテージだ。まさにこの船上カジノは聡里の《力》を試すのにもってこいの舞ぶ台たいであろう。

　オレたちは涼すず原はらさんに車で空港まで送ってもらい、飛行機で長なが崎さき県けんまで飛び、そのカジノ船に慌あわただしくも飛び乗ったのだった。

　ちなみにオレの分の旅費は全額サヤ姉持ち。サヤ姉は「後で身体で返してもらうから」とくつくつ意地悪く笑ってたりして、めっちゃ不安になったけど背に腹は替えられぬ。

　しかし、本来、招待客だけが乗れるはずの船に顔パスって、やっぱりサヤ姉すげえ。受付の人が上にお伺うかがい立てたら、わざわざオーナーが出で迎むかえに来たんだぜ？

「世界でも評判の超天才美少女がセレモニーに駆けつけてくれたとなれば、そりゃ箔はくがつくってもんでしょ」

　とはサヤ姉の弁。

　先輩は旅費を全額カードでお支し払はらい。そう言えば、先週もオレの田舎に来てたし、喫茶かりおすとろでも奢ってもらったし、なにげに先輩ってお嬢じよう様さま？

　……なわけないよな。先輩って家庭内でも孤こ立りつしているっぽいのにどうしてそんなにお金持ってるんだろう？

　そんなわけでオレたちは今、領海外に出るまでの間、船の個室にて強行軍の疲れを癒いやしているのだけれど。

　さすがＶＩＰ用と言うか、インテリアの一つ一つが上質で、さらには天井のシャンデリアとかもうキラキラしてて目がチカチカするぐらいなんだけど。

「死にたい……もう死にたい……」

　部屋の隅すみで先輩がうずくまり顔を覆ってさめざめと泣いていて、その一角だけずーんと雰ふん囲い気きが暗くよどんでいた。

　ほんのつい数時間前、「毎日が楽しい」と生気に満みち溢れた顔でほがらかに明るく語ってくれたというのに、いまや見る影かげもない。

　繰り返すが、ここまで強行軍でやってきた。実に慌ただしく、時間のゆとりなんてほとんどなかった。特に飛行機はギリギリのタイミングで、それこそオレの家に制服を取りに戻る時間もないほどだった。

　すなわち──

　今も先輩はメイド服姿だったりする。

　さすがにウサミミバンドこそ外しているけれど、この格好はさすがに目立ちまくることこの上ない。先輩自身、そこらのアイドル顔負けの超ちよう絶ぜつ美少女だったりするのでなおさらだ。

　空港のロビー、飛行機内、空港から港までの電車内、乗船時と、ありとあらゆる場面で人の目を惹ひきまくり、写メも撮とられまくってた。

　先輩はこれまで人に避けられて生きてきた。言いい換かえれば、大勢に注目されるということにまるで慣れていないということでもある。相当恥ずかしかったみたいだ。

　いやぁ、しかし、先輩には悪いんだけど、オレとしてはいいものを見せてもらったなぁという感じ。緊きん張ちようして上がりまくって顔を真っ赤にしている先輩、めっちゃ可愛かった！

「……はっ！」

　いきなり強きよう烈れつに高まったプレッシャー。

　こ、これは……

「カーくん？　今、変なこと考えてたでしょ？」

　先輩に半眼で睨まれる。

　うおぅ、またなんかバレてる!?　先輩の女の勘かんってもう聡里レベルじゃないの!?

「あんた、顔にですぎなのよ」

「あたっ」

　パコンとサヤ姉に丸めたパンフレットで小突かれた。

　それでポンポンと自らの掌てのひらも二度叩たたき、場を仕切るようにサヤ姉は言う。

「さて、領海外に出るまでちょっと時間あるし、真面目まじめな話をしましょうか。ほら、明あ日す香かもいつまでもいじけてないでこっち来なさい」

「ううっ……制服だったサヤさんにわたしの恥ずかしさはわからないんです」

「あたしちゃんと六時までにカー坊連れて来いって言ったじゃない。三〇分もオーバーしたのはあんたでしょ？」

「うううっ、そうですけど、そうでしたけどぉ。わかりましたよぉ」

　ぼやきつつも先輩はのそのそと立ち上がり、オレたちの傍にある椅子に腰こし掛かける。サヤ姉の雰囲気から重要な話だということを察したのだろう。

　先輩の着席を確認し、サヤ姉がオレたちを見み据すえ、

「聡里をここから連れ出してあたしの家に住まわせるのはいいんだけど、大きく二つ、問題があるわ」

　ビシッとオレたちの前にＶサインを突きつけ、そして中指を折る。

「一つ目。小鳥遊京水が、現在、聡里の正式な親権者であるということ」

「彼の下から聡里ちゃんを連れ出しても、わたしたちのほうが誘ゆう拐かい犯はん扱あつかいされる、ということですね」

「ゆ、誘拐犯!?　ちょっ、それはまずくないか!?」

　聡里を救おうとして警察に追われる身になったんじゃ、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところである。

　サヤ姉は今頃気づいたのか、という呆れをありありと顔に浮かべる。少しぐらい隠してもらえると、オレの傷心具合が減少するので助かるのですが。

　しかし、いきなり頓とん挫ざしたな。さすがに法律が相手じゃどうしようも……

「ふふ、まあ、これに関しては、小鳥遊に親権を譲り渡させるとっておきの秘策があるから、任せておきなさい」

　ニヤリとサヤ姉が悪の女幹部よろしく微笑ほほえむ。

　いったいどうするつもりだ？　でも、サヤ姉がここまで自信満々に言い切るのだ。何とかできると言うのなら、任せておいてもいいだろう。

　本当に問題なのは、次だ。

　もう一つの問題に、すでにオレは察しがついている。そしてそれをどうにかしない限り、おそらく聡里は幸せになれない。

　つまり、

「二つ目、人間関係に重大な支障をきたす聡里の《力》をどうするか、よ」

　そう、これが最大の難問だった。





　先輩の《力》は、『誰もいない遠くへ行きたい』と言う願望の消失により、抑おさえ込むことができた。

　しかし、田舎で最初にサヤ姉と話したように、聡里の場合、この方法で力を失わせることができない。

　人と付き合う限り、人を好きになる限り、『この人は自分のことをどう思っているんだろう』、その想いを完全に消すことはできないからだ。

　この他人の心が勝手に流れ込んでくるという状じよう況きようをどうにかしない限り、聡里が幸せな日常を送ることはほぼ不可能と言える。

　サヤ姉は聡里を自分の家で引き受けるなんて器量を見せつけてくれたけど、それにしたってやっぱり、プライバシーを全て覗く存在が間近にいて、心ここ地ちよかろうはずもない。

　当面はよくても、長期的にはやはりいろいろ問題が噴出することは目に見えている。早さつ急きゆうにどうにかしなければならない事案だった。

「あたしなりにね、この一週間、聡里の力に関して、いろいろ考察してみたのよ。あの子は人の思考を読む。じゃあ、カー坊、そもそも思考ってなに？」

「いいっ!?　いきなりそんな哲てつ学がく的てきなこと聞かれても。え～っと、その、文字通り、思ったり考えたりすること？」

「どこで？」

「どこって、頭だろ？」

「そう、ここ、脳で行われている」

　トントンと、サヤ姉は自らの側頭部を人差し指で叩たたき、

「じゃあ人間の脳と言うのは、どうやって動いているのか？　すでにこれは現代科学でもかなり解明されてきている。脳はね、科学的に言えば、電気信号によって全て動いているの。極論的には、コンピューターが０と１の二進法で動いているのと仕組みは一緒。脳のう細さい胞ぼうの中にあるシナプスってヤツが『くっついた』『離はなれた』という作業を、膨ぼう大だいな、それこそ星の数ほどの膨大な作業を延々行っているに過ぎない」

「『くっついた』が１、『離れた』が０ということですね」

　明日香先せん輩ぱいが確認するように問うと、サヤ姉はコクンと相あい槌づちを打つ。あー、そう言えばオレも、コンピューターが究極的には０と１だけで構成されているってのは聞いたことあるな。人間の脳もそうだと言うのは初めて知ったけど。

「じゃあ電気信号、すなわちそもそも電気とは何か。これは『電子の移動』によって発生しているエネルギーよ。で、電子は当然、『量子力学』の取とり扱う分野」

「また量子力学かよ……」

　ちらりと先輩のほうを見つつ、オレはうんざりと呟つぶやく。

　つくづく縁えんがあるらしい。とは言え、頭の悪いオレには難解すぎる学問なので、いろいろ理解するのに苦労させられている。

「ええ、また、よ。ま、常識が通用しないのが超ちよう能のう力りよく。同じように因果律が破は綻たんしていてあたしたちの常識が通用しない量子力学と相あい性しようがいいのも、必然と言えば必然なんじゃない？」

「そういうもんか？」

　なんかあまりに乱暴すぎるような気がしないでもないんだけど。

「ええ、量子力学の基本よ。持ってる常識は全てうっちゃって、もうそういうもんだって思い込めってね」

　あー、そう言えばそういう学問だったなぁ、量子力学って。量子力学の基き礎そを築き上げたシュレなんとかって天才も、そのデタラメさに嫌いや気けがさして物理学から生物学に転向したんだったっけか。

「で、ここでおさらいよ。カー坊、スーパーポジション、覚えてる？」

「あ、ああ。えっと確か……いくつかの状態が重ね合わさっている、だったっけ？　ンで、観測することで初めて、一つの状態に確定する」

　一個の電子が、Ａ点にいる状態、Ｂ点にいる状態、Ｃ点にいる状態、それらが共存して重ね合わさっているという奇き妙みような状態のことのはずだ。ここで重要なのが、三個の電子が、ではなく、あくまで一個の電子が、Ａ点、Ｂ点、Ｃ点にまったく同時に存在しているということだ。

　まあ、これだけだとよくわからんので、オレなりに噛かみ砕くだいた解かい釈しやくを言うと、もしかしたら間違っているのかもしれないけど、量子というのはもはや物質というより、「可能性」の存在なのだ。

　未来に例えよう。

　例えば一年後の今日この時刻、オレは多分自宅にいるだろう。あるいは学校にいるかもしれないし、もしかしたら、どっかのホテルで先せん輩ぱいと……ってこともあるかもしれない。なんかよく分からん事件に巻き込まれ、今回みたいに船の上にいたり空の上にいたりするかもしれない。

　つまり、未来においては、『可能性のオレ』はありとあらゆる場所に同時に存在することができるわけだ。量子も要はこれと一いつ緒しよ。観測して確定するまでは、可能性の存在だから、あらゆる場所に同時存在できるってわけだ。

「おおっ、てっきり忘れてると思っていたのに、あんたにしてはよく覚えていたじゃない」

　……微び妙みように馬鹿にされてる気がしたが、反論はすまい。確かに、普ふ段だんのオレならこんなこと速そつ攻こうで忘ぼう却きやくの彼方かなたに消し去っている。

　大事な先輩に関係することだったから、覚えていただけだ。そして、その辺のことを口滑すべらしたら、絶対にサヤ姉の機き嫌げんを損そこねることになる。

　沈ちん黙もくは金である。

「明日香もこの辺までは大だい丈じよう夫ぶよね？」

「うん、まあ……以前、未来量子論を説明してもらった時に、なんとか」

「オーケー。じゃあ、本題に入りましょう。次世代の通信技術として、量子情報通信って言うのが今、盛んに研究されているわ」

「名前からするとやっぱり、量子力学をなんか応用して行う通信、だよな？」

「そう、量子テレポーテーションって現象を利用して、情報を送信するの」

「あっ！」

　聞き覚えのある単語に、オレは最近肌はだ身み離はなさず持ち歩いている愛読書を取り出し、パラパラッとめくる。

　……あった。ここだ。

『単一のイベントで二個の素そ粒りゆう子しを発生させると、この双ふた子ごの素粒子──ＥＰＲペアは途と中ちゆうでなんらかの邪魔（観測をされる、障害物がある、など）が入らない限り、一つの方程式（波動関数）に従って永遠に飛び続ける。

　双子の素粒子は一つの方程式に基もとづいて動いていることから、一方を観測しその状態を決定付けると、観測をしていないもう一方の素粒子の状態もその時点で決定されてしまうことになる。

　これを利用して離れた場所に「量子状態」を転送することを量子テレポーテーションと言い、現在、この現象を利用した次世代通信が研究──』

　で、ページをめくった先に続いているわけだけど、読み返してみてもやっぱりよく意味がわからない。

「まあ、量子テレポーテーションこれをあんたらにわかるように言うと……そうね、一いち卵らん性せい双そう生せい児じが、遠くに離れているのに、お互たがいの感情や痛みを共有する、そんな不可思議な現象があるでしょう？」

「ある……な……」

　いわゆる双子のテレパシーってやつだな。双子の兄貴が足を怪け我がをしたら、怪我をしていないはずの弟までなぜか同じ箇か所しょに痛みを覚えた、ってやつ。

　テレパシー……か。聡里の《力》も、超能力ＥＳＰの分類的にはこれに属するんだと思う。

　強い既視感があった。ああ、そうだ。先輩の未来予知の時だ、あの時も、未来と量子の奇妙な一いつ致ちに愕がく然ぜんとしたものだった。

　今回もきっと、この例え話が量子に絡からんでくるのだろう。

「科学ではまだ説明がつかないんだけど、かなりの数の症しよう例れいが報告されているわ。これ、実は量子の世界にも似たような現象があるの。ある単一のイベントで二個の素粒子を発生させると、この双子の素粒子も、人間みたいに不思議な運命を共有することになる」

　ほら、な。

「この双子の素粒子を、片方をＡ、もう片方をＢとしましょう。量子は本来、『観測』を行うまで状態が決定することはないわ。でも、この不思議な運命を共有している双子に限っては例外なの。Ａを観測した瞬しゆん間かん、観測していないはずのＢの状態も同時に知ることができるの」

「さっきの双子みたいに、か？」

「そそ。この双子の量子──ＥＰＲペアってのは面白くてね。どれだけ距きよ離りを離しても、どれだけ時間を置いても、この不思議な関係を保持し続けるの。つまり、このＡとＢを物理的にめいっぱい離した段階でも、Ａを観測すれば、その瞬間にＢの状態が確定する。つまり、Ｂの近くにいる人間は、Ａの状態を知ることができるってわけ。傍はた目めには、量子情報がまさしく瞬間移動したように見えることから、この現象を量子テレポーテーションって言うの」

「え……っと？」

　いまいちよくわからず、オレは首を傾かしげる。

　やべえ、だんだんついていけなくなってきた。

　サヤ姉がピンと人差し指を立てる。

「量子ってのはね、どうも回転してるっぽいのよ」

　サヤ姉がオレに人差し指を突きつけ、催眠術でもかけるようにくるくるっと回す。

「当然、回転数も違うし……」

　指を回すの速度が一気に速くなり、そしてすぐにまたゆっくりに戻る。

「回転の向きも当然いろいろある」

　時計回りに回していた指を、今度は反時計回りに回す。ついで右斜め回転、左斜め回転。あの、なんかオレ、本当に目が回りそうなんですが。

「回転の向きが一番分かりやすいかな。いろいろ実験した結果、Ａが時計回りだったらＢが反時計回り、Ａが反時計回りだったらＢが時計回り、っていう関係性がこの双子にあったとわかったら……」

「あっ！　０と１ですっ！」

　説明の途中で先輩が突然声をあげ、サヤ姉が満足げに頷うなずく。

　オレも遅れて気づく。時計回りを１、反時計回りを０と置き換えれば、二進法によって情報を送ることができるって寸法だ。そして聡里には思考を司つかさどる電気信号情報を自動的に瞬時に解析してくれる器官、すなわち「脳」がある。血液型さえ合えば他人の臓器でも問題なく動くらしいし、なら他人の思考も何とかなりそうだ。

「そして、この量子テレポーテーション、今年初めに発表されたある論文によれば、理論的には空間だけでなく、時間すら超えることができるらしいの」

「時間って……まさか先輩!?」

「ええ、この双子関係ＥＰＲペアを作為的に作る事を、量子をもつれさせるって言うんだけどね、おそらく『心の原風景』のその瞬間、明日香は『未来』ともつれ……聡里は『人の思考』ともつれたのよ」

「もつれって……糸がもつれるとかの、あのもつれ？」

「そう、そのもつれ、よ」

　オレの問いにサヤ姉が頷く。

　もつれた……か。まあ、言い得て妙かもしれないな。絡まってどうしようもない感じがまさに、な。

　先輩は『誰もいない遠くへ行きたい』という願望を捨てることで、未来とのもつれを解ほどくことができた。しかし、この方法は聡里には使えない。

　何か、何か別の方法を探すしかないのである。

　オレたちが話を咀そ嚼しやくするのを待って、サヤ姉が再び口を開く。

「続けるわね。『我思う。ゆえに我あり』、なんていう有名な言葉があるんだけど」

「どっかで聞いたことあるな、その言葉」

　そもそも、オレとしては何をそんな事で悩んでんの？　って感じだけどな。グダグダ難しいこと考えなくたって、オレはここにいる。他の人からもちゃんと見えてて、触さわれもする。そりゃいるに決まってるだろ。

「まあ、単純に、考えている本人が認識しない『思考』なんてものはないのよ。認識できるから人はその考えを深めることが出来るし、ひいては今こん日にちの隆盛を築くことができた。つまり、この言葉はこうも言えるわけよ。『我思う。それを観測している我がある』と」

　観測。それは量子力学においては非常に重要な意味を持つ。

　何かの「発動」を意味する。先輩の時は未来を確定させた。

　聡里の場合は……

「簡潔にまとめるわ。聡里ＡとあたしたちＢの間には思考の双子関係ＥＰＲペアが生じている。そして、あたしたちＢが自らの思考を『観測』すると……」

「その量子テレポーテーションとやらが発生して、思考が聡里Ａに流れ込む？」

「そういうこと、ね。聡里が認識した人間だけ、というのはおそらく無意識下における自己防衛のストッパーね。量子テレポーテーションに距離は関係ない。世界中の人間の思考なんて流し込まれたら、さすがに脳がもたないし」

　あー、そういえば前に、英語の勉強をしている時に何かで読んだ記憶がある。人間は無意識下での情報の選別、というのを行っているらしい。例えば、多くの日本人は、英語の特定の音を聞き分けられない。日本語にその音がないため、その生育過程において、脳がその音を聞き取る機能を不必要と眠らせてしまうのだそうだ。

　まあ、コンピューターだって余計なプログラムを疾はしらせておくと、それだけ処理速度が落ちる。人間の脳もそうやって使わない機能を封印して効率化しているのだろう。

　ったく、それなら能力のほうをどうにかすればいいのに。アレルギーなんかもそうだけど、人間の身体からだってのはほんと自分でも思い通りにならないもんだよな。

　オレはこくりと深く頷く。

「……正直、理解できているかどうかかなり怪しいんだけどさ、まあ、なんとなくだけどわかった……と思う。それで、どうすればいいんだ？　どうすればその思考の双子関係ＥＰＲペアを崩壊させられるんだ？」

　肝心なのは、ここだ。

　なんとしてでも、聡里を普通の女の子にしてやらなくちゃいけないんだ。

　オレにはその方法が皆目見当がつかない。

　しかし、サヤ姉なら、サヤ姉ならきっと……

「それは……」

「「それは？」」

　ごくり。オレと先輩が、ほとんど一緒に唾つばを飲み込む。

　サヤ姉はちょっとだけ顔を引きつらせつつ、あさってのほうを向いた。

「……まだ研究中だったり♡」

「こ、ここまで来てまたそれかーっ！」

　オレの絶ぜつ叫きようが部屋に響ひびき渡わたる。

　正直、すでにオレの頭はオーバーヒートですよ？

　ここまで頭を使ったのは人生で初めてですよ？　先月より頭使ってるよ？

　なのに結局わかりませんってそりゃねえだろ！

「期待して聞いてたのに！　なんかめっちゃ損した気分だ！」

「なっ!?　なによ、その言い草は!?　あたしだって行いき詰づまってるからあんたの閃ひらめきに期待したのよ！　なのに何も思いつかないなんて、ほんと使えない男ね。あたしのほうこそ期待して損した、よ！」

「なにおおおおっ！」

「なによぉっ！」

「ま、まあまあ……」

　先輩が慌ててヒートアップしかけたオレたちの間に割って入ってなだめる。

　それでもオレとサヤ姉は猛もう獣じゆうのごとくしばしがるるっと睨にらみ合あい、「「ふんっ！」」と同時にそっぽを向く。

「うわー、やっぱりどっか血が繋がってるのね、この二人」

　独り言だったのだろうけど、オレの耳が先輩の呟きを拾う。ったく、何言ってるんですか、先輩。オレはこんな理り不ふ尽じんじゃありませんよ、まったく。

『お待たせしました。たった今、当船は日本の領海を出、公海上へと到とう達たつ致いたしました。皆みな様さま、ごゆるりと船内カジノをお楽しみください』

　船内アナウンスがかかる。

　いよいよ、か。もういがみ合ってる場合じゃない、な。

「それじゃ、行くとしましょうか」

　パシンとサヤ姉が胸の前で左拳こぶしを右掌で受け止め、獰どう猛もうに笑う。

　いざ、戦場へ。





　そこは薄うす暗ぐらくどこか耽たん美びで、そして退たい廃はい的てきな空気に満ちていた。

　アルコールとタバコ、そしてどぎつい香こう水すいをブレンドしたなんとも言えない臭においが鼻腔を刺激し、いるだけで頭がくらくらしそうだった。

　広さは学校の運動場ぐらいだろうか、スロット台やルーレット台、各種トランプゲーム用のテーブルなどなどが所狭しと並んでいる。奥のステージでは高級そうなスーツに身を包んだ小太りした中年が、誇らしげに長々と謝辞を読み上げている。

　はあ……なんつーかオレみたいな一いつ般ぱん庶しよ民みん、しかも高校生には縁えん遠どおいというか、もう別世界って感じだな。どうも場ば違ちがいもいいところな気がして落ち着かないったらないぜ。

「ほおっ……」

「これは……」

　すれ違う紳しん士し淑しゆく女じよたちが、こぞってオレたちのほうを振ふり返り、ほうっと感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらしていく。そりゃそうだろう。こんなとんでもない美少女が二人、着き飾かざって並んで歩いていたら、そりゃ気にならないわけがないよな。

「ね、ねえ、カーくん、さっきからちらちら見られるんだけど、やっぱりわたし、どこか変なのかな？」

　涼すずしげな水色のフォーマルドレスに着き替がえた先輩が、恥ずかしそうに訊いてきた。メイド服の件があるからな。人の目に対してちょっと被ひ害がい妄もう想そう的になっておられるようだ。

「全然変じゃないです！　すっげー似合ってます。めっちゃ綺き麗れいです！」

「そ、そうかな？　ふふ、ありがと」

　オレが手放しで絶賛すると、先輩は照れくさそうに、そして嬉うれしそうにはにかむ。

　ＶＩＰ船だけあって、どうやらこの船ではフォーマルドレスの貸し出しも行っているらしい。先輩は元々、落ち着いた雰囲気の清せい楚そな美人だからな。こういう礼装だと余計にその美び貌ぼうが引き立つ。まさに深窓のご令れい嬢じようといった感じだ。

　今日はメイド服姿も見れたし、もう我が生しよう涯がいに一片の悔くいなし！　だな。

「デレデレしない」

「たっ！」

　隣となりにいたサヤ姉に脇わき腹ばらをつねられた。

　こっちは鮮あざやかな赤のフォーマルドレスだ。豪ごう奢しやなブロンドの髪かみともあいまって、とにかく煌きらびやかで、まるでどこぞの外国のお姫ひめ様さまみたいである。

　いや、間違えた。お姫様じゃなかった。明らかに瞳めが違う。自らへの絶対の自信に満ち溢あふれた、強い意志を湛たたえた瞳に、お姫様なんてなよなよしい例えは似合わない。

　今のこのひとは、まごうことなき女王だ。

　ふふ、そんなわけで今のオレはまさに両手に花状態なのだ。くくくっ、周りからの羨せん望ぼうの目が心地よ……

「女の子は一流だが、エスコートしてる男はダメだな。まるっきり庶しよ民みんじゃないか。あれじゃせっかくのタキシードが泣いている」

　ほっとけやぼけぇっ！

　これみよがしな揶や揄ゆにぐりんと顔をひねって吐き捨てたと思おぼしきいかにもボンボンといった感じのキザな野や郎ろうを睨みつける。

　自分でも似合ってないことぐらい知ってるっての。

「カ、カーくん、似合ってるから。格好かつこいいって。気にしない気にしない」

　どうやら先輩もオレの悪口を聞き取っていたらしい。フォローしてくれてんすね。ありがとうございます。

　制服は冠かん婚こん葬そう祭さい全すべてで使える万ばん能のう服ふくとは言われるけれど、セレブが集まっているこの場ではさすがに浮きまくるので、オレもタキシードに着替えたのだ。

　まあ、多分にお世辞も入っているんだろうけど（自分が二枚目じゃないことぐらい知ってるさ。背も……ううっ！）、それでも好きな人に格好いいとか言われると悪い気はしない。

「っ！　サヤ姉!?」

　いきなり何の前まえ触ぶれもなく、サヤ姉が腕うでを組んできた。サヤ姉はオレの声に答えることなく、意味ありげな微笑みを、オレの悪口を言ったボンボンに向ける。

「サヤさん、何を……ああ」

　オレとサヤ姉の腕うで組ぐみを見とがめ、最初険しい目になった先輩だったけど、なにか納なつ得とくしたという感じで頷うなずき、すっとサヤ姉に倣ならうようにオレと腕を組む。そして、艶えん美びな微笑みをサヤ姉と同じ方向へと向ける。

「ぐっ！」

　ボンボンは悔くやしそうに歯は噛がみして、そそくさと人ひと混ごみの中に消えていった。

















　その背中を見送って、サヤ姉と先輩がウインクを交かわし合う。それでようやく、遅おそまきながらオレは二人の行動の意味を悟さとる。二人はわざわざオレの為ために、ボンボンに仕返しをしてくれたのだ。うわ、めっちゃ嬉しいかも。

「二人とも、ありがと」

「ふん、いきなりなによ？」

「うん、なんでお礼なんか言うのかな？」

　サヤ姉はぷいっとそっぽを向いて、先輩はくすくすと笑いながらすっとぼける。恩着せがましくないところが、まためっちゃ格好いい二人だった。

　ところで、あの、二人とも、いつ腕を離してくれるんでしょうか？　ボンボンはどっかに行ったというのに、二人ともなぜかどんどん腕のロックを強めてくるんですけど!?

 いや、もちろんめちゃくちゃ光栄で、男として嬉しいんだけどさ、この状態、注目を浴びまくってめちゃくちゃ恥ずかしいんですけど！

『～～、それでは小鳥遊京水さんお願いします』

　突とつ如じよ、耳に飛び込んできた名前に、オレは思わずステージのほうを振り向むく。

　タンタンっと長身痩そう躯くの青年がタラップを昇のぼってくると、どよめいていた会場が、一気に静まり返る。

　会場中の皆みなが、この男の一挙手一投足に注目していた。ああ、そう言えばこのセレモニーの来賓として、こいつは招かれていたんだったな。そりゃ挨あい拶さつぐらいするよな。

　マイクの前まで来た男が、優ゆう雅がに踵かかとを九〇度回転させ正面を向く。すでに商売の世界に身を投じて二〇年という話だから四〇歳さいは超えているはずだ。なのにその顔は実に若々しくせいぜい三〇歳ぐらいにしか見えなかった。

　端たん整せいな顔立ちをしているが、軟なん弱じやくさは一いつ切さい感じられなかった。経験に裏打ちされた自信と覇は気きが漲みなぎり、野生の猛獣のような力強い自然美がそこにはあった。

『ただいまご紹しよう介かいに預かりました、小鳥遊京水です』





「ちょっといいかしら？」

　満場の拍はく手しゆを浴びながら壇だん上じようから降りてきた小鳥遊を待ち構え、サヤ姉が声をかけた。

　小鳥遊はほんの少しだけ驚おどろいたように目を見張った後、実に楽しそうに口元を緩ゆるめる。

　オレたちと同じく階下で控ひかえ、そしてオレたちに警けい戒かい感かんを露あらわにしていたごつい体格の黒服のＳＰを、片手を上げて下がらせる。

「高たか尾お沙さ耶やさんですね。貴女あなたのご活かつ躍やくは以前から注目させていただいておりました。ぜひ一度お会いしたいと思っておりました」

　オーバーアクション気味に両手を広げて、小鳥遊は言う。落ち着いたバリトンの声、丁てい寧ねいで柔やわらかな物もの腰ごし、人当たりの良い笑え顔がお、なのに妙なプレッシャーがあった。

　目の前に立たれただけで、身体が縮こまりそうになり、心が締め付つけられる。人の上に立つ者特有の、見る者を圧あつ倒とうする雰囲気を、この男は身にまとっていた。

　……初めてだぜ。サヤ姉と同格の存在感の持ち主を見るのは、な。ただ、これはあくまでオレの勘だが、サヤ姉にある温かみのようなものが、この男から一切感じられなかった。

「それは好都合。あたしも貴方あなたと話がしたかったの。聡里のことで、ね」

　傲ごう然ぜんと腕を組んだまま、サヤ姉が偉えらそうに言う。しかもいきなりど直球だよ！

　うおお、やっぱりこのひとすげえ。世界でも指折りの大だい企き業ぎようのトップが相手でも、いつもとまったく態度が変わってねえ！

　なりは小さいけど、どっしりと泰たい然ぜん自じ若じやくとした感じで、こういう非日常な空間にいる時に隣にいてくれると、安心感が半はん端ぱない。

　正直、ちょっと間近に接した小鳥遊の存在感に呑のまれかけてたからほんと助かった。

「ああ、そう言えば、貴女方は聡里くんと面識があるんでしたね」

　いささかも笑顔を崩くずすことなく、小鳥遊。

　小鳥遊が聡里を引き取って、まだ一週間にも満たない。また聡里は普通とは到底言い難がたい異能の持ち主でもある。だと言うのにそれを初対面の人間に指し摘てきされて、まったく動じてやがらねえ……っ！

「……聡里から訊いたの？」

「いえ。先さき程ほども言いましたでしょう？　貴女のことは以前から注目させていただいていた、と」

　張り付いた能面のような笑顔で述べられた言葉に、さすがのサヤ姉も顔をしかめざるを得なかった。

　当然だ。ここまで堂々と、あなたを監視しています、と言われれば、誰だれだって不快極まりないに違いない。

「ああ、お連れの綺麗なお嬢じようさんのことも知ってますよ。観かん田だ明日香さん、でしたね。日本の未来を担になう方だと伺っております。最近、少々調子がお悪いそうですが、お体には重々お気をつけください」

「……っ！」

　先輩が蒼あおざめた顔で、息を呑む。

　こいつ、先輩の能力のことも知ってる!?

「『経済界の奸雄』……だったかしら。噂うわさどおりね。明日香のことまで調べてあるとは恐おそれ入いったわ……」

「お褒ほめに預かり光栄です」

　吐き捨てたサヤ姉の言葉に、小鳥遊がにこやかに応こたえる。

　なんだ、こいつ……っ!?　この短い話の間に、オレはまるで底無し沼ぬまにはまったような気持ち悪さを感じずにはいられなかった。

「立ち話もなんです。どうです？　聡里くんも交えて、私の部屋でお話ししませんか？　誰はばかることなく、ゆっくりと、ね？」

「～～～～っ、わかったわ」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔で、サヤ姉が同意する。

　まだお互い小手調べといったところだが、会話の主導権をずっと握にぎっていたのは小鳥遊だった。あのサヤ姉が……後手を踏まされていたのだ。認めるのは癪しやくだが、さすがに二〇年で世界でも有数の大企業を築き上げただけはあった。

「ではこちらへ」

　小鳥遊はオレたちに背中を向け歩き出す。

　真まっ直すぐに。

　ここにいるのは皆ＶＩＰのはずなのに、小鳥遊の進路にいた人は慌てて退き、さながらモーゼの十じつ戒かいのごとく道が開いてゆくのだ。まさしく『帝てい王おう』の行進だった。

「なあ、『経済界の勧誘』って、あいつそんなに人をたらしこんでるって評判なのか？」

　小鳥遊の後ろをしぶしぶ付いていきつつ、こそっとサヤ姉に尋たずねる。

「なんかあんた、字を間ま違ちがえてそうな気が凄すごいするけど、人をたらしこんでるってのは間違っちゃいないわね。正しくは『経済界の曹そう操そう』、よ」

「曹操って、『三国志』に出てくる、あの乱世の奸雄のことですか？」

　首を傾げて問う先輩に、サヤ姉が頷く。

「そそ。より正確には三国志じゃなくて『三国志演義』の方の曹操ね。彼かれっていわゆる人材マニアじゃない？」

「そなの？」

「そう。劉りゆう備びの義兄弟である関羽に凄い惚ほれこんで稀き代たいの名馬である赤兎馬を始め金銀財宝を与あたえもてなしたというエピソードが一番有名かしら。そんな感じで、とにかく優ゆう秀しゆうなら敵側の人間でも欲ほしがりまくるの」

「へ～」

　なんとなくオレの頭の中に思おもい浮うかんだのは、ＲＰＧでよくある定番の「勇者よ。望むものは全すべて与えよう。我に従え」とかのたまう魔ま王おう様だった。

「小鳥遊も、そうなの。とにかく人の『才能』を見み抜ぬき、活用するのが神かみ懸がかり的に上う手まい。本当に様々な分野で才能ある人間を発はつ掘くつし、金に糸目をつけず破格の待たい遇ぐうで引ひき抜ぬき、裁量を与え、積極的に支し援えんした。才能は十全に発揮され、その結果、彼の会社プレイバードは加速度的に業績を伸のばしていったわ」

「それだけ聞くと、なんか理想的な上司って感じですね」

　複雑そうに、先輩が言う。自らの欲の為なら、人を金で買うことも厭いとわない最低なヤツだと、すでにオレたちは知っている。

「そう、ここまでなら、ね。一方で、恐ろしくドライだとも評判よ。才能が枯かれたと判断したら、それまでどれだけ会社に貢こう献けんしてきた人材であろうと、容よう赦しやなくあっさり切り捨てるらしいわ。それこそゴミ同然に、ね」

「……聡里も使えないと判断したらあっさりぽいっ、か？」

「多分……ね」

　前を歩く小鳥遊の背中を睨みつけつつ、サヤ姉は言う。

　オレもつられて、その背中に敵意の視線を送る。

　あるいは小鳥遊は、正しいのかもしれない。トップに立つ人間には、そういう冷れい徹てつさが必要不可欠なのかもしれない。

　でもな、どうにも気に入らねえんだよ。人を道具としてしか見てないヤツは、な。

「ここです」

　小鳥遊の言葉と前後して、黒服ＳＰが前に進み出て部屋の扉とびらを開ける。

　オレたちに割り当てられた部屋も庶民のオレには身が縮こまりそうなほど豪華なものだったが、はっきり言ってここは格そのものが違った。

　まずとにかく広い。個室というよりもう小さなホールぐらいの面積はあった。

　ところどころに金糸が入った複雑な文様が描えがかれた絨じゆう毯たんに、騎き士しや乙女おとめなどの彫ちよう像ぞうがずらっと立ち並ぶ。各所に置かれた家具にはいたるところに金きん箔ぱくが施ほどこされ、光を反射してキラキラしていて、目が眩くらみそうになる。……どこの宮きゆう廷ていだよ、ここは。

　部屋の奥おくには一〇〇インチぐらいありそうな超ちよう巨きよ大だい液えき晶しようテレビがあって、それと向かい合うように白く柔らかそうなソファーがあった。

　そこに、先客がいた。

　その細い華きや奢しやな身体を黒のドレスに包つつみ、顔にも薄うすく化け粧しようを施し、梳ときすかれた髪は艶つややかな光こう沢たくを放っていた。まるで別人のように綺麗になっていた。

　それでも、一つだけ変わらないものがあった。何よりも印象的だった、暗く虚うつろで全てを見み透すかしたような冷たい瞳。

　オレが救いたいと願った少女──綿わた貫ぬき聡里だった。





「みん……な……？」

　ソファーに腰掛けていた聡里は、目を見開きかすれた声をあげた。膝ひざに置いた手も小刻みに震ふるえていた。

「まだまだ、ですね。聡里くん」

　背筋が凍こおるような、冷たい声だった。鋭するどく、無機質で、まるで刃やいばのような……。今のがおそらく、小鳥遊の本ほん性しようなのだろう。

「す……すみません」

　謝あやまる聡里の顔は、どこか蒼ざめて見えた。

　小鳥遊の放つプレッシャーは並々ならぬものがある。それを指向的に、強烈にぶつけられたのだ。異能を持ち、辛つらい経験をしているとは言っても、聡里は所しよ詮せんまだ十四歳の少女に過ぎない。恐きよう怖ふを覚えないはずがなかった。

「また乱れましたね？　言ったはずですよ。いついかなる時も感情を表に出さないようにしなさい、と。やれやれ、まだまだ調整には時間がかかりそうだ」

　ソファーにどかっと腰掛け、小鳥遊はつまらなさそうに嘆たん息そくする。

　ぷちん。

　オレの中で、何かが切れる音がした。感情を表に出すな？　調整？　こいつが普段、聡里にどう接しているのか、今ので一発でわかる。

「てめえ、聡里をロボットか何かと勘かん違ちがいしてねえか!?」

　張り上げた怒ど声せいに、小鳥遊が初めてオレを見る。

　この男にとって、オレみたいな平へい凡ぼんなガキは、路ろ端ばたの石も同然だった。視界には映していても、気にも留とめちゃいなかったってところだろう。

　そんなオレの言葉は、こいつには届かない。鼻で笑われるだけだとわかっている。それでも、今の言葉だけは黙だまっちゃいられなかった。

「やっぱり、お前なんかに聡里は任せちゃおけねえ！」

　こんなヤツの傍にいたら、聡里の顔からますます笑顔が消えていく。

　心が凍ってしまう。

「任せておけない、ねぇ？　面おも白しろいことを言いますねぇ、君。では逆に訊ききましょうか。君に聡里くんを背負えるのですか？　平凡な君に？　学生の君に？　社会的な力を何一つ持っていない君に？　住む家は、着る服は、食べるものは？」

「ああ、確かにオレは、お前の言うとおり何も持ってねえガキだよ。オレごときじゃ聡里は背負えない。でも、サヤ姉なら、オレの自じ慢まんの従あ姉ねなら、お前なんかよりよっぽど聡里を幸せにできる！　任せられる！」

「はっ！　結局、他力本願ですか」

　小鳥遊の顔に見下げ果てた嘲ちよう笑しようがありありと浮かぶ。

　くそ、やっぱりダメだ。自分でも、情けねえことを言っているという自覚があった。

　小鳥遊の心には、力ある者の声しか届かない。悔しいがオレには、その力がない。オレの言葉じゃ、こいつの心は一ミクロンだって動きやしない。

「それにしたってナンセンスな話だ。確かに高尾女史ならば、聡里くんを養えはするでしょう。しかし、この子をずっと傍に置こうなどとは、もはや狂きよう気きの沙さ汰たとしか言いようがありませんな」

「ぐっ！」

　それが義理とは言え「父親」の口にする言葉かっ！

　殴なぐりかかりそうになる衝しよう動どうを、必死にこらえる。オレが感情にまかせてヤツを殴ろうとしても、十中八九、そばに控えているＳＰに取り押おさえられるだけだ。

　それに、ここはガキの世界じゃない。暴力を振るえば、それでもうゲームセット、こちらの敗北となる。

「そもそも、です。彼かの女じよの《力》は実に素す晴ばらしい！　莫ばく大だいな富を私の下にもたらしてくれるでしょう。そんな金の卵を、なんで貴方がたにお譲ゆずりしなければならないのです？　それで私に、いったい何の得があるのですか？」

「富だの、金だの、得だの、てめえはそれしか……」

「はい、そこまで」

　サヤ姉がヒートアップしたオレの肩かたを掴つかみ、ぐいっと後ろに下がらせる。

「カー坊、あんたの出番はもっと後、よ。さっき部屋にいる時に言ったでしょ。あたしに任せておきなさいって」

　力強く請うけ負おって、サヤ姉は小鳥遊の前にある大理石の机に大だい胆たんに腰掛けた。背の低いサヤ姉だけど、完全に小鳥遊を見下ろす格好となる。

　そして、薄く笑って言った。

「ねえ、小鳥遊さん。ここはカジノよね？　なら……賭かけで決めない？」

「……賭け？」

　ピクッと小鳥遊の眉まゆがわずかだけだが動く。オレの言葉には何一つ反応しなかった男が、興味を示したのだ。

「……ふむ、そちらの望みは、聡里くんの身み柄がら、でしょうね。しかし、いったい何をお賭けになる？　私の見立てでは、聡里くんの《力》の経済価値は、低く見積もっても一〇〇〇億円は下らない。最低それだけの見返りを用意して頂かなくては、こちらには賭けに乗るメリットがありません」

　いっ……一〇〇〇億円だぁっ!?

　てめえ、いくらなんでも吹っかけすぎだろ。

「いかにご高名な貴女と言えど、まだ高校生だ。それだけの対価を提示できるとは思えません」

「そう？　できるわよ？」

　あっさりとそう言って、サヤ姉は自らの胸に手を当て、不敵に笑う。

「賭けるのはあたし自身」

「なっ!?」

　これまで余よ裕ゆうの態度を一いつ切さい崩くずさず、どこか超ちよう然ぜんとしていた小鳥遊が、初めて眉を釣つり上あげ、驚きを露にする。

　もちろんオレや明日香先輩も同様だった。

「な、何を言ってるんですか、サヤさん!?」

「そうだよ、サヤ姉!?　自分自身を賭けるなん……」

　食ってかかるオレの口は、サヤ姉の手で無理やり塞ふさがれた。

「交こう渉しようの途中よ。あんたらは黙ってなさい」

　犬歯を剥むき出しにして、低く抑えた声でそう告げられる。

　強い意志の力を秘ひめた、見る者を平へい伏ふくさせずにはいられない鋭い眼光、その圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくに、オーラに、女王の威い厳げんに、オレと先輩は呑まれてしまう。

　サヤ姉がオレの口から手を話し、トンと胸を押す。大した力じゃないはずなのに、オレはよろめき数歩後ろに下がる。

　そして、サヤ姉は再び小鳥遊と向き合い──

「あたしが勝ったら、さっき貴方が言った通り。聡里はあたしたちがもらう。貴方が勝ったら、あたしが一生、貴方の会社でこき使われてあげる。これでも自分的には、生涯で軽く数兆円は経済価値を生み出すと思っているんだけど、どう？」

「……確かに、貴女にはそれだけの価値はあるでしょう。しかし、正気ですか？　たかだか二日間遊んだだけの少女の為に、自分の将来をお賭けになる、と？」

「そうね。我ながらほんと酔すい狂きようだと思うわ」

　サヤ姉が自じ嘲ちようするように肩をすくめる。

　これが……サヤ姉が言っていた、小鳥遊に聡里の親権を手放させる手ってヤツか！

　確かに自らの利益の為に聡里を手に入れた男だ。なら、それより大きな利益を散らつかせてやればいい。

　理り屈くつはわかるが、それにしたってさすがに暴挙もいいところだろ!?

「あのな、サヤ姉、そもそもこいつが約束を守る保証がどこにあるんだよ？」

　黙ってろとは言われたが、さすがにこれは言わずにはいられない。

　一筆書いてもらったって、おそらく意味がない。賭けに負けたら養女を引き渡します、なんて念書に、法的な拘こう束そく力りよくなどあるわけがない。世間的には悔しいが、オレたちの言い分のほうが明らかにおかしいのだ。

　こいつ自身が言ったんだぜ、聡里の《力》には一〇〇〇億の価値があるって。賭けの約束だから、とあっさり手放すわけがない。むしろこんなペナルティが何もない約束など守るほうがどうかしてると言われそうなぐらいだ。

「その辺は大丈夫よ」

　きっぱり言い切るサヤ姉。

「『有言実行』それが小鳥遊京水の美学。一度口にしたことは、何が何でも実現させる。事実、させてきた。窮きゆう地ちに立たされて追い込まれてるってのならともかく、この平成大だい不ふ況きようの中でも一人勝ちしているような状況で、いまさら一〇〇〇億円程度の為に信念を曲げるのは、帝王のプライドが許さないでしょう？」

「そうですね。一〇〇〇億程度でそれを曲げるほど、私も落ちぶれたつもりはありません」

　小鳥遊が余裕めいた笑えみを浮かべる。

　もうダメ！　ついていけない！

　そりゃテレビとかに出てくるお金持ちも大たい概がい、一般庶民とは感覚がぶっ飛んでるけどさ。なんなのこのひとたち!?　宇宙人ですか？　宇宙人ですよね!?　「宇宙キタアアアアアアアアアアア!!」とか絶叫していいですか!?

「逆に貴女が約束を守る保証は？」

「あたしだって吐いた唾を飲み込むほど落ちぶれちゃいないわ」

「くくく、はははははっ!!　そうでしたな。貴女はそういうひとだった。その言葉、信じましょう。ふふっ、本当に貴女は魅み力りよく的てきだ。ますます欲しく……」

「やめてっ……」

　小鳥遊の言葉を小さな声が遮さえぎった。

　それはとても弱々しくてか細いものだったけれど、不思議とオレたちの耳にしっかりと届くものだった。

　皆の視線が一点に集まる。声をあげたのは、他でもない賭けの対象となった聡里だった。

「聡里のために、そんなことしないで……」

　ふるふるとその小さな顔を左右に振る。

　どこか怯おびえているようにも見えた。

「なんで……なんで放っておいてくれないの!?　聡里はこんなこと望んでない」

　聡里の声にこめられているのは、明確な拒きよ絶ぜつだった。

　嬉しさなど微み塵じんもなく、聡里の顔に自嘲めいた笑みが浮かぶ。

「サヤお姉さんの家で暮らして、みんなと毎日を過ごせる。うん、とってもとっても楽しそうで夢みたいだよね。でも、叶わないから、夢なんだよ。最初は良くても、きっと、きっとみんなも聡里のことをいずれ嫌きらいになる！　疎うとましくなるに決まっているっ！　大好きな人たちに嫌けん悪おの目で見られるのは、もう嫌いや！　絶対に嫌!!　だから……だから綺麗なままで終わらせたのに……」

　心が読める女の子の、偽いつわらざる心からの慟どう哭こくだった。

　希望を抱いだけば抱くほど、それを失った時の痛みは大きい。

　彼女は、傷つきすぎたのだ。両親に、親しん戚せきに、友だちに、大好きな人たちから皆、嫌悪と畏い怖ふを向けられて。

　忌いむべき《力》を持った自分を受け入れてくれる人間などいるわけがないと絶望しているのだ。

　オレにもその、罪の一いつ端たんはある。初めに言ってしまった。

　ずっとはつらい、と。

　それが今、彼女の心に新たな楔くさびとなって抜けなくなってしまっている。

「小鳥遊さんは、確かに『聡里』を見てくれない。でも、聡里の《力》には価値を見み出いだしてくれてる。この忌まわしい《力》を認めてくれてる。ここは初めて、聡里が生きていていいって言われた場所なの！　だから、だから……っ」

「うっさい。別にあんたの為じゃないし。住み込みの家政婦が欲しかっただけよ。散々いびり倒たおして扱こき使つかったげるから覚かく悟ごしてなさい」

　ふんっと鼻息を鳴らして、サヤ姉はまくしたてるんだけど、うん、照れて悪ぶってるのはわかるんだけど、さすがにその言い訳苦しいです。どこの世界に住み込みの家政婦を雇やとう為に自分の将来全てを賭ける人がいる？

「く……くくくくっ！」

　突如、気味の悪い哄こう笑しようが部屋中に響き渡る。

　小鳥遊が心底楽しそうに嗤わらっていた。

「いいでしょう。高尾女史、貴女の賭けに乗りましょう。ただし、勝負方法はこちらで決めさせていただく」

「なっ!?　そんなの認められるわけないだろ。なんでそんなお前に有利すぎる条件を呑まなくちゃならねえんだ!?」

「それは当然でしょう？　貴女方はどうやらよほど聡里くんを私の手から取り戻もどしたいらしい。その弱みを見過ごすほど、私は甘あまくありません」

「くっ！」

　オレは歯噛みする。

　こいつ、足あし下もとを見やがって！

「構わないわ」

　サヤ姉はまったく動どう揺ようしたそぶりもなく、小鳥遊の提案を受け入れる。

「お、おいっ、サヤ姉!?」

　うろたえるオレを手で制すサヤ姉。その目はいつも通り、確固たる自信に満みち溢れていた。確かに考えてみれば、敵の前で弱みを見せるなんて痛つう恨こんのミス、サヤ姉らしくない。小鳥遊の提案は、織り込み済みだったってことか？

「で、何で勝負するのかしら？」

　サヤ姉の問いに、小鳥遊の瞳が妖あやしく光る。

　はっきり言って嫌な予感しかしなかった。

「ポーカーなんてどうです？　もちろんお相手をするのは……こちらの聡里くんです」





　ポーカー。

　トランプで行うゲームの中ではとりわけメジャーなゲームだ。五枚のカードで麻雀マージャンのように『役』を作り、その役の強弱を競きそう。

　かと言って、ただ強い役を揃そろえられたほうが勝ちというほど単純なゲームでもない。勝てないと思えば、途中で降りることができる。逆に言えば、弱い役でもはったりをかけて相手を降ろせば勝てるということでもある。

　とにかく駆かけ引きの妙みようが問われる、心理戦の要素が極きわめて強いゲームなのだ。

「本当に、聡里とやるつもり？　悪いことは言わない。今ならまだ、引き返せる」

　聡里がテーブルを挟はさんで対たい峙じするサヤ姉に言う。

　二人の脇わきには、それぞれ一〇〇枚のチップが積み上がっている。相手のチップを全て奪うばったほうが、勝利者となる。

　お互い、賭けているものは自分自身。まさにこのチップは自らの分身と言っても過言ではなかった。

「この手のゲームで、聡里に勝てないことは、もう知っているはず」

　その言葉に、オレは聡里と初めて逢あった日のことを思い出す。聡里はババ抜きでサヤ姉に文句のつけようもないほどの圧勝をしていた。

「ふん。負けっぱなしってのは性に合わないのよね。いつかリベンジしてやろうって思っていたのよ」

　話を打ち切るように、サヤ姉が手元の山から一枚チップを取り出し、場に放ほうる。

「……聡里は絶対に負けないよ。ここにしか聡里の居場所は、ないから」

　自分に言い聞かせるようにそう言って、聡里もチップを一枚、場に置く。

　信しん司じとかと休み時間に何度か遊んでいるので、ポーカーの基本的なルールはオレも一応知っている。このチップはいわゆる参加料というやつだ。

　これを場に支し払はらうことで、カードを配ってもらうことができる。

「心配することはない、聡里くん。私は高尾女史の命を奪ったりしない。奴ど隷れいのように扱き使ったりもしない。労働基準法をしっかり遵じゆん守しゆしよう。性的な要求も一切しない。誰もが羨うらやむような条件で、彼女を雇やとい入れると約束しよう。だから、気にすることなく勝ちたまえ」

















　小鳥遊がソファーに腰掛け、ワイングラスを揺ゆらしつつくつくつと笑う。聡里から迷いを消す腹なのは明らか、だ。

　確かに、小鳥遊はサヤ姉を厚こう遇ぐうするつもりなのだろう。だが、サヤ姉は生まれついての女王なのだ。誰かの風下に立つなんて、許していいわけがない。

　このひとは、人の上に立つべきひとだ。立たなくちゃいけないひとだ。今の日本を見てればわかるだろう？　一番上が頼たよりないと、大勢の人が不幸になるんだ。サヤ姉は、支持率九八％の生徒会長だ。いずれもっともっと大勢の人を幸せにできる存在なんだ。

　それがこんないけすかない野郎の下につくだなんて、最悪もいいところだ。

「では、ゲームスタートだ」

　小鳥遊の声に、ディーラー役を仰おおせつかった黒服ＳＰが、二人にカードを配っていく。オレとしては小鳥遊側の人間にカードを配らせることには少々抵てい抗こうはあったが、サヤ姉のほうから指名したのだ。「ＳＰにイカサマができるわけないでしょ。それに並なみ大たい抵ていの腕じゃ、あたしの目はごまかせない」とのこと。

　実際、ＳＰの手つきはとても見事とは言えず、素人しろうとの域を出ていない。カードを飛ばさず、手で置いていくぐらいだからな。以前も言ったが、カードを飛ばすにはけっこう熟練の腕が必要なのだ。

　イカサマはないという安心感はある一方、二人の人生を賭けた大勝負だってのに締しまらないな、というオマヌケ感があるのも否いなめなかった。

「賭けるビツト、一枚」

　自ら手札を見て、サヤ姉がさらにもう一枚、場にチップを差し出す。この手札で勝負するという意思表示である。

「同じくコール」

　手札を見た聡里が同じく場に一枚、チップを出す。聡里も勝負するつもりらしい。

　そしてゲームは次の『カードの交こう換かん』に進む。

「……三枚、交換チエンジ」

　サヤ姉がカードを三枚、伏ふせて場に出し、代わりに黒服ＳＰから新たなカードを三枚受け取る。

「こちらも二枚、交換」

　聡里も同様に二枚、場に伏せてカードを出し、新たな二枚を受け取る。

　ゲーム中、こうして一度だけ、手札を好きな枚数、交換できる。そして出来上がった手札で、勝負するかどうかを決めるのだ。

「まずは様子見、ね。上乗せなしチエツク」

「上乗せレイズ……八枚」

　さ、聡里のヤツ、いきなり上限いっぱいまで賭けてきやがった。

　人生を賭けた大勝負が一いつ瞬しゆんでついては面白くないでしょう？　と小鳥遊が一度の勝負に賭けられるチップの枚数は最大一〇枚までと提案し、サヤ姉も「同感ね」とそれを受けたのだ。

　聡里が一〇枚を賭けた以上、サヤ姉も同額を出さねば勝負することはできない。

「……降りるドロツプ」

　サヤ姉が肩をすくめ、ぽいっと無造作にカードを放る。

　これは４のワンペア、か。役なしブタを除けば一番弱い役だ。数字も低い。確かにこれで最大枚数の勝負に出るのは心もとない。

　場にあったサヤ姉が出した二枚と、聡里が出した一〇枚が、全て聡里側に移動する。

「……やっぱり、勝負にならないよ」

　冷たくそう言い捨てて、聡里も場に手札を晒さらす。

　５のワンペア、役としてはサヤ姉と同じだ。でも数字が一つだけ大きい分、サヤ姉より強い手札だった。勝負を受けていたらサヤ姉の負けであり、降りて正解だったとは言える。

　だけど……ワンペアは、前述したようにポーカーの役の中では一番弱い役だ。しかも数字も低い。そんな役にいきなり最大の枚数を賭けてきた。

　これがまだ、はったりブラフならいい。

　しかし、聡里は間違いなく、自分が勝つと言う絶対の自信の下に賭けてきたはずだ。なぜなら聡里は他人の心が読める。つまり相手の手札はお見通しなのだ。

　くそっ、これじゃあ確かに聡里の言うように、勝負にならねえ！

「もう、止めよう。今ならまだ……」

　聡里が再び、サヤ姉に賭けを止めることを提案してくる。

　今の勝負、相手が降りたのだから、本来は自分の手札を晒す必要はなかった。あえて見せてきたのは、自分に勝てないということを改めて思い知らせるため、だったのだろう。

「ディーラー、ネクストゲーム」

　聡里の言葉を無視して、サヤ姉が再びチップを場に放る。

「後こう悔かい……するよ」

　聡里も場にチップを出だし、二回戦が始まった。

　ディーラーが再びそれぞれに五枚のカードを配り終える。

「賭けるビツト」

　手札を見て、聡里がチップを場に出す。

　一方、サヤ姉は手札を場に伏せたまま、拾おうとしない。

　いぶかる聡里の視線に、サヤ姉はふっと小さく笑みを零こぼした。

「聡里、カー坊があんたを助けたいって言ってくるのはわかっていたし、あんたと勝負することになるんじゃないかなって想定もしてたの。で、現実にはレアでも、心が読める超能力者なんて創作の世界じゃ山ほどいる。調べたら対たい抗こう策さくってけっこうあるのよね」

「おおっ！」

　オレは思わず拳を握る。

　だから聡里とのポーカー勝負なんて、一見無む謀ぼうとも言える勝負を軽々と引き受けたのか。考えてみれば、確かにあのサヤ姉が勝算もなしに自分を賭けた勝負などするわけがない。

「とは言え、無心で戦う、避さけようがない攻こう撃げきをする、偶ぐう然ぜんを利用する……どれもまあポーカーには使えないものばっかり」

　やれやれっとサヤ姉は肩をすくめる。

　……おいおい？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ、ほんと。

　しかしサヤ姉の言うとおり、生身での拳と拳の喧けん嘩かなら、何も考えずに身体の条件反射に任せて戦うことはできるだろう。しかしポーカーはそうはいかない。どうしても役を揃えるという作業がある以上、考えざるを得ない。

　避けようがない攻撃をしようにも、勝てないと思えば降りることができるのがポーカーのルールだ。

　偶然を利用する？　延々、相手より強い手札が揃い続けるとか有り得るわけがない。そんな奇き跡せきにすがってる時点で負けは必至だ。

　つくづく、聡里の《力》はギャンブル向きと言えた。

「でも二つほど、使えそうなのがあったのよ。思考言語を外国語にしてしまう。思考に嘘うそを混ぜてどれが本物かわからなくしてしまう」

　にやりとサヤ姉は笑って、カードを拾う。

「……な、なるほど」

　思わずオレは感嘆の吐と息いきを漏らす。サヤ姉は二〇ヶか国こく語を完璧に使いこなせる。半端な外国語だと『母国語で思考しそれを翻ほん訳やくする』という作業をせざるを得ないが、完璧に外国語をマスターした者は、思考すら外国語で行うことができる。

　そして嘘を混ぜる。つまり、頭の中に無数の手札を思い浮かべ、どれが本当のサヤ姉の手札なのかわからなくさせるって寸法か。

　すげえ、さすがサヤ姉だ。

　これなら……これなら聡里に勝てるんじゃないか？

「上乗せレイズ九枚」

　いきなりの最大枚数！　相当強い手がきたってことか？　いや、サヤ姉のことだから、駆け引きではったりブラフの可能性もある。

　このひとは何でもこなす万能の天才だ。いざとなれば女優並みに表情を自由自在に操れる。長年の付き合いのオレにも、どっちなのかまるでわからなかった。

　しかし、聡里はポーカーフェイスを崩さない。

「降りるドロツプ」

　わずかの逡しゆん巡じゆんもなく、淡たん々たんと聡里はこの勝負を降りた。

　聡里の場に出した参加料の一枚は、サヤ姉のところに移動。

「難しい思考なら、確かにサヤお姉さんの言うとおり、外国語じゃ読み取ることはできない。でも感情やイメージ、言葉だけじゃない、いろいろなものが混ざったのが、『心』。聡里は、人の心が読めるんだよ……全て、ね」

　そう言って、聡里は無造作に手札を場に放った。

　数字はバラバラだ。しかし、絵札が五枚全てダイヤで統一されている。

　サヤ姉の顔が一瞬だけ歪む。オレぐらいしかわからないほど些さ細さいな変化ではあったけど、間違いなく今、サヤ姉は焦あせった。

　聡里の役はいわゆるフラッシュってやつだ。これで勝負を降りるなんて本来なら有り得ないぐらい強くて揃いにくい役だった。

「ふんっ」

　サヤ姉がバサッと忌いま々いましげに自分の手札を放る。スペード、ハート、ダイヤ、クローバー、全てのクイーンが揃っている。

　クィーンのフォーカード。聡里のフラッシュよりさらに上、めちゃくちゃ強い役だった。あのまま聡里が勝負を受けていたらサヤ姉の勝ちだった。

　いや、そりゃチップの枚数だけを見れば、サヤ姉が一枚増やしているのだから、今回の勝負、サヤ姉の勝ちは勝ちと言える。

　しかし──

　サヤ姉の持って生まれた天運ってやつか。こんな人生を賭けた大一番で、とんでもなく良い役を引き寄せ、なおかつ、相手の手にはフラッシュと言う思わず勝負したくなるような手が流れ込んでいた。

　普通に考えれば、明らかに聡里が大負けする流れだった。

　その危機を、聡里はたった一枚の損害で回かい避ひしたとも言える。

　とりもなおさず、聡里の言うとおり、未いまだ彼女の《力》は健在だということで──

「そして、サヤお姉さん自身が嘘だと認識している以上、その思考には嘘特有の癖くせが現れる。知ってる？　昔は四月に綿を収しゆう穫かくしていたのが由来でね、四月一日って書いて『わたぬき』って読めるんだよ」

　四月一日と言えば、エイプリルフールだ。

　一年で一度、嘘をついてもいい日。すなわち──

　嘘を悟る少女わたぬきさとりに、偽りは一切通用しない……っ！





　そこからの勝負は一方的だった。

　なにせ手札を完全に見透かされてしまっているのだ。

　サヤ姉に良い役が揃っても、聡里は降りてしまうので、サヤ姉のチップはほとんど増えない。一方、聡里の手札の方が強ければ、役全ぜん般ぱんから見たら弱い役でもガンガン強気で勝負をかけてくる。

　これでは勝負になるわけがない。

　あっという間にサヤ姉のチップは溶とけ消えていき、今や残すところはわずか一三枚となっていた。

「もう、止めよう？　賭けなんかなかったことにしよう？」

　圧倒的に勝ちまくっていながら、聡里はそんな提案をしてくる。

　表情こそ凍りついて動かないけれど、その声はどこか泣きそうな弱々しさを感じる。

「ここまで来てさすがにそれは私が許しませんよ」

「サヤお姉さんの分まで聡里ががんばるから。だから……っ！」

　冷たく言い切る小鳥遊に、聡里はすがる。しかし小鳥遊はただ静かに首を左右に振ってそれに答える。

　そりゃそうだろうな。小鳥遊にあるのは、徹てつ底てい的てきな合理主義だ。手に入れかけているサヤ姉の持つ経済価値を、センチメンタルな理由で手放すほど、甘くない。

　絶体絶命、そんな言葉がオレの頭をよぎる。

　だが──

「は～、や～っぱあたしじゃダメかぁ」

　当のサヤ姉は妙にさばさばした感じで、あっけらかんと笑ったのである。

「もう後がないのですよ？　なぜそんなに余裕なのです？」

　小鳥遊が、いぶかしげに問う。

「ええ、ピンチよね、このままじゃ聡里を貴方の手の内から救い出すこと叶わず、それどころかあたしも籠かごの鳥。ヒロイン二人、ほんと大ピンチ。なら……そろそろヒーローの出番、でしょ？」

「ヒー……ってもしかしてオレかぁっ!?」

　何の前触れもなく、当然、事前の打ち合わせなんてあったはずもなく、回ってきたお鉢はちに、オレはただただ絶叫するしかなかった。

「ちょっ!?　待て待て待て！　いきなり何言い出すんだよ、サヤ姉!?」

　頭の中、もう大パニックである。そりゃ『あんたの出番はもっと後』とか言ってたけどさぁっ！　こんな場面でオレにどないしろっちゅーんじゃあっ!?

「『絶対にヒロインを助ける。それがヒーロー』なんでしょ？　だったらほら、早く助けなさい」

「だから待てやぁぁぁっ！」

　バンバンと机を叩たたき、レストランでコーヒーをさっさともってこいと言わんばかりに、事もなげにあっさりとサヤ姉は言うわけだけど、確かにその台詞せりふは、昔、オレが先輩に対して言った言葉ではあるけれどさぁ。

　こんなところでそれを突とつ然ぜん蒸むし返かえされても困るっての!!

「サヤ姉ですら打つ手なしって状じよう況きようで、オレに何ができるってんだよ!?」

「そ、そうです。サヤさん、そんなむちゃくちゃなっ！　貴女自身の将来がかかっているんですよ!?　もっと真しん剣けんに……」

「これ以上ないぐらい真剣だけど？」

　オレと先輩の抗こう議ぎに、サヤ姉はどこ吹ふく風かぜと言う感じだった。

　かと思えば、はははっと楽しげな笑みを零す。それはもう本当に楽しげに。

「サヤさん？」

「明日香ぁ、あんたとの勝負、現時点ではあたしのほうが負けてるなってのは、正直、自覚してるのよ。でもね、これだけは絶対にあんたに負けてないって、今、ほんと思ったわ」

「何が……ですか？」

「この馬ば鹿かのことを世界で一番理解しているのは、あたしだってこと、よ！」

　オレを親指でくいっと指し示し、サヤ姉は続ける。

「こいつはね、この高尾沙耶様が唯ゆい一いつ、あたしにできないことをやってのける、そう認めた男よ？　いざって時には絶対になんとかしてくれるヤツなのよ。ええ、絶対、ね。あたしは何度もそれを見てきた。一番間近で、ね」

「サヤ姉……」

「はははははははははっ!!　こんな平凡な男に全てを託たくすというのですか!?　ふはは、恋こいは盲もう目もくと言いますが……超ちよう天てん才さいの貴女も、彼のことになると目が曇くもるようですなぁ？」

　小鳥遊の嘲あざけりに、しかしサヤ姉は余裕の笑みを返す。

「ふっ。それがいいんじゃない。惚れた男をどこまでも一いち途ずに信じる。こんないい女いないでしょ？」

「っ……！」

　オレは慌あわてて頭をフル回転させる。

　思い返せば、今回、オレはほとんど全て、サヤ姉に頼りっきりで。

　聡里を助けたいって言ったのはオレで、サヤ姉はそれを手伝ってくれてるだけなのに。

　オレは安全なところにいて。サヤ姉だけ危険を冒おかしてて。

　でも、サヤ姉はそれでもこんなにもオレのことを信じてくれていて。

　ここで何とかしなくちゃ、オレはヒーローどころか、男ですらないっ！

　何か、何か手はないのか!?

　閃ひらめきのきっかけを求めて、部屋にあるものをとにかく手て当あたり次し第だいに視界に捉とらえていく。

　でも何も思い浮かばなくて。

　くそっ、思考が空回りする。このままじゃ、このままじゃ本当に二人とも小鳥遊の下に行ってしまうってのに。

「カーくん……」

　先せん輩ぱいが心配そうにオレを見つめている。

　ああ、そう言えば先輩のウサミミメイド服姿、可愛かわいかったな。是ぜ非ひもう一度……ってこんなこと考えてる場合じゃないだろ！　もっと真剣に……

　……ん？

「ああああああああっ!!　ウサミミだぁぁぁっ!!」

　喉のどが潰れんばかりに、オレは雄お叫たけびを上げた。

　ついで部屋の中に訪おとずれる、実に寒々しい静せい寂じやく。

　やがて、ぴくぴくっとサヤ姉のこめかみが痙けい攣れんする。

「だああっ！　何、変な方向にトチ狂くるってんのよ、あんたはぁっ!?　これじゃああたしが馬鹿みた……」

　渾身の右ストレートギヤラクテイカ・サヤ・マグナムの体勢に入ったサヤ姉をオレは慌てて制し、

「サヤ姉、これ、これ。ここ見てっ！」

　オレは愛読書を取り出し、該がい当とう箇か所しよをサヤ姉に指で指し示す。

　サヤ姉は「あぁんっ!?」といらだたしげにそれを見て、

「あああああああああっ!!」

　オレと同じく大だい絶ぜつ叫きようを上げた。さっすがサヤ姉だ。これだけでオレの考えが全部伝わったらしい。

「明日香っ！　ウサミミは!?」

「えっ？　あれはこのバッグの中に……凄い技術がいっぱいって言ってたからなくしたら大変だなって肌はだ身み離はなさず……」

　一人、わけがわからない先輩は、うろたえながらもその手に持っていた肩がけのバッグを持ち上げる。

「でかしたぁっ！」

　サヤ姉が喜び勇んで、先輩からバッグを奪い取とる。そしてがさごそと中身を漁あさり、目的のブツを取り出す。

「なんだか小難しいこといろいろ考えていたみたいだけど、そんなコスプレグッズで聡里の《力》をどうにかできると、本気で思っているの？」

　聡里が呆あきれた声で、むしろ同情さえ滲にじませて言う。

　うん、まあ、量子力学のことなんか、聡里にはほとんどわかりゃしねえよな、そりゃ。

「く、くくく、ぷはははははっ!!　うさ、うさっ！　はははははっ！」

　小鳥遊に至っては、よっぽどツボにはまったらしい。さっきから腹を抱かかえて、ソファーで苦しそうに悶もん絶ぜつしていた。

　まあ、そうだろうよ。超天才のサヤ姉が、持ち上げるだけ持ち上げたオレが、よりにもよって「ウサミミだ」だもんな？　そりゃおかしいさ。

　オレだって、お前の立場だったら間違いなく大だい爆ばく笑しようしてたと思う。

　でもな？

「さぁてどうなるか、お楽しみね」

　サヤ姉は、オレと目と目を交かわし合い、そしてウサミミバンドを頭に取り付ける。

　最初は胡う散さん臭くさそうにしていた聡里だったが、すぐにその顔色が変わる。

「よ……読めない……っ」

「なにっ!?」

　爆ばく笑しようから一転、小鳥遊も驚きよう愕がくの表情を聡里に向ける。

　サヤ姉がピンっとコイントスの要領で場にチップを投入して、淡々と告げる。

「ネクストゲーム」





　この一ヶ月、オレは何度となく、量子力学の本を読み返したものだ。

　まったくわかんなくて、本当に何度も何度も、な。だから、意味はわからなくても、もうそらんじられるぐらい暗記しちまったよ。

『単一のイベントで二個の素粒子を発生させると、この双子の素粒子──ＥＰＲペアは途中でなんらかの邪魔（観測をされる、障害物がある、など）が入らない限り、一つの方程式（波動関数）に従って永遠に飛び続ける』

　ああ、サヤ姉の説明を受けたというのに、未だに意味はよくわからんってのが正直なところだけどよ？

　でもオレでも文章ぐらいは理解できるんだよ。これはこうも言いい換かえられるだろ？　外部からの何らかの邪魔が入れば、そのＥＰＲペアとやらは壊れるってよ。

　あのウサミミは、人の思考を読み取って動く。つまり、あれはまさに、人の思考を外部から「観測」している。脳の電気信号を精密に、常時、「観測」しているわけだ。これって邪魔が入ってるってことに他ほかならないだろ？

「上乗せレイズ三枚」

　配られた手札を見て、サヤ姉は強気に攻こう勢せいをかける。

「…………同じくコール」

　表情こそ聡里はポーカーフェイスを保っている。それでも、コールと口にするまでに明らかに今までより時間がかかっていた。

　明らかに、彼女は迷っていた。

「ふぅん？　じゃあさらに上乗せレイズ、五枚」

「～～～～～っ！　降りるドロツプ」

　聡里が悔くやしそうにゲームを降りることを宣言し、場に手札を投げやりに放る。

　６のツーペア。役としては下から二番目ではあるが、実際の勝負ではそれほど多くこれが揃うことはない。勝負するのも悪くない手札ではある。

「ふふっ、勝ってるんだから冒ぼう険けんはできないわよね？」

「あ……っ」

　聡里の声からかすれた呻うめきが漏れ出でた。

　サヤ姉の手札はペアもなければ、数字が並んでもおらず、絵え柄がらもばらばらで……

　え、え～っとこれって、もしかして……

　ぶ……役なしブタァァァ!?　おいおいおい、いくら心を読まれなくなったからって未だチップ枚数的には圧倒的に劣れつ勢せいで、後がないことには変わりはない。

　その上、この勝負の勝敗には自分の将来までかかってる。

　そんな状況で、役なしで最大枚数ではったりブラフかけるとか……クソ度胸にもほどがあるだろ!?

　これで調子付いたサヤ姉は、その後もバキュームカーのごとく聡里からチップを吸い出していく。心さえ読まれなければ、頭を使った騙だましあいで、サヤ姉の前に敵はない。

　そして、最後の勝負。

　聡里の手札はストレート。五枚のカードの数字が連続することで成立する、かなり強い役だ。聡里が起死回生をかけて残る一〇枚を全額勝負かけてきたのも頷うなずける。

　しかし、サヤ姉の口元に浮かぶのは、勝利の笑み。

　サヤ姉の手札は、絵札は全てハートで統一されていた。

　数字は10、Ｊ、Ｑ、Ｋ、Ａ。

　おいおい、これって……あれか!?

　ロイヤルストレートフラッシュってやつか!?

　ロイヤルとは王族を意味する。すなわち、ポーカーにおいて最も強い役であり、サヤ姉に最も相応ふさわしい役と言えよう。しかし、これって確か、うろ覚えなんだけど、確率的には六五万分の一とかじゃなかったか？

　統計学的に言えば、三〇万分の一以下の発生確率はゼロと見み做なしてもいいらしい。ダブルスコアじゃねえか！

　最後に格好よくこれを引いて締めれるあたり、やっぱりサヤ姉は生まれついての女王なんだな、とつくづく思う。

　どんだけ引きが強いんだよ、このひとは。

　パチパチパチ。

　部屋に拍はく手しゆが鳴なり響ひびく。

　オレたちの視線が集まると、小鳥遊はやれやれと肩をすくめて言った。

「おめでとう。君たちの勝利だ」





「つけたく……ない」

　サヤ姉の手から差し出されたウサミミを、聡里は受け取ろうとはしなかった。

　このウサミミバンドは、人の脳の電気信号を観測している。

　これをつけた人間は思考を外部から観測されることにより聡里に心を読まれなくなるわけだが、逆に、これを聡里がつけると、聡里側の脳の、他人の思考ともつれた電子が外部から観測される事になる。

　すなわち、オレたち普通の人間と聡里の「思考の双子関係ＥＰＲペア」も同様に崩壊する……らしい。

　つまり、聡里はこれを付ければ、普通の人間になれるのだ。

　ウサミミなんてコスプレグッズを付けたくない、とかそういうわけでは、ない。それだったらどれだけ話が簡単だったことか……。

「この力のせいでいやな思いをしたけれど、聡里の価値は、この力しかないんだもの！」

　聡里の悲痛の声が、部屋にこだまする。

　今まで聡里は誰にも認めてもらえなかった。

　誰にも自分を見つけてもらえなかった。

　ただ唯一、小鳥遊が、聡里の《力》に価値を見出した。一〇〇〇億円以上の価値があると絶賛した。

　この《力》を失えば、本当に自分には何にもなくなる。そんな絶望的な不安に、彼女は襲おそわれていた。

　さて、どう説得したものか、とオレが思案していると、

「だからガキはいやなのよ」

　ばぁんっ！

　いきなりサヤ姉が聡里の頬ほおを思いっきり張はり倒した。

　うぉいっ!?　ほんとあんた容赦ありませんねぇ!?　いや、まあ、さすがにオレ相手にやるより相当手加減してるのはわかるけど、さ。

「愛の鞭むち。聞き分けのない子どもには時に体たい罰ばつも必要不可欠！」

　ぐっとサヤ姉は拳こぶしを握る。

　あの拳は特別だ。彼女にとって特別な人間にだけ、振るわれる。オレ以外に、初めて、振るわれた拳だった。いや、正確には平手だけどね。

「聡里」

「あっ」

　ぎゅっ……。

　と、今度は優やさしく、包み込むように聡里を抱き締めるサヤ姉。そして言う。

「あなたはまだ子どもよ。なろうと思えば何にだってなれる。やる気があるなら、なんだって手に入れられる。この超天才のあたしが、傍そばで徹底的に鍛きたえてあげる。カー坊だって明日香だって、あんたを見捨てたりなんかしない。あんたは人の心が読めるんでしょ？　だったら今こそ読みなさい」

「サヤ……お姉……さんっ……」

　聡里の瞳に、涙なみだが滲む。

　サヤ姉の言葉に、一切の嘘うそ偽いつわりがないことが、彼女にはわかりすぎるほどわかったのだ。

　だって彼女は、綿貫聡里な嘘が悟れるのだから。

　オレも聡里のことを想おもう。大切にしたいと。幸せになってほしいと。

　先輩も目を閉じ、優しい表情を浮かべている。多分、オレと同じことを願ってくれてるはずだ。

「みん……な……あり……あり……」

　ぽろぽろと、聡里の双そう眸ぼうから後から後から大おお粒つぶの涙が零れ落おちてくる。

　これはもちろん、悲しみの涙じゃなくて。

　認めてもらえた。

　受け入れてもらえた。

　そんな……誕生の喜びの涙だった。
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　疲つかれた。

　いや、もう、まじでぐったりって感じだよ。

　長なが崎さきくんだりまで強行軍でやってきたかと思えば、船に揺られに揺られて、終しまいにはサヤ姉の人生を賭けた大一番に立ち会わされて……。

　サヤ姉本人は腹立たしいぐらいにケロっとしたものだったけど、周りの人間の心労も少しは考えて欲ほしいものだ。見てるこっちのほうがハラハラドキドキの連続で、何度呼吸困難に陥おちいったことか。

　全てが終わった後、ホッと緊きん張ちようの糸が切れたのか、先輩なんか熱を出して寝ね込こんでしまった。悪いことは重なるもので──というより体調を崩くずしたからかもしれないが、船ふな酔よいまで併へい発はつし、再び船が陸地に辿たどり着ついた頃ころにはもうふらふらで自分で歩くこともままならないほどだった。

　そこでオレたちは港の近くにホテルを取り、先輩を休ませることにした。先輩はなぜかホテルの隣となりの海沿いの公園を見た瞬しゆん間かん、愕がく然ぜんとした表情になって「帰ろう。わたしのことは気にしなくてもいいから早く帰ろう」と妙に強く言い張っていたのだけれど、さすがにそういうわけにもいくまい。

　基本的には疲ひ労ろうによるものだし、今日一日ゆっくり休めば若いんだし体調もかなり回復するだろう。しかしここで無理をすれば、本格的に身体を壊し、最悪、入院なんてことにもなりかねない。そもそも明日は日曜日なんだし、急ぐ必要はどこにもない。

　せいぜい痛むのはオレの財さい布ふぐらいだ。サヤ姉に立たて替かえてもらってるオレの借金って今いくらなんだろう？　訊くのが正直こわい。

　船酔いの為ために満足に眠ねむれなかったのだろう、先輩はホテルのベッドに横になってすぐに安らかな寝ね息いきを立て始めた。

　しばらくオレは先輩の看病をしていたのだけれど、どうにも先輩の寝ね顔がおを見ていると、むらむらしてきてついキスしたいな～とか不ふ埒らちな考えが頭を離はなれない。

　やっぱりサヤ姉も疲れていたのか椅い子すに腰こし掛かけうとうとと船を漕こいでいた。聡さと里りもさっき「コンビニでジュース買ってくるね」と出て行ったばかりだ。

　これは千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンス!?

　……って、寝込みを襲っちゃいけないよな、やっぱり。

「ちょっと散歩でもしてくるか」

　オレはふらりとホテルの外に出て、頭を冷やすことにした。先輩の熱はもう下がっていたし、目を離しても問題はないだろう。っていうか、あのままあそこにいたら誘ゆう惑わくに負けそうだ。

　ああ、そう言えば隣に海の見える公園があったんだっけ。気分転てん換かんにはもってこいだな。

「カー兄？」

　公園に足を踏ふみ入いれるなり、背後から声をかけられた。

　ピコピコと黒のウサミミが視界で揺れている。

　何を考えているのかいまいちわからない、トレードマークとも言える無表情は今までとなんら変わらない。

　それでもその瞳には、もう絶望の色はどこにもなかった。

　口元が緩ゆるむのを、オレは自覚する。だが、それを聡里に見せるのは少々照れる。今ならそんな微び妙みような男心も、読まれる心配はない。

「散歩？　聡里も一いつ緒しよしていい？」

「ああ」

　公園には露ろ店てんが立ち並んでいた。そうだな、一応、信しん司じにも心配かけたみたいだしな。お土産みやげでも買って行ってやるか。

「しかし、そのウサミミ、ちょっと目立つよなぁ」

「そうだねー目立ってるねー」

　ぴょこんとウサミミを直角に折り曲げ、同意を示す聡里。

　ぶっちゃけ聡里の顔よりウサミミのほうが長いからなぁ。しかも今みたいな感じでぴょこぴょこ意思があるのではないかと思えるぐらい（っていうか実際ある）動き回っている。

　当然、公園を散歩する人々の視線は、彼女に釘くぎ付づけだった。

「今度、サヤ姉に普ふ通つうのヘアバンドを作ってもらえよ。あのひと、デザインセンスも抜ばつ群ぐんだから、可愛いの作ってくれるぞ」

「いいの、これで。ううん、これが、いい」

　そっと大切そうに、聡里はウサミミに手を添そえる。

　やはり相変わらずの無表情。それでもどこか満ち足りてるように見えるのは、オレの気のせいだろうか。いや、きっと気のせいじゃないはずだ。

「これを付けていれば、一目でその時の聡里が心が読めないってわかるでしょ？　やっぱり心を読まれてるって、カー兄もサヤ姉もアス姉も、いやだと思うし」

「……そっか」

　ぽんっとオレは優しく、聡里の頭に手を置く。

　ウサミミクーデレロリータ・綿わた貫ぬき聡里、ここに爆誕！　なんて思ったのは秘密である。うん、心を読まれないってほんといいよね。

「カー兄？　もう心は読めないけれど、カー兄の場合、変なこと考えていたのは顔でわかるんだからね？」

　ジトッとした目で睨にらまれる。

「……あれ？」

　なんかもしかして、オレって心を読まれてても読まれてなくても、実はあんまり変わりなかったりする？

「ふふっ……」

　海を背に、聡里が小さく笑う。風に水面がゆらゆらと揺れていた。

　まあ、オレのことなんかこの際どうでもいいよな。

　今はこれが精せい一いつ杯ぱいかもしれない。でも、そのうち、聡里はもっともっと感情を豊かに表現してくれるようになるに違ちがいない。

　それはきっと、そう遠くない未来のはずだ。

　気がつくと、じ～っと聡里に顔を覗のぞかれていた。

「……二人には悪いんだけど、やっぱり諦あきらめきれないな」

「なんか欲しいもんでもあんのか？」

「ねえ、カー兄、聡里は別に、一番じゃなくていいから。三番目でいいからね？」

「あん？　何言ってるんだ、おまえ？」

「えいっ！」

　いきなりネクタイを思いっきり引っ張られた。
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　不覚。

　高たか尾お沙さ耶や、一生の不覚！

　なんだかんだであたしも、かなり疲れていたらしい。いつの間にか寝こけてしまってた。そして気づけばカー坊と聡さと里りの姿がない。おそらく街をちょっと散歩にでも出で掛かけたのだろう。

　今、あたしがいるのは港近くにあったビジネスホテルの一室だ。十畳ぐらいの広さの部屋に、シングルベッドが二つ並んでいる。その一つには今、明あ日す香かが眠っている。

　そっとその額に手を当てる。うん、熱は下がってるみたいね。これなら明日には地元に帰れるだろう。

　さて、ここでちょっとおさらいをしたいと思う。

　あの田舎いなかでの別れの時、油断もあってカー坊と聡里のキスをあたしたちは防げなかったわけだけど。

　明日香の視みた夢は、未来において必ず実現する。そう、何があろうと、寸分の狂いもなく、絶対に、だ。

　この予知夢にはいくつかルールがあって。その一つに、

《予知夢に自分、つまり明日香本人は登場しない》

　というのがある。

　あの場にはしっかり明日香がいた。

　彼女はこうも言った。

　見知らぬ公園だった、と。

　つまり、あのキスは、明日香の予知した未来ではなかったのだ。

　そして予知夢の光景はまだ現実になっていないということでもある。

　まあ、これが、あたしが小鳥遊たかなしとの無む茶ちやな賭かけに出られた、最大の理由。

　肝かん心じんの明日香本人は、聡里が買われたなんて衝しよう撃げき的てきな事実や、それで落ち込んだカー坊のこと、カジノ船ではあたしが自分の将来をかけてのギャンブルと、立て続けに目の前で起こるとんでもない事態に頭の中がいっぱいで、すっかりそんなこと考えてる余裕もなかったみたいだけど。

　まったく、ほんと茶番もいいところだったのよ。

　カー坊が聡里をあの船から救い出すことは、すでに決まっていた未来だったんだから。後は聡里の力を抑え込まないと助けられないという状況をあえて作り出せば……ふふっ、まさしくご都合主義デウス・エクス・マキナよね。

　とは言え、いざ助けた後になると、カー坊が他の女の子とキスするなんて許せるものでもなく何とか阻そ止ししてやろうと画策していたんだけど……

　しかし、やっぱり運命のラプラス悪魔ラプラスには逆らえなかったらしい。明日香は熱を出して寝込んでしまうし、あたしも部屋に着くなり痛恨の居い眠ねむりなんざこいてしまった。

　ちょっと部屋を出て隣のカー坊の部屋をノックしてみる。

　やっぱりこっちにもいない、か。はあ……。

　ここは長崎。明日香の見知らぬ町。

　多分、今いま頃ごろ……。

　む～、そもそもあいつに隙すきがありすぎるのが悪いのよね。

　簡単に何度も唇くちびるを奪われてるんじゃないっ！



ｆｉｎ



















　　　あとがき





　エルヴィン・シュレディンガー（一八八七年八月一二日～一九六一年一月四日）

　オーストリアの理論物理学者。波動形式の量子力学である「波動力学」を構築した。量子力学の基本方程式であるシュレーディンガー方程式やシュレーディンガーの猫などにより一般にも広く知られている。

以上、ウィキペディアより抜粋。





　皆様、お久しぶりです。鷹山誠一です。

　オレと彼女の絶対領域一巻の感想に、「なんで絶対領域なんてタイトルにしたのかわからない」というものをしばしば散見しました。あれだけ熱弁をふるったのにわかって頂けず、自分の不徳を大いに恥じいってる次第です。

　改めて、この場を借りてもう一度、解説の機会をいただきたいと思います。

　一巻表紙の明日香先輩、どんなぱんつをはいているのか見えませんよね？

　ええ、本当にぎりぎりですが、見えません。

　でも考えてみてください。

　謎だからこそ、わたしたちは、スカートの中身を、純白、縞パン、黒、っていうか実はこれ、ぱんつはいてなくね!?　とかいろいろ想像できるわけです。

　夢をどこまでも膨らませることができるのです!!

　これを専門用語で「シュレディンガーのぱんつ」と言い表します。

　はい、もう賢明なる読者の皆様にはお分かりですね？

　つまり、絶対領域において、どんなぱんつをはいているのか、もしくはそもそも、ぱんつをはいているのかいないのか。これらは結局、確認するまでわからないんです。

　そう、作者の私にさえ、わからないのです！

　これは十分に一巻の内容を暗示していたと思いませんか!?　思いますよね!?

　ちなみに、〆切を守れるか否か。

　納得のいく出来のものが仕上がるか否か。

　結局、原稿を書いてみるまでわかりません。

　これも専門用語でシュレディンガーの原稿と……

　ごめんなさい!!

　担当様、伍長様。他ご迷惑をおかけした関係者各位。新人の分際でいきなり原稿遅れに遅れて本当に申し訳ございませんでした！

　しかし、難産だった分、個人的には大賞をいただいた一巻に勝るとも劣らぬ出来に仕上げられたと自負します！　読者の皆様にもそう思っていただけたなら幸いです。





　さて、最後にお知らせです。おかげさまで、な、なんと！　来る一二月二日にホビージャパン様が創刊する新ＷＥＢマガジン「コミックダンガン」（http://comicdangan.com/）にて本作のコミカライズが決定致しました!!

　作画を担当してくださるのはみなづきふたご先生、皆様期待して一二月二日をお待ちください。っていうか私自身、すごく楽しみです。

　これからより一層がんばりますので、漫画ともども応援よろしくお願いします。

　それではまた次巻でお会いしましょう。

鷹山誠一　
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